




　
　2025年度に開催されたミラノ・コルティナ 2026 冬季大会においても、日本代表選手団は全力を尽くして世
界の舞台に挑みました。オリンピックでは、冬季大会史上最多の5個の金メダルを含む24個のメダルを獲得し、
素晴らしい成果を収めました。パラリンピックでは、選手一人ひとりが懸命な奮闘を見せ、4 個のメダル獲得、
24 の入賞を達成しました。ハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）は、今大会においても、統括団体
である JOC・JPC との連携の下、選手村内・村外サポート拠点・競技会場を包括的に捉えた「トライアング

ルサポート」を展開し、様々な形で支援に邁進してまいりました。

　スポーツ医・科学支援事業では、「総合型サポート」により冬季競技を支援し、多くの成果を得るとともに、
更なる発展に向けた課題を明確にすることができました。また、6 つの「研究の柱」についても、更に研究
内容の具体化を進め、ハイパフォーマンススポーツ研究の明確化と深化を進めています。HPSC が提唱する

「アスリートにおけるトータルコンディショニング」の概念と推進方針を、ポジションペーパーとして策定・
公表し、競技現場の共通概念として定着させるべく取組を進めました。加えて、東京科学大学や国立成育医療
研究センターをはじめとした新たな連携を通じ、質の高い研究を推進するための基盤強化にも着手しました。
　さらに、e スポーツ・バーチャルスポーツ分野では、HPSC における e スポーツラボの設置準備を進めると
ともに、ワールドローイングとの連携を更に強化し、過去 2 回のフォーラムを発展させた「バーチャルスポー
ツフォーラムプラス」をスイス・ローザンヌにあるオリンピック・ミュージアムにて開催しました。ここでは、

「ハイパフォーマンスからライフパフォーマンスへ」の概念を国際スポーツ界で浸透させる、重要な足掛かり
を築きました。

　これらの活動をはじめ、本年報にて各取組を詳述しております。これまでの活動には多くの成果がある一方、
解決すべき課題も残されています。総合型サポートを更に進化させ、HPSC 全体で課題解決に当たる分野を
横断した「融合型支援」への転換を図ることで、支援の質を抜本的に向上させていく必要があります。また、
宇宙開発分野との議論を端緒とした、スポーツ内外の卓越した知見を相互に共有・循環させる「ハイパフォー
マンスからハイパフォーマンスへ」という視点も新たに展開していくことの重要性を確認しました。これら
を戦略的に進めてくためにも、HPSC におけるクラウド化・DX 化を加速させる必要があります。また、アス
リート・ウェルビーイングを巡る国際的な動向にも目を向け、HPSC スタッフ一同、アスリートによる「Win 
Well（勝ち方を追求し、勝ち続けることにこだわる）」を支えるマインドセットを共有し、支援・研究の高度
化を進めて参ります。

　今後もオリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、持続可能な国際競技力向上に努めてまいる所存
です。引き続きご指導ご鞭撻をよろしくお願いいたします。
                                                              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026 年 7 月
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2026年 3月31日現在

東京2025世界陸上競技選手権
大会等運営調整室



ハイパフォーマンススポーツセンター
セ ン タ ー 長     　　　  久木留　　毅
　　　　　　　　　　　  　職員数 348 名

ハイパフォーマンス
スポーツセンター運営部
　部長　畠野　裕史
　　　　　　　  　職員数 45 名

ハイパフォーマンス戦略部
　部長　久木留　毅
　　　　　　　 　 職員数 47 名

連携・協働推進部
　部長　白井　克佳
　　　　　　　 　 職員数 61 名

国際情報戦略部
　部長　久木留　毅
　　　　　　　 　 職員数 18 名

事務部
　部長　伊藤　貴之
　　　　　　　 　 職員数 58 名

国立スポーツ科学センター
　所長 　　久木留　毅
　副所長    石毛　勇介
　副所長    中嶋　耕平
　副所長    星川　雅子
　副所長　　和久　貴洋
　　　　　　　職員数　179 名

スポーツ科学研究部門
　部門長  星川　雅子
　　　　　　      職員数 53 名

スポーツ医学研究部門
　部門長  中嶋　耕平
　　　　　　　　  職員数 66 名ナショナルトレーニングセンター

　施設長　　　　久木留　毅　      

HPSC 所属の研究員等については、ウェブサイト
（https://www.jpnsport.go.jp/hpsc/）にて公開。
※職員数には部長含む。
※ハイパフォーマンススポーツセンター総職員数は併任を除く。
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（文責　HPSC 運営部運営調整課）



8　 Ⅲ　事業収支報告

Ⅲ 事業収支報告

科　　　　　　　　　　目 決　　算　　額

国立スポーツ科学センター運営収入
ナショナルトレーニングセンター運営収入
スポーツ及び健康教育普及事業収入

342,533
995,639
23,831

合　　　　　　　　　　計 1,362,003

科　　　　　　　　　　目 決　　算　　額

国立スポーツ科学センター運営費
ナショナルトレーニングセンター運営費
競技力向上事業費（戦略的強化）
スポーツ及び健康教育普及事業費

　2,209,324
2,152,769
1,170,908

160,379

合　　　　　　　　　　計 5,693,380

2025 年度　収入　（自己収入）

2025 年度　支出　

（単位 : 千円）

（単位 : 千円）

※自己収入と支出との差額分については、運営費交付金等が充当されている。

※支出の中には定員職員の人件費は含まれていない。

（文責　HPSC 運営部会計課）
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Ⅳ ハイパフォーマンススポーツセンター
施設の概要

　ハイパフォーマンススポーツセンター（以下「HPSC」という。）は、国立スポーツ科学センター、
味の素ナショナルトレーニングセンター、味の素フィールド西が丘、フットサルコート、テニス場、
戸田艇庫の管理運営を行っている。オリンピック競技とパラリンピック競技を一体的に捉え、スポー
ツ医・科学、情報等による研究、支援及び高度な科学的トレーニング環境を提供し、国内外のハイ
パフォーマンススポーツの強化に貢献している。

生化学実験室

バイオメカニクス実験室 風洞実験棟陸上競技実験場

体力科学実験室生理学実験室

1 国立スポーツ科学センター

　2001 年 10 月に開所した国立スポーツ科学センター（以下「JISS」
という。） では、スポーツ医・科学支援事業やスポーツ医・科学
研究事業、スポーツ診療事業等の各種事業を迅速かつ効果的に実
施するため、最先端の研究設備や医療機器が設置されている。ま
た、トップレベル競技者のためのトレーニング施設等、研究と実
践の場を有機的に結合した機能も有している。

（1）スポーツ科学研究部門関連施設

施　設　名 主な設備・機能等

生理学実験室 呼吸循環系機能評価、筋活動記録・評価等

温湿度実験室 温度 0 〜 40℃、湿度 10 〜 95％

気圧実験室 大気圧〜 533hPa

生化学実験室 筋肉、血液、唾液、尿を対象とした生化学的分析等

映像編集室 映像編集・エンコード等

体力科学実験室 有酸素性・無酸素性運動能力評価、筋力・筋パワー測定、大型トレッドミル（3m × 4m）

形態計測室 身体組成計測、三次元形態計測

陸上競技実験場 屋内 100m 走路、走幅跳・三段跳用ピット、投てきサークル、埋込型床反力計

バイオメカニクス実験室 自動追尾型三次元動作解析システム、等速性筋力測定装置

風洞実験棟 吹出口サイズ 2.5m × 3.0m、測定部長さ 8m、気流速度 5 ～ 35m/ 秒



施　設　名 主な設備・機能等

診察室 内科、整形外科、歯科、皮膚科、婦人科、心療内科、脳神経外科

臨床検査室 血液検査、尿検査、呼吸機能、心電図、運動負荷試験等各種臨床検査

薬剤室 調剤、服薬指導、薬剤チェック、ドーピング防止に関する相談

栄養相談室 食事内容の栄養評価、栄養相談・指導

カウンセリング室 心理カウンセリング

画像検査室 単純レントゲン、MRI、CT、骨密度測定

アスリートリハビリテーション室 運動療法、物理療法、水治療法等

コンディショニングスペース セミナーエリア、相談室、畳エリア

心理学実験室・カウンセリングルーム 脳波、心拍、筋電等の測定、メンタルトレーニングの技法等の指導

トレーニングジム　CORE マシン、フリーウェイト

ハイパフォーマンス・ジム
トレーニング動作計測システム（映像・フォースプレート・各種センサ）、上肢プライオメトリクス
マシン、クライミングウォール、トランポリン、酸素濃度制御システム（範囲 18.6 ～ 11.2%）

診察室 薬剤室 栄養相談室

アスリートリハビリテーション室

ハイパフォーマンス・ジムコンディショニングスペース

画像検査室

トレーニングジムCORE

（2）スポーツ医学研究部門関連施設

10　 Ⅳ　ハイパフォーマンススポーツセンター施設の概要 / 1　国立スポーツ科学センター
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施　設　名 主な設備・機能等

栄養指導食堂　レストラン「R3」 116 席

宿泊室

客室 73 室（洋室シングル 70 室、洋室ツイン 1 室、和室 2 室）、バリアフリー
対応浴室 2 室
※客室 73 室のうち、低酸素対応室 67 室（酸素濃度制御範囲 16.8 ～ 14.4%）、
バリアフリー対応室 15 室

特別会議室 29 席

スポーツ情報サービス室 パソコン（ビデオ編集・インターネット閲覧等）、プリンタ、CD/DVD デュ
プリケーター、スポーツ関連雑誌

研修室 A・B 57 名収容×1室（A）、42 名収容× 1 室（B）

喫茶室「New Spirit」 33 席（飲み物、軽食、売店）

J-Lounge ミーティングエリア

栄養指導食堂　レストラン「R3」 宿泊室 研修室 A・B

スポーツ情報サービス室 喫茶室「New Spirit」 J-Lounge

（3）サービス施設

施　設　名 主な設備・機能等

競泳プール 50 ｍ× 8 コース、水深は可動床により 0 ～ 2 ｍまで調整可能、水球競技にも対応

アーティスティックスイミングプール 30 ｍ× 25 ｍ、水深 3 ｍ、水中及び水上の音響設備

新体操・トランポリン 新体操：床面 2 面、トランポリン：8 台

競泳プール アーティスティックスイミングプール 新体操・トランポリン

（4）競技別専用練習場



2 味の素ナショナルトレーニングセンター

　味の素ナショナルトレーニングセンター（以下「味
の素 NTC」という。）は、2008 年の開所当時は、競
技別の専用練習場である「屋内トレーニングセン
ター・ウエスト（以下「ウエスト」という。）」「陸上
トレーニング場」「屋内テニスコート」及び宿泊施設
の「アスリートヴィレッジ」から構成されていたが、オ
リンピック競技とパラリンピック競技の更なる共同利
用化を図るために、2019 年 6 月末に「屋内トレーニ
ングセンター・イースト（以下「イースト」という。）」
が拡充・整備された。

（1）屋内トレーニングセンター・ウエスト

　2008 年 1 月 21 日に開所。2026 年 3 月現在は 9 競技の専用練習場があり、各練習場とも壁面等に
はハイビジョンカメラ等が設置され、併設のテクニカルルーム内の機器を用いて、映像分析を行う
ことが可能である。

階　層 施　設　名 主な設備・機能等

3 階

体操 男子 6 種目、女子 4 種目全ての体操種目の練習が可能

バレーボール コート 2 面、コートの素材には、長尺シートを使用

バドミントン コート 10 面、空調設備は、バドミントンのシャトルの軌道に影響が
ないように配慮

2 階

ハンドボール コート 2 面、コートの素材には、長尺シートを使用

バスケットボール コート 2 面、壁面ゴール 4 台設置

共用コート 2
オリンピック競技（ハンドボール、バスケットボール、バレーボール、
バドミントン）や、一部のパラリンピック競技の練習が可能、コー
トの素材には長尺シートを使用

1 階

柔道場 6 面分、833 畳、肋木及びクライミングロープを設置

研修室 大小合わせて合計 7 室、プロジェクター、音響設備
※同時通訳機器（有料）を利用可能（最大 4ch、受信機 350 機）

共用コート 1 競技を問わず多目的な使用が可能

地下 1 階

ボクシング 常設リング 1 台（仮設リングの増設も可能）、パンチングボール、サ
ンドバッグ等を設置

ウエイトリフティング 競技プラットフォームが 1 面、練習用のプラットフォームが 13 面設
置、フォースプレート（床反力計）を 4 枚設置

レスリング
レスリングマット 6 面設置、壁面及び天井のハイビジョンカメラ等
と、併設のテクニカルルーム内の機器により、映像分析が可能、肋木、
クライミングロープ、鉄棒を設置

トレーニングジム WEST 各種トレーニングマシンを設置、専門スタッフが常駐

25 ｍプール 4 コース、水深 1.3 ｍ、ジャグジーと人工炭酸泉浴槽を併設（リラッ
クス、リハビリテーションを目的）

各階 アスリートラウンジ リラックススペース、異種競技間での交流・情報交換が可能、製氷機、
自動販売機等設置

12　 Ⅳ　ハイパフォーマンススポーツセンター施設の概要 / 2　味の素ナショナルトレーニングセンター
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バレーボール

バスケットボール

小研修室

レスリング

25m プール

体操

ハンドボール

柔道場

ウエイトリフティング

トレーニングジムWEST

バドミントン

共用コート 2

大研修室

ボクシング

アスリートラウンジ



（2）屋内トレーニングセンター・イースト

　2019 年 6 月末に竣工。オリンピック競技とパラリン
ピック競技の共同利用を踏まえたユニバーサルデザイ
ンに考慮した設計となっている。
　アスリートは 5 つの専用練習場や共用コートでのト
レーニングに加え、食事、宿泊及びリカバリーを同一
の建物内で行うことができる。

階　層 施　設　名 主な設備・機能等

6,4,2 階 見学コース 高さ体感展示、スポーツ医・科学に関する展示等

5 階

アーチェリー

屋内・屋外射場両方から 70 ｍの射長を確保し、標的 12・最大 36 人が
並んで練習可能、夜間照明設備を有し、屋内射場のガラス戸を開放す
ることで、夜間や降雨時にも練習可能、また、屋外射場には横風を発
生させる設備を設置

トレーニングジム EAST
パラアスリートの利用にも対応した各種マシンをはじめ、クライミン
グウォール、フリーウェイトエリア、6 階ランニングコースとそれに
続く巨大なスロープを設置

卓球
最大 28 面程度設置可能、電動間仕切にて全体を 3 つのエリアに分割
可能、壁面の 200 インチプロジェクタースクリーンにハイビジョン
カメラで撮影した競技映像を映し出すことが可能

4 階

診察室・トレーナールーム トレーナーによる施術が可能	

スポーツクリニック EAST 眼科、リハビリテーション科、心療内科、心理カウンセリング、特別
外来

ドーピングコントロール室 個室 1 部屋

3 階
フェンシング 30 ピスト設置、電動間仕切にて 3 エリアに分割可能、ピスト、リー

ル等を床埋込式とし、フラットな床面を実現

リカバリーエリア 交代浴、クライオセラピーを設置、チーム（複数人）での利用も可能

2 階
会議室 3 室　（定員各 30 席規模）※3 室を一体として利用可能

ミーティングルーム 6 室（定員各 12 ～ 16 席規模）※2 室を一体として利用可能

1 階

水泳
50 ｍ× 10 レーン、水深 3 ｍ、流水プール（埋込）、人工炭酸泉設備
を併設、地下ピットの観察窓と水泳場内のカメラから水中動作の映像
を収録可能

共用コート（A,B,C,D）

パラリンピック競技（車いすバスケットボール、シッティングバレー
ボール、ボッチャ、ゴールボール、パワーリフティング、車いすラグ
ビー等）や、一部のオリンピック競技の練習が可能、A、B は約 42m
× 23m、C、D は電動間仕切りを収納し約 44m × 48m の大空間とし
て利用可能

レストラン
車いす利用にも対応したテーブルを設置、レストランR³やSAKURA 
Dining 同様、競技者栄養評価システム（mellonⅡ）が利用可能、
全 96 席

14　 Ⅳ　ハイパフォーマンススポーツセンター施設の概要 / 2　味の素ナショナルトレーニングセンター
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階　層 施　設　名 主な設備・機能等

地下１階 射撃 25m/50m 射場は 15 射座、10m 射場には 25 射座を備え、最新の電子
標的システムを使用

2 ～ 5 階 アスリートラウンジ リラックススペース、異種競技間での交流・情報交換が可能、自動販
売機等設置

2 ～ 4 階 宿泊室 シングル・ツイン・コネクト・和室、143 名の宿泊が可能

2 階 託児室 未就学児対象、受入人数 3 名まで

トレーニングジムEAST

卓球

水泳

フェンシング

共用コート

射撃

アーチェリー

交代浴

レストラン



（3）アスリートヴィレッジ

（4）陸上トレーニング場

　ナショナルチームの様々な合宿形態に合わせ、シ
ングルルーム、ツインルーム、和室のほか、チーム
単位での宿泊も可能なマンションタイプ（リビング
を中心に、シングルルーム、トリプルルーム、シャワー
ルーム等で構成）などの宿泊室を有しており、448 名
の人員が宿泊可能。
　宿泊室のほか、大浴場（勝湯）や食堂（SAKURA 
Dining）、託児室も併設されている。

　屋根付きの全天候型 400m トラック（6 コース）。トラックには照明設備付の屋根があり、夜間、
雨天時の練習にも対応している。トラックの内側には、天然芝で、跳躍、投てき各種目の練習施設
のほか、砂場走路、さらに外周にはインラインスケート・スキー走路等が整備され、様々な競技の
トレーニングに対応可能である。

食堂　SAKURA Dining宿泊室　洋室

屋根付きトラック 全体

大浴場　勝湯
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（5）屋内テニスコート

　全米オープンテニス会場と同様のハードコート 2 面、全仏オープンテニス会場（ローランギャロ
ス）と同様のレッドクレイコート 2 面の計 4 面を備えている。高所からの指導や映像分析のための
キャットウォークも設置され、天井のハイビジョンカメラ等と、併設のテクニカルルーム内の機器
を用い、映像分析を行うことができる。また、環境への配慮から、外壁面緑化も施されている。

ハードコート レッドクレイコート



（1）味の素フィールド西が丘

（2）フットサルコート

　1972 年、国立西が丘競技場は、サッカー専用
競技場として建設された。国際試合、天皇杯予
選、全日本大学選手権、関東大学リーグ、全日
本女子選手権、全国高校選手権などに幅広く利
用されている。2012 年に、ネーミングライツを
導入し、施設名が「味の素フィールド西が丘」
となっている。

18　 Ⅳ　ハイパフォーマンススポーツセンター施設の概要 / 3   その他施設

3 その他施設

建築面積 1,186.65m²( スタンド面積 3,460m²)

延べ面積 997.17m²

芝生面積 10,614m²( サッカーコート 105m × 68m) 
夏芝：ティフトン、冬芝：ペレニアルライグラスで通年緑化を実施。

収容人員 個席 =5,073 立見席 =2,180 障害者席 =5 
合計収容人員 =7,258 人 夜間照明 : 約 1,500 ルクス

その他 大会主催者の控え室として利用される大会本部室、選手更衣室 4 室、飲食売店（A ゲート）を設置。

　会員登録を行った団体が利用可能。会員登録
は年度更新である。

芝生面積 1,080m²（フットサルコート 15 ｍ×
25 ｍ）

コート数 全天候型人工芝 2 面（A,B）

更衣室 ロッカー男女各 24 台、シャワー 2 室。

その他 夜間照明：約 330 ルクス
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（3）屋外テニスコート

（4）戸田艇庫

年度ごとに年間利用者の募集を行い、年間利用の申込をされた一般利用者が利用可能である。

戸田ボートコース（埼玉県戸田市）付近において艇庫及び合宿施設を運営し、トップアスリート、
大学・高校生、その他のボート競技者に利用されている。

コート数 砂入り人工芝 8 面

ロッカールーム ロッカー男女各 54 台、シャワー 1F 男女各 6 室、2F 男女各 2 室

建築面積等
2,099m2 （ 延べ 3,954m2 ） 
鉄骨造　二階建

艇格納数 200 艇程度

合宿室 19 室

宿泊定員 240 人

（文責　HPSC 運営部施設管理課）

艇庫前 艇庫内 合宿施設 食堂

屋外テニスコート クラブハウス



１．開催概要
　ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンスは、
HPSCとして日本のハイパフォーマンススポーツに
おける競技力向上及びそれに寄与する取組を推進す
ることを目的に、2017年度から実施している。
　第 9 回目となる 2025年度は、会場開催で行い、2 日
目のシンポジウムはオンデマンド配信を実施した。

会場開催
日 時：2025 年 12 月 10 日（水）・11 日（木）
会 場：味の素 NTC・ウエスト 1 階大研修室、研修
　　　　室 1 ～ 4、JISS 陸上競技実験場
テーマ : ハイパフォーマンススポーツ研究に基づく
　　　　支援のメソッド化に向けて
オンデマンド配信
日　　時：2025 年 12 月 24 日（水）から
　　　　2026 年 1 月 30 日（金）まで

2．実施内容
（1）オープニングセッション　
　『強化戦略プラン×スポーツ医・科学』
　各中央競技団体（以下「NF」という。）と HPSC
医・科学サポートの連携による競技力強化の在り方
について、NF のハイパフォーマンスディレクターも

参加する中、議論が行われた。HPSC には、競技現場
のニーズを的確に把握し、限られたリソースを有効
に活用する支援体制の構築が求められ、HPSCが提
唱する「トータルコンディショニング」の考え方が
今後の支援と研究の鍵となる展望が示された。

（2）セッション A
　『ハイパフォーマンスディレクターと考える　
　アスリート育成パスウェイの構築・活用』
　日本版 FTEM（Foundation・Talent・Elite・
Mastery）モデルに基づく「アスリート育成パスウェ
イ」の構築と活用について、2 つの競技団体による
実践事例を紹介した。
　発掘から育成、強化、そして世界で勝ち続けるた
めの長期的な視点が共有され、競技特性に応じた柔
軟なアプローチの重要性が語られた。

（3）セッション B　
　『ハイパフォーマンスディレクターと考える　 
　競技団体による「女性アスリート支援」』
　「女性アスリート支援の現状と課題」をテーマに､
HPSC 及び競技団体の各視点から多角的な発表が行
われた。
　多様な立場からの声が交わされる中で、支援の質
を高めるための連携と継続的な対話の重要性が改め
て確認された。

（4）セッション C　
　『ハイパフォーマンスディレクターのための HPSC
　リカバリー機能見学ツアー』
　主に NFのハイパフォーマンスディレクターを対
象に、HPSCのリカバリー関連施設の見学ツアーを
開催した。
　疲労回復に関わるリカバリーの概念や競技現場で
の主な課題、科学的根拠に基づくリカバリー戦略に
ついて解説し、トータルコンディショニング支援の
一環としてリカバリーを位置づける重要性が示された。

（5）セッション D　
　『国際競技力向上に資する研究開発 
　～先端的スポーツ医・科学研究推進事業における
　大学の取組～』
　スポーツ庁「先端的スポーツ医・科学研究推進事
業」を受託している順天堂大学・立命館大学・筑波
大学（受託 3 大学）の取組について、各大学からの
発表を行った。

Ⅴ 事業報告

1 ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンス 2025 の開催

写真 1　会場の様子

写真 2　オンデマンド配信（視聴画面）
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　また、カンファレンス前日には、受託 3 大学の学
生や若手研究者を対象とした、ワークショップと
プレセミナーを開催した。

（6）シンポジウム①　
　『トータルコンディショニングのための知見共有
　「ハイパフォーマンススポーツ×宇宙」』
　有人宇宙活動とハイパフォーマンススポーツに
おける多職種連携やトータルコンディショニングに
関係する研究成果、実践例等を共有し、今後の連携
可能性や相互補完できる知見について、探索・検討
された。
　また、パネルディスカッションでは、「スポーツ
×宇宙」という分野横断の協働がもたらす未来像や
可能性について活発な議論が行われた。

（7）シンポジウム②
　『トータルコンディショニングのための知見共有
　「ハイパフォーマンススポーツ×ハイパフォーマ
　ンススポーツ」』
　HPSC が提唱する「トータルコンディショニング」
を共通概念とし、ラグビー・自転車・パラ陸上にお
ける競技特性に応じたトータルコンディショニング
の取組について共有された。
　各競技における取組の紹介とパネルディスカッ
ションを通じて、短期・中期・長期の計画の基、シ
ステム化された支援による戦略的なコンディショニ
ングの重要性が示された。

3. 運営等
　会場開催2日間で365名（延べ人数、招待者を含む。）
が参加し、一部のセッションにおいては同時通訳を
行った。
　サブ会場では、協賛社・HPSC 事業紹介ブースや
ミニセミナーをはじめ、HPSC 支援・研究アワード
受賞者や HPSCの研究員、HPSCと連携している大学
の教員及び学生らによる多様なポスター発表（40 演
題）を実施した。

　また、今回のカンファレンス初の取組として、書
籍販売スペースを設け、HPSC/JISS が発刊する
5 種類の書籍（①フィットネスチェックハンドブック、
②スポーツ栄養学、③アスリートのためのトータル
コンディショニングガイドライン、④アスリート支

援ハンドブック、⑤メディカルチェックハンドブック）
をカンファレンス会場内で販売した。
　会場開催後は、HPSCウェブサイトで 2 日目の
シンポジウムのオンデマンド配信を行い、計 1,509 回
視聴された。

4. 広報・協賛・後援等
　広報については、2025 年 7 月の特設ウェブサイト
の公開からオンデマンド配信終了まで、HPSC の X
による情報発信を計 16 回実施。会場開催時には独
立行政法人日本スポーツ振興センター（以下「JSC」
という。）JSC 各部署（スポーツ振興事業部、スポーツ・
インテグリティ・ユニット）と連携し、各種刊行物
の配布を行った。また、会場及びオンデマンド配信
ではスポーツくじの CM 動画やスポーツ・インテグ
リティに関する PR 動画を放映・配信した。
　企業協賛については、計5社獲得することができた。
主な協賛特典として、本カンファレンスのウェブサ
イトへの企業名表記やリンクバナーの設置、オンデ
マンド配信時の企業ロゴマークの表示等を行った。
　後援については、2024年度同様4団体（スポーツ庁、
公益財団法人日本オリンピック委員会（以下「JOC」
という。）、公益財団法人日本パラスポーツ協会日本
パラリンピック委員会（以下「JPC」という。）及び
公益財団法人日本スポーツ協会（以下「JSPO」という。））
から受けた。

5. まとめ
　会場開催参加者を対象とした事後アンケートで
は、「興味深い最新研究や知見が多かった」などの
声があり、回答者の 98% がカンファレンスの内容に

「満足」・「やや満足」と回答。参加者にとって有用な
情報を幅広く共有する機会となったと考えられる。
　また、サブ会場では、登壇者や HPSC スタッフと
参加者による意見交換が活発に行われ、相互交流の
場となった。
　今後も、HPSC ならではの情報発信を継続し、日
本の国際競技力向上に寄与するカンファレンスとな
るよう努めていく。

（文責　連携・協働推進部産学協働推進課）

写真 3　サブ会場の様子



1．事業概要
　本事業は、JSC、JOC 及び JPC で構成され HPSC
に設置される「協働チーム」が、オリンピック・パラ
リンピック競技のNFの策定する直近及び 2 大会先
のオリンピック・パラリンピック競技大会に向け
た中長期の強化戦略プランの実効化を支援する
ことにより、持続可能な国際競技力の向上に資す
ることを目的とする。
　協働チームは組織間の連携を図りながら、NF
における強化戦略プランの PDCA サイクルの各
段階で、NF の取組状況に応じて競技横断的に知
見を共有し、多面的な支援を行っている。

2．実施内容
（1） 強化戦略プランの策定支援と NF との対話
　NF において策定する強化戦略プランについ
て、夏季 NF はロサンゼルス 2028 大会やブリス
ベン 2032 大会、冬季 NF はミラノ・コルティナ
2026 大会やフランスアルプス 2030 大会に向けた
プランの策定（更新）を支援した。
　また、NF のハイパフォーマンスディレクター

（HPD）をはじめとする強化責任者を中心とした
関係者との対話を通じて、強化戦略プランに基づ
く強化活動の進捗状況の確認等を行った。
　HPSC や NF の強化現場を中心に、年間を通じ
て NF との対話機会を創出し、本活動を通じて得
られた情報を後述する協働チームによるコンサル
テーション等に活用した。

（2） 協働チームによるコンサルテーションの実施
　夏季及び冬季 NF と協働チームの間で、NF に
おける強化戦略プランの実行状況に関する確認や
意見交換等を行うための会議（協働コンサルテー
ション）を 101 競技・種別に対して実施した。
　本会議では、各 NF がオリンピックやパラリン
ピック競技大会に向けて設定する中長期の目標達
成に向けたマイルストーンの達成状況や、戦略の
進捗状況等を確認している。また、NF の強化責
任者等との日常的な対話を通じて得られた情報や
近年における各競技種目の国際競技力に係る情報
等も活用し、強化戦略プランに記載された目標を
達成するための課題の明確化や、課題解決につな
がる情報提供を行っている。

　2025 年度は、夏季 NF について、ロサンゼルス
2028 大会以降を見据えた戦略の進捗状況等を
確認するとともに、冬季 NF について、ミラノ・
コルティナ 2026 大会の直前期における戦略の進
捗状況等の確認を行った。

（3） 協働チームの取組の振り返りや支援活動の改善
　2024 年度に、パリ 2024 大会の結果等を踏まえ、
リオ 2016 大会以降実施してきた協働チームの取
組の振り返りを行い、NF における強化戦略プラ
ンの計画性及び実効性の向上が図られていること
を確認した。加えて、この取組の更なる充実を図
るため、NF の活動内容や課題等をより把握しや
すいよう強化戦略プランのフォーマットを改訂
し、2025 年度の夏季 NF から新フォーマットに
移行した。
　2025 年度は、夏季 NF に対し、新フォーマット
とあわせて導入したモニタリングシートを活用
した強化活動のモニタリングの支援を行うとと
もに、冬季 NF については、フランスアルプス
2030 大会及びユタ 2034 大会に向けた新たな強化
戦略プランの策定を支援した。

（4） NFにおける強化戦略プランのPDCAサイクル
の確立に向けて
　2025 年度より、NF における強化戦略プランの
PDCA サイクルの確立をより一層促進するため、
強化戦略プランの項目ごとの評価結果及び協働コ
ンサルテーションにおける協働チームの所感等を
明示し、HPD をはじめとした NF の強化責任者
等に伝える取組を実施した。
　今後も引き続き、協働コンサルテーションの実
施等を通じて、NF の中長期での強化戦略プラン
における目標達成のための課題の明確化や、課題
解決のための情報提供等の支援を行うことにより、
戦略的な選手の発掘・育成・強化の取組を推進し、
持続可能な国際競技力向上への貢献を目指す。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部戦略課）

2 中央競技団体の中長期強化戦略実効化支援
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図　協働チームによる NF の中長期強化戦略を支援する枠組み

写真　協働チームによるコンサルテーション
直近及び 2 大会先のオリンピック・パラリンピック競技大会を見据えて

協働チームによる中長期の取組
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グラムの整理・調整を行った。

（2） 地域タレント発掘・育成事業との連携
　JSC は、地方公共団体等が実施する地域タレント
発掘・育成（TID）事業や競技団体等との連携・協働
のプラットフォームとしてワールドクラス・パス
ウェイ・ネットワーク（WPN)を設置し、2026 年 3 月
時点で 49 地域 52 事業が加入している。
　WPN 加入地域に対しては、HPSC で実施してい
る事業や他地域の活動等に関する情報共有の一環と
して WPN ニュースをメール配信（15 投稿）して
いるほか、オンラインも活用して 5 月に新任者向け
事業説明会（30 地域・52 名参加）、6 月に連絡会議

（35 地域・87 名参加）、12 月に連携会議（40 地域・
88 名参加）を開催した。12 月 4、5 日に開催した連
携会議では、1 日目は「地域と NF との連携から考
えるアスリート育成パスウェイ」をテーマに福岡県、
岐阜県、NF（ホッケー）のキーパーソンによるトーク
セッションを通じて、双方の立場における発掘・育
成の好事例や発掘・育成が一貫した取組となってい
る事例を共有するとともに、ワークにより、今後の
連携の在り方を探った。2 日目は「女性アスリート
育成パスウェイにおけるトータルコンディショニン
グを考える」をテーマに研究報告や地域間での情報
交換を行った。また、随時、個別の相談等（16 件）
にも対応した。

（3） データを活用した発掘システムの構築
　アスリートの体力測定や競技成績に関するデー
タを、アスリート育成パスウェイの軌跡として集
約・活用するためのプラットフォームとして構築し
た「アスリートパスウェイシステム（APS）」が、
NF によるアスリートの発掘に活用された。また、
WPN 加入地域向けに所属スポーツタレントへの説
明会を実施し、APS の認知度向上に努めた。APS
登録アカウント数は、地域 TID 事業 26 団体 59 人、
NF27団体44競技・種別78名、アスリート4,208人（オ
リンピック競技 4,137 人、パラリンピック競技 71 人）

（2026 年 3 月 31 日時点）となった。

3 アスリート育成パスウェイの構築支援

写真 1　WPN 連携会議の様子

1．概要
　本事業は、NF 等が行うアスリートの発掘・育
成・強化の取組が持続可能なシステムとなり、世
界で活躍するアスリートが継続的に輩出されるよ
う、JOC、JPC、JSPO 等と連携し、競技別パス
ウェイモデルの策定支援及び各競技団体の現状把
握や課題解決に資するプログラムの提供等の支援
を行っている。

2. 実施内容
（1） エビデンスに基づく競技別パスウェイモデル
構築の支援
①競技別パスウェイモデルの策定支援

　第 3 期スポーツ基本計画に則り、スポーツとアス
リート育成の包括的な枠組み「日本版 FTEM」（図）
を活用した各 NF が発掘から育成・強化までを一貫
して行うアスリート育成パスウェイの構築支援を
行った。特に 2025 年度は「アスリート育成パスウェ
イの構築・活用のためのワークショップ」を年 7 回
開催し、22 競技・種別（オリンピック競技 16 競
技・種別、パラリンピック競技 6 競技・種別）延べ
238 名が参加した。各 NF は NF におけるパスウェ
イの現状を把握するためのツール「パスウェイヘル
スチェック」を実施し、各競技・種別の課題を明確
にした上でワークショップに臨んだ。また、ワーク
ショップに参加した 6 競技・種別（オリンピック競
技 5 競技・種別、パラリンピック競技 1 競技・種別）
により、「パスウェイマップ（コーチ・関係者向け）」
が構築された。今後もより多くの NF への概念の普
及と競技別パスウェイモデルの構築を目指す。

②パスウェイ教育プログラムの推進
　パスウェイ教育プログラムは、スポーツタレント
に対し、「アスリートライフスタイル」について考え、
学ぶ機会を提供するものである。2025 年度は、8 地
域及び１NF で 562 名に対してプログラムを提供し
た。また、アスリートライフスタイルプログラムを
HPSC が有する知見をパッケージ化した「HPSC パッ
ケージ」として再構成するため、外部有識者（4 名）
より、内容や提供方法について意見を聴取し、プロ

図　スポーツとアスリート育成の枠組み「日本版 FTEM」



（4） ジャパン・ライジング・スター・プロジェクト　
（J-STAR プロジェクト）
　本プロジェクトは全国規模のタレント発掘・検証
を実施するプロジェクトで、2017 年度から 2020 年度
まで JSPO に委託し、スポーツ庁、JOC、公益財団
法人日本パラスポーツ協会（以下「JPSA」という。）、
JPC、NF 及び地方公共団体等と連携して実施して
きた。2021 年度から、オリンピック競技は JSC が、
パラリンピック競技は JSC から JPSA に委託をして
実施している。
　2025 年度は、オリンピック競技については委託し
た 8 競技・種別が APS を活用し、スポーツタレン
ト候補が居住する地域指導者と連携しながら発掘プ
ログラムを実施した。APS 登録アスリートのうち、
J-STAR プロジェクトスカウト対象期間に NF から
のスカウトを希望した者から NF によるデータ選考
を経て延べ 100 名が発掘プログラムに参加した。最
終的には 8 競技・種別 46 名が今後 NF による育成
プログラムによって育成されていくこととなった。
　パラリンピック競技（9 期）については夏冬パラ
リンピック実施 27 競技を対象に、全国 8 会場で基
礎測定会を実施した。エントリー総数は 219 名だっ
た。基礎測定会で選出されたスポーツタレント候補
のうち延べ 81 名が専門測定を含む検証プログラム
に参加しており、最終的には 14 競技・種別で延べ
27 名が今後 NF による育成プログラムによって育成
されていくこととなった。
　ミラノ・コルティナ 2026 パラリンピックには、
J-STAR プロジェクトで発掘されたアスリート 8 名

（クロスカントリースキー、アイスホッケー）が出
場した。

　

（5） 課題解決型プログラムによるアスリート育成パ
スウェイ構築への支援
　持続可能な競技力の向上には、アスリートの発掘・
育成・強化の取組のシステム化・プログラム化に向
けたアスリート育成パスウェイの構築が欠かせな
い。このため、2023 年度から「課題解決型アスリー
ト育成パスウェイ構築支援プログラム」を実施し、
これまで各段階で個別に実施してきた戦略的強化を
一体的なプログラム構造で取り組んだ。
　2025 年度も引き続き、メダルポテンシャルスポー
ツ育成のための持続可能なシステム構築支援（シス
テム構築）に 3 競技・種別、地方公共団体と連携し

た育成環境の整備（環境整備）に 1 競技・種別を対
象に事業を委託した（表 1）。

　　スノーボード・ハーフパイプにおいて、本事業の
対象選手がミラノ・コルティナ 2026 オリンピック
に出場し、男子で銅メダルを獲得、女子では 4 位及
び 5 位に入賞した。スキークロスでは、国内常設拠
点と専門コーチ・スタッフの体制が確立され、スケ
ルトンでは、タレントからエリートへの移行システ
ム概要書が作成された。今後も育成のための持続可
能なシステムとして活用されることが期待される。
　また、2025 年度から新たに ELITE PATH（エリー
ト・パス）～育成から強化に繋ぐプロジェクト～に
7 競技・種別、TALENT PATH（タレント・パス）
～発掘後から育成に繋ぐプロジェクト～に 3 競技・
種目を対象に事業を委託した（表 2）。

　

　エリート・パスでは、強化戦略プランの 8 年プラ
ンのターゲットアスリート（TA）相当の有望アス
リートを 4 年プランの TA へ引き上げることを目指
し、スポーツ医・科学、情報等の活用や海外派遣等
を通じて集中的な育成・強化を実施できるプログラ
ムの開発を進めた。タレント・パスでは、地域にお
ける将来有望なアスリートを 8 年プランの TA へ引
き上げることを目指し、地域資源を活用し地域に適
した育成プログラムの開発を進めた。

（6）地方公共団体が行うパラアスリートの発掘事業
の立ち上げ等の支援
　地域におけるパラアスリートの発掘を支援するた
め、福岡県に委託してパラアスリート発掘・育成の
取組推進事業を実施し、地方公共団体による新たな
パラアスリート発掘の仕組みづくりに取り組んだ。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部開発課）
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表 1　課題解決型プログラム対象競技一覧【冬季競技】

表 2　課題解決型プログラム対象競技一覧【夏季競技】

システム構築 （3）

　【オリンピック競技（3）】
　スキークロス、スケルトン、スノーボード・ハーフパイプ　

環境整備 （1）

　【オリンピック競技（1）】
エアリアル

ELITE PATH（エリート・パス）（3）

　【オリンピック競技（4）】
　スポーツクライミング、テニス、水泳（競泳）、陸上競技
【パラリンピック競技 （3）】
パラトライアスロン、パラ水泳（身体）、車いすバスケッ
トボール　

TALENT PATH（タレント・パス）（7）

　【オリンピック競技（1）】
トライアスロン

【パラリンピック競技 （2）】
パラ陸上競技（身体・知的）、ボッチャ

写真 2　発掘プログラム（自転車）の様子



1．事業概要
　2018 ～ 2022 年度の 5 年間で実施してきた「ハ
イパフォーマンススポーツセンターネットワーク
の構築」事業においては、競技力向上事業の一環
として、NF 等が実施するアスリートの発掘・育成・
強化活動を、競技団体が必要とする場所・タイミ
ングで包括的に支援するため、国内にある地域の
スポーツ医・科学センター、大学、NTC 競技別
強化拠点等のネットワーク化とこれを推進する人
材の育成を進めた。
　2023 ～ 2027 年度の 5 年間の実施予定として新
たに開始した「ハイパフォーマンススポーツセン
ターネットワークを通じた医・科学、情報サポー
トの展開」事業では、2022 年度までに構築してき
た HPSC ネットワークを基盤として、HPSC が
行ってきたスポーツ医・科学、情報サポートの事
例や知見をパッケージ化した「HPSC パッケージ」
を全国に展開し、地域におけるトップアスリート
のサポート環境の整備とサポート・スペシャリス
トの養成を促進することで、質の高いサポートが
全国各地でシームレスに実施されるような環境の
構築を目的としている。

2．実施内容
（1）連携機関指定等による地域でのサポート環境
の整備
　HPSC では、全国各地の大学、スポーツ医・科
学センター等を対象に、一定の要件を満たす機関
について、「連携機関（アスリート支援）」として
指定を進めている。
　連携機関（アスリート支援：体力測定）には、
①形態、②身体組成、③筋力、④有酸素性能力、
の 4 つの測定項目を設けており、測定項目ごとに、
HPSC とのデータ共有が可能な測定機器を定めて
いる。連携機関（アスリート支援：体力測定）と
して指定を受けるためには、測定機器の保有とと
もに、アスリートを対象とした測定実績や、測定
マニュアルの整備など、HPSC が定める一定の要
件を満たす必要がある。
　また、連携機関（アスリート支援：FAAB）は、
スポーツ外傷・障害予防のための姿勢チェック

（FAAB）を実施できる機関のことで、指定を受
けるためには、測定機器の保有など、HPSC が定
める一定の要件を満たす必要がある。
　2025 年度は、新たに 3 機関を連携機関（アスリー
ト支援）として指定した。加えて、既に連携機関

（アスリート支援：体力測定）として指定済みで
あった 1 機関に対し、連携機関（アスリート支援：
FAAB）の追加指定を行った。また、連携機関（ア
スリート支援）の指定に関心を持つ大学、スポー
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ツ医・科学センター等の機関に対し、新規指定に
向けた情報提供・意見交換等の連携活動を進めた。
　スポーツ庁委託事業「地域におけるスポーツ
医・科学サポート体制構築事業」において設立さ
れた 5 地域のスポーツ医・科学コンソーシアムと
の関係においては、引き続き定期的な情報交換、
HPSC 施設の視察対応、構成団体への往訪といっ
た連携活動を進めた。
　表 1 は、2026 年 3 月時点での HPSC ネットワー
ク連携機関（アスリート支援）の一覧で、連携機
関（アスリート支援：体力測定）は合計 20 機関、
連携機関（アスリート支援：FAAB）は 13 機関
となっている。

（2）HPSCパッケージの開発・研修プログラムの実施
　2025年度も引き続き、HPSC パッケージの開発
を進め、新たにストレングス & コンディショニング

（S&C）分野の HPSC パッケージが追加されるに
至った。また、既存の HPSC パッケージにおいて
は、継続的に情報の更新を行った。HPSC パッケー
ジは、HPSC が実施する研修プログラムを修了し
た外部のサポート・スペシャリストにより、各地
の競技現場で活動する NF、PF、各地域の TID
事業参加者等に対して、講習会等の支援・サポー
トに活用された。
　表 2 は、2026年3月時点での HPSC パッケージ
の一覧で、2025年度には 3 件のHPSC パッケージを
新たに開発し、合計 6 分野 17 件となった。

表 1　連携機関（アスリート支援）一覧（2026 年 3 月時点）

No. 連携機関（アスリート支援）機関名 体力
測定 FAAB

1 北海道立総合体育センター北海きたえーる ○ ○※
2 北翔大学 ○ ○
3 青森県スポーツ科学センター ○
4 とちぎスポーツ医科学センター ○
5 千葉県総合スポーツセンター ○ ○
6 国際武道大学 ○
7 帝京大学スポーツ医科学センター ○
8 横浜市スポーツ医科学センター ○
9 山梨学院大学スポーツ科学部 ○
10 新潟医療福祉大学 ○
11 新潟リハビリテーション病院 ○
12 新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター ○ ○
13 富山県総合体育センター ○ ○
14 びわこ成蹊スポーツ大学 ○ ○
15 立命館大学スポーツ健康科学部 ○ ○
16 京都トレーニングセンター ○ ○
17 大阪体育大学 ○

18 公立大学法人和歌山県立医科大学
みらい医療推進センターげんき開発研究所 ○ ○

19 高知県スポーツ科学センター ○
20 福岡県立スポーツ科学情報センター ○※
21 西九州大学スポーツ健康科学センター ○※ ○※
22 宮崎大学医学部 スポーツメディカルセンター ○※ ○※

4 地域・大学等との連携・協働

（１）HPSC ネットワークを通じた医・科学、情報サポートの展開事業

※ 2025 年度に指定を行った機関



　

　

　また、表 3 は、各 HPSC パッケージの研修プロ
グラム修了者（サポート・スペシャリスト）数の
一覧である。

（3）研究分野の外部連携　
　連携・協働推進部にリサーチアドミニストレー
ターを配置し、研究戦略支援（HPSC の研究に
係る調査や分析、整理等）、研究推進支援（外部
機関に向けた窓口、共同研究に係る調整・実績
管理や研究に有用な情報収集等）、研修企画支援

（HPSC における研修やセミナーに係る調整）、研
究広報等（研究成果の発信に係る調整等）を担当
し、HPSC における研究活動の効率化や外部機関
との連携促進を図った。
　また、2022 年度から 5 年間の予定でスポーツ
庁が実施している「先端的スポーツ医・科学研究
推進事業」において採択された 3 大学との、研究
情報の交換や、人事交流をはじめとした若手研究
者育成プログラムに関する HPSC との連携を促
進するため、リサーチアドミニストレーターが各
大学との調整を実施した。
　ほかに、研究機関や民間企業等からの技術提案
や製品紹介について、リサーチアドミニストレー
ターが窓口となり、企業連携の観点やフローを整
理した上で、HPSC の研究者等との連携・調整を
進めた。
　リサーチアドミニストレーター自身の活動とし
ては、一般社団法人リサーチ・アドミニストレー
ション協議会年次大会や各種研修等に参加し、大
学リサーチアドミニストレーター（URA）の業務に
関する情報や知識を習得して、1 名が認定 URA
の資格を取得した。また、他機関の URA とコミュ
ニケーションを図り、大学等研究機関の URA の
取組事例について情報収集を行うとともに、産学
連携や研究支援に関する情報を共有する仕組み

（ポータルサイト）を整備して、HPSC 内の還元
に努めた。

（文責　HPSC ネットワーク事業・企画 WG）
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写真 1　オンラインでの栄養分野研修プログラムの様子

No. 分野 HPSC パッケージ名
1 体力測定 JISS フィットネスチェック
2

栄養

アスリートのための食事の基本
3 アスリートのための水分摂取・脱水対策
4 アスリートのための貧血予防
5 アスリートのための食事の基本ジュニア版
6 アスリートのためのウエイトコントロール
7 アスリートのための遠征時の食事
8 アスリートのための試合期の食事
9

心理

チームビルディング

10 アスリートのためのメンタルトレーニング
基礎編（メンタルトレーニング技法の獲得）

11 アスリートのためのメンタルトレーニング
応用編（メンタルトレーニング技法の活用法）

12
映像・

情報技術

映像サポートの基礎 ※
13 JISS Air
14 JISS strobo
15 姿勢評価 姿勢チェック（FAAB）
16

S&C
トレーニングの基礎 ※

17 ストレングス＆コンディショニングに必要
な情報の整理と活用 ※

No. HPSC パッケージ名 人数
1 JISS フィットネスチェック 42 名
2 アスリートのための食事の基本 99 名
3 アスリートのための水分摂取・脱水対策 96 名
4 アスリートのための貧血予防 96 名
5 アスリートのための食事の基本ジュニア版 97 名
6 アスリートのためのウエイトコントロール 95 名
7 アスリートのための遠征時の食事 94 名
8 アスリートのための試合期の食事 90 名
9 チームビルディング 49 名

10 アスリートのためのメンタルトレーニング
基礎編（メンタルトレーニング技法の獲得） 41 名

11 アスリートのためのメンタルトレーニング
応用編（メンタルトレーニング技法の活用法） 30 名

12 映像サポートの基礎 46 名
13 JISS Air 137 名
14 JISS strobo 66 名
15 姿勢チェック（FAAB） 60 名
16 トレーニングの基礎 13 名

17 ストレングス＆コンディショニングに必要な
情報の整理と活用 13 名

表 2　HPSC パッケージ一覧（2026 年 3 月時点）

写真 2　連携機関・とちぎスポーツ医科学センターでの
　　　　S&C 分野研修プログラムの様子

表 3　HPSC 外部のサポート・スペシャリスト数一覧
　　　（2026 年 3 月時点）

※ 2025年度に開発した HPSC パッケージ
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(2) 大学等との連携

1. はじめに
　国際競技力の向上のための取組として、JSC 第
5 期中期計画に掲げられる「HPSC の場を活用し
た実践機会の提供」、「スポーツ医・科学、情報等
による研究・支援を担う人材育成」等を推進する
ため、連携協定を締結している大学・大学院をは
じめとした外部機関と連携し、人材育成・人事交
流に係る活動等を実施した。

2. 大学・大学院等との人材育成・人事交流
（1）包括連携協定の締結
　2025 年 7月17日に、国立大学法人東京科学大学
と包括連携協定を締結した。締結後は、合同で会
議体を発足し、研究・医療における連携や人材交
流等について、具体的な検討を進めているところ
である。
　

　また、2026 年 3 月 4 日には、国立研究開発法人
国立成育医療研究センター（NCCHD）と包括連携
協定を締結した。両機関が連携し、学校等におけ
る事故防止、成育医療・女性の健康、スポーツ医・
科学に関する研究の発展、それらの成果に基づく
普及啓発及び人材育成等を行うこととしている。

（2）人事交流等
　HPSC の研究員が大学・大学院の客員教員・連
携教員等として研究指導等に協力した（表 1）。
そのうち、順天堂大学から、1 名の連携大学院生
を新たに受け入れた。

（3）大学・大学院等と連携した講義等の実施
　大学・大学院等と連携し、HPSC の研究員等の
講師派遣及び講義への協力を計 16 件実施した（表
2）。以下、主な事例を紹介する。

①早稲田大学大学院スポーツ科学研究科において、
　 2025 年 9月2日から 5 日に久木留 JISS 所長ほか
　JISS 副所長含め各分野の研究員・専門職員計
　17 名による「ハイパフォーマンススポーツ概
　論」と題した夏季集中講義を実施した。スポー
　ツ医・科学、情報等による多面的で高度な支援
　及びその基盤となる研究の実践事例を紹介する
　とともに、その背景にあるハイパフォーマンス
　スポーツに関するスポーツ医・科学、情報等に
　関する基礎的な知識を解説した。

②立命館大学の「スポーツ健康科学特殊講義Ⅱ」
　において、2025 年 10 月 3 日から 12 月 19 日に
　「ハイパフォーマンススポーツの科学」をテー
　マに 11 コマの講義を行った。前半 6 回は JISS
　が行っている医・科学支援について解説を行い、
　後半 5 回の講義は、バイオメカニクス、トレー
　ニング、心理、栄養、映像・情報の各分野の研
　究員・専門職員による講義を実施した。

③日本体育大学大学院の「体育・スポーツ科学特論
　B」及び「競技力向上サポート特論」において、
　2025年7 月14 日に、HPSC の場を活用した講義
　を実施した。研究・支援に関する情報提供やグルー
　プワーク等に HPSC 研究員が参加し、HPSC と
　日本体育大学との連携に関する意見交換を行った。

写真 1　左から 東京科学大 大竹理事長、JSC 理事長 芦立

写真 2　左から JSC 理事長 芦立、NCCHD 五十嵐理事長

表 1　客員教員等の委嘱を受けた HPSC 研究員

大学名 客員教員等の委嘱を受けた
HPSC 研究員 役職名

筑波大学

和久貴洋（JISS 副所長 /
総合企画部長）

教授（連携大
学院）

清水和弘（JISS スポーツ科学研
究部門）

准教授（連
携大学院）

山下修平（ハイパフォーマンス戦略
部 /JISS スポーツ科学研究部門）

非常勤講師

順天堂大学
中嶋耕平（JISS 副所長）、半谷美
夏（JISS スポーツ医学研究部門）

客員教授

鹿屋体育
大学

星川雅子（JISS 副所長） 客員教授
横澤俊治、山下大地（JISS スポー
ツ科学研究部門） 客員准教授

立命館大学

窪康之、景行崇文、後藤晴彦、玉
井伸典、山岸卓樹（JISS スポー
ツ科学研究部門）、髙橋由衣、冨
永哲志、廣松千愛、妙圓園香苗

（JISS スポーツ医学研究部門）、
稲川祥史（デジタル推進室）

客員研究員



（4）インターンシップの受入
　学生にトップアスリートに対するスポーツ
医・科学、情報等による研究・支援についての
理解を深めてもらうことで、スポーツ医・科学、
情報等による研究・支援を担う人材の育成を推
進することを目的に、大学院生等のインターン
シップ等を 6 機関から、計 15 名受け入れた。
受入にあたっては、学生の所属研究室の専攻内
容を踏まえつつ、幅広い分野での就業体験を提
供するため、HPSC 各部署と連携した研修プロ
グラムを実施した。

（5）先端的スポーツ医・科学研究推進事業の受
　託大学と連携した取組
　スポーツ庁委託事業「先端的スポーツ医・科
学研究推進事業」を受託している大学の若手研
究者・学生を対象として、人材育成等に資する
取組を実施した。
　ハイパフォーマンススポーツ・カンファレン
ス 2025 を結節点とした取組として、2025 年 12
月 9 日には、HPSC/JISS の支援と研究に関す
るワークショップ（講師：小出所大樹研究員 /
JISS スポーツ科学研究部門）を開催し、受託
大学の学生がグループワークを通じて HPSC/
JISS に対する理解を深めた。また、同日にはプ
レセミナー（ファシリテーター・研究発表：安
藤良介研究員 /JISS スポーツ科学研究部門）を
開催し、受託大学・HPSC/JISS の双方が、研
究に関する発表・意見交換を行った。また、12
月 11 日には受託大学等におけるハイパフォー
マンススポーツ研究について、ポスター発表の
場を設けた。

（6）地域におけるスポーツ医・科学サポート体
　制構築事業の受託大学と連携した取組
　スポーツ庁委託事業「地域におけるスポーツ
医・科学サポート体制構築事業」を受託してい
る宮崎大学からの依頼を受け、同大学が中心と
なり組織する宮崎県内の医療職能団体とのコン
ソーシアムより医師 3 名、看護師 2 名、トレー
ナー 2 名、管理栄養士 2 名を 12 月 17 日～ 19 日

表 2　大学・大学院等と連携して実施した講義等
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連携先 講義・コマ名 実施日
・期間

担当研究員等
（部署名は所属当時）

筑波
大学

スポーツウエ
ルネス医科学

2025 年
5 月 10 日

久木留毅（HPS センター
長 /JISS 所長）、和久貴洋

（JISS 副所長）

順天堂
大学

スポーツ
心理学

2025 年
5月14日、
6 月 25 日

永尾雄一（JISS スポーツ
科学研究部門 / デジタル推
進室）

順天堂
大学

スポーツ
情報科学

2025 年
5 月 22 日

相原伸平（JISS スポーツ
科学研究部門 / スポーツ情
報処理技術研究室室長）

立命館
大学

スポーツ
栄養教育学

2025 年
6 月 19 日

亀井明子（JISS スポーツ
医学研究部門）

日本体
育大学

体育・スポー
ツ科学特論B、
競技力向上サ
ポート特論

2025 年
7 月 14 日

山下大地（JISS スポーツ
科学研究部門）

早稲田
大学

ハイパフォー
マンススポー
ツ概論

2025 年
9 月 2 日
〜 5 日

久木留毅（HPS センター
長 /JISS 所長）、中嶋耕平、

（JISS 副所長）、立谷泰久、
福嶋一剛、冨永哲志、能瀬
さやか、妙圓園香苗（JISS
スポーツ医学研究部門）、横
澤俊治、清水和弘、元永恵子、
山下大地、稲葉優希、袴田
智子（JISS スポーツ科学
研究部門）、山下修平、萩原
正大（ハイパフォーマンス
戦略部）、三浦智和（デジタ
ル推進室）、白井克佳（連携・
協働推進部）

立命館
大学

ハイパフォー
マンススポー
ツの科学

2025 年
10 月 3 日
～12月19日

窪康之、景行崇文、後藤晴彦、
玉井伸典、山岸卓樹（JISS
スポーツ科学研究部門）、髙
橋由衣、冨永哲志、廣松千
愛、妙圓園香苗（JISSスポー
ツ医学研究部門）稲川祥史

（デジタル推進室）

筑波
大学

ス ポ ー ツ パ
フォーマンス
向上のための
先端的体・医・
工融合研究

2025 年
10 月 8 日

吉田拓矢（連携・協働推
進部 /JISS スポーツ科学
研究部門）

早稲田
大学

ハイパフォー
マンス科学

2025 年
10月24 日、
11月28 日

髙井恵理、三浦佳祐（ス
ポーツ医学研究部門）

順天堂
大学

スポーツ教育
学演習

2025 年
11月 3 日、
10 日

吉田拓矢、神庭睦実（連携・
協働推進部 /JISS スポーツ
科学研究部門）

大阪体
育大学

スポーツ科学
セミナー

2025 年
11 月3 日、
12月15 日、
2026 年
1 月 19 日

中村宏美（連携・協働推進
部 /JISS スポーツ科学研究
部門）、ヘンダーソンフレデ
リック（JISS スポーツ科学
研究部門）、髙井恵理（JISS
スポーツ医学研究部門）

順天堂
大学

ハイパフォー
マンス科学

2025 年
11 月 6 日 中嶋耕平（JISS 副所長）

鹿屋体
育大学 特別講義 2025 年

11月13日
中村真理子（JISS スポー
ツ科学研究部門）

立命館
大学

エグゼクティ
ブレクチャー

2025 年
2月25 日、
2026 年
1 月 8 日

安藤良介（JISS スポーツ
科学研究部門）

順天堂
大学 スポーツと AI 2026 年

1 月 19 日
相原伸平（JISS スポーツ
科学研究部門 / スポーツ情
報処理技術研究室室長）

立命館
大学

ラウンドトーク
企画「陸上競
技の現場に生
きるスポーツ
科学とは 
―研究と実践
の対話から見
えるもの―」

2026 年
1 月 21 日

後藤晴彦（JISS スポーツ
科学研究部門）

写真 3　日本体育大学大学院と連携した講義の様子
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の 3 日間、研修者として受け入れた。HPSC の
場を活用した医師をはじめとするスポーツ医・
科学分野の人材育成・確保等に資するための取
組としてスポーツ医学研究部門をはじめ各部
署・部門と連携し、スポーツ診療事業やアスリー
トリハビリテーション等に関する各種研修プロ
グラムを提供した。

3. その他外部機関との連携
　埼玉県、石川県等から長期間の研修生を受け
入れた。また、日本アスレティックトレーニン
グ学会との意見交換や、自衛隊体育学校の研修
に対する協力など、外部機関と連携した取組を
実施した。

4. まとめ
　以上のとおり、大学・大学院等と連携しつつ、
HPSC 各部署が協働しながら、スポーツ医・科
学、情報等による研究・支援を担う人材育成に
取り組んできた。
　スポーツ基本計画の施策目標や JSC 第 5 期中
期目標の達成に向けて、HPSC の機能強化と同
時に、HPSC の場や知見等の更なる活用・還元
が求められている。
　今後も大学・大学院等の関係機関との連携を
推進し、HPSC の場を活用した実践機会の提供
等を行うことにより、スポーツ医・科学、情報
等による研究・支援を担う人材育成や HPSC の
知見の更なる還元を図り、もって持続可能な国
際競技力向上につなげていきたい。

＜参考：連携協定を締結している大学等一覧＞
国立大学法人 鹿屋体育大学
学校法人朴沢学園 仙台大学
学校法人 早稲田大学
国立大学法人 筑波大学
学校法人 日本体育大学
国立大学法人 大阪大学
国立大学法人 奈良先端科学技術大学院大学
学校法人浪商学園 大阪体育大学
国立大学法人 東京大学
学校法人 朝日大学
学校法人立命館 立命館大学大学院 
　　　　　　　　　　スポーツ健康科学研究科
学校法人順天堂 順天堂大学
国立大学法人北海道国立大学機構北見工業大学
北海道公立大学法人 札幌医科大学
国立大学法人　東京科学大学
国立研究開発法人　国立成育医療研究センター
※締結日順（2026 年 3 月 31 日現在）

（文責　連携・協働推進部産学協働推進課）



1．はじめに
　国際競技力の向上を図るためにコンディショ
ニングを中心とした研究プロジェクトを実施
し、そこで得られた知見をアスリートのセルフ
コンディショニングに関するガイドラインと
して策定することを目的に、JSC と大塚製薬株
式会社（大塚製薬）は、2016 年 12 月より、共
同プロジェクト「JSC ハイパフォーマンスス
ポーツセンター Total Conditioning Research 
Project(TCRP)」を実施した。その成果を踏まえ、
コンディショニングに関する更なる研究とトー
タルコンディショニングに関する普及・啓発を
図ることを目的に、2023 年より、後継プロジェ
クトとして「JSC ハイパフォーマンススポーツ
センター Total Conditioning Research Project 
NEXT(TCRP NEXT)」を実施している。

2．TCRP NEXT
　TCRP NEXT の運営は、HPSC と大塚製薬が
担当している。開催が決定しているロサンゼル
ス 2028 大会、ブリスベン 2032 大会に向けて、
持続可能な国際競技力向上のためのコンディ
ショニングに関する研究を継続して実施すると
ともに、それらの成果を国際競技力向上（ハイ
パフォーマンス）のみならず国民のライフパ
フォーマンス向上へ活用・応用するための普及・
啓発活動に取り組んだ。主な取組は以下のとお
り。

（1）持続可能な国際競技力向上のためのコン　
　 ディショニングに関する研究 (3 課題）
　以下①②課題について 2024 年度に引き続き
研究計画に基づく研究を進めた。（「7-(1)- ① -3 
特競技会開催地に応じた特殊環境対策の実装」
に詳述）また、以下③の課題について研究計画
を策定し、研究を開始した。
①湿熱刺激を活用したリカバリー及び暑熟順化
　プロトコルの開発
②アスリートの海外遠征におけるコンディショ

ニングに関する研究開発
③ 「プラークコントロール」と「フォースコン
　トロール」によるアスリートの口腔内コンディ
　ショニングの研究

（2）研究成果を活用・応用した普及・啓発活動
①「TCRP 情報発信サイト」の開設
　TCRP 及び TCRP NEXT の研究成果やトー
タルコンディショニングに関する講習会の開催
情報、「アスリートのためのトータルコンディ
ショニングガイドライン（ガイドライン）」等
の各種コンテンツを発信する「TCRP 情報発
信サイト（情報発信サイト）」（https://hpsc-
totalconditioning.jpnsport.go.jp/）を開設し、
2025 年 8 月 1 日に公開した。

②「アスリートにおけるトータルコンディショニ
　 ングに関するポジションペーパー」の策定
　HPSC/JISS による国際競技力向上のための
支援・研究に関する取組及び TCRP NEXT の
成果等を踏まえ、HPSC が提唱する「アスリー
トにおけるトータルコンディショニング」の
概念とその推進方針を示す「アスリートにおけ
るトータルコンディショニングに関するポジ
ションペーパー」を策定し、2026 年 1 月 16 日
に HPSC ウェブサイト及び情報発信サイトで公
開した。これにより、トータルコンディショニ
ングに関する HPSC の立場を明確化するととも
に、この立場に沿った支援・研究の一体的な推
進を一層図っていくこととした。

(3) Total Conditioning Research Project NEXT

図 1　アスリートにおける「トータルコンディショニング」
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出典：独立行政法人日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセンター
（2023）.「アスリートのためのトータルコンディショニングガイドライン」.69 頁

図 2　 TCRP 情報発信サイト

図 3 　「アスリートにおけるトータルコンディショニングに
　　　 関するポジションペーパー」の概要



③「アスリートのためのトータルコンディショ
　 ニングハンドブック」のデジタルブック化
　既存コンテンツのアクセシビリティや利便性
向上の一環として、2024 年度に作成した「ア
スリートのためのトータルコンディショニング
ハンドブック」を PC、スマートフォン、タブレッ
トなどのデバイスで閲覧しやすいようデジタル
ブック化し、2026 年 3 月 30 日に情報発信サイ
トで公開した。

④ HPSC 主催研修会の実施
　スポーツ指導者向けに「トータルコンディ
ショニング」の普及・啓発を図るため、「ハイ
パフォーマンススポーツ・カンファレンス : 特
別セミナースポーツ指導者のための『トータ
ルコンディショニング』研修会 2025」を開催
し、スポーツ指導者 48 名が参加した。本研修
会は JSPO 公認スポーツ指導者の資格更新研修
となっているが、2025 年度は JSPO 公認アスレ
ティックトレーナーの資格更新研修としても位
置付けられたことにより、JSPO 公認スポーツ
指導者資格との連動性を更に強化することがで
きた。

⑤大塚製薬との連携
　大塚製薬と連携し、2026 年に第 80 回国民ス
ポーツ大会及び第 25 回全国障害者スポーツ大
会を開催する青森県において、2025 年 12 月 6
日に「トータルコンディショニングの考え方と
アスリートが備えるべきセルフコンディショニ
ングの力について」と題した情報提供を行い、
青森県のスポーツ医・科学関係者のトータルコ
ンディショニングに関する理解促進を図った。

⑥その他団体との連携
　主催団体と HPSC/JISS の連携・協働により、
公認スポーツファーマシスト認定カリキュラム
への「トータルコンディショニング概論」の導
入や、公認スポーツ栄養士資格更新研修会に
トータルコンディショニングに関する講習を組
み入れるなど、外部団体との連携によるトータ
ルコンディショニングの普及・啓発に係る取組
を実施した。

⑦その他の普及・啓発活動
　上記の取組に加え、ガイドラインの販売や学
会大会、HPSC 事業の研修会等のハイパフォー
マンス領域における各種機会を活用し、主に次
の活動を実施した。

3．まとめ
　情報発信サイトの開設、「アスリートにおけ
るトータルコンディショニングに関するポジ
ションペーパー」の策定・公開、研修会の開催
等を通じて、各種情報発信の強化を図った。
　今後も、持続可能な国際競技力向上に向け
たコンディショニングに関する研究を進め、
HPSC によるトータルコンディショニングに基
づくハイパフォーマンス発揮のための支援の充
実を図っていく。また、それらの取組と連動し
各種コンテンツの充実・発信を行うことにより、
トータルコンディショニングが競技現場の共通
概念として定着し、広く活用されるよう推進し
ていく必要がある。
　さらに、大塚製薬等との連携を通じ、「トー
タルコンディショニング」の知見を国民のライ
フパフォーマンス領域に還元することにより、

「ハイパフォーマンスとライフパフォーマンス
の循環」の推進を目指していきたい。

（文責　連携・協働推進部産学協働推進課）

写真 1　HPSC 主催研修会の様子

写真 2　第 79 回日本体力医学会大会の様子
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【主な普及・啓発活動】

• 第 50 回日本運動療法学会学術集会（ブース出展・
　ランチョンセミナー）（7/13）
• 日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大会（ブー
　ス出展）（8/27-29)
• 第 14 回日本アスレティックトレーニング学会学術
　大会（ブース出展・ランチョンセミナー）（9/6-7)
•  第 79 回日本体力医学会大会（ランチョンセミナー・ 
　書籍販売）（9/17-19)
• 第 36 回日本臨床スポーツ医学会学術集会（ブース
　出展）（11/2-11/3）
• ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンス
　2025（シンポジウム・ブース展示・書籍販売）
　（12/10-11）



1. 背景・目的
　HPSC/JISS では、単独で実施するよりも時間的・経済的に有利であり、国際競技力向上のために優れた
成果が得られると期待できる場合、外部団体と共同研究契約を締結し、共同で研究を実施している。
　2025 年度は、以下の 13 件の共同研究を実施した。

2．実施概要

(4) 共同研究

No. 　 　 　 　 研 究 課 題 名 　 共 同 研 究 相 手

1 地域タレント発掘・育成事業の課題解決型アクションリサーチ 一般財団法人札幌市スポーツ協会

2 ウエイトリフティング競技選手の心臓リモデリング調査 公益社団法人日本ウエイトリフティング協
会

3 スポーツクライミングの運動計測に関する研究 国立大学法人九州大学

4 アスリートの特性からみた外傷・障害のリスク要因の探索 学校法人慶應義塾

5 食事写真からの高精度な食品リストおよび栄養素量推定モデルの開発 国立大学法人東京大学

6 陸上競技選手の動作解析によるアスリート毎の課題抽出 公益財団法人日本陸上競技連盟

7 第 18 回オリンピック競技大会出場選手の体力と健康の関係を明らか
にする長期追跡研究 公益財団法人日本スポーツ協会

8 氷上を進むカーリングストーンの振動計測に関する研究 2 国立研究開発法人産業技術総合研究所

9 地域タレント発掘・育成事業参加者の体力特性に関する検討 公益財団法人山口県スポーツ協会

10
トップアスリートの生体データ自動収集、蓄積ツールを用いたコンディ
ション評価手法の確立と可視化技術による多角的な分析・予測手法の
構築

公益財団法人日本サッカー協会

11 テニス及びバドミントンを対象とした画像解析技術に関する研究 株式会社アシックス

12 大規模データを用いたエリートアスリートの心電図評価 - 心臓突然死
を防ぐために - 学校法人聖マリアンナ医科大学

13

Investigation of Sport-Specific Athlete Development 
Pathways in  S ingapore  th rough the Foundat ion , 
Development, Excellence and Sustainability (FDES) 
Framework

National Youth Sports Institute
（Singapore）

（文責　連携・協働推進部産学協働推進課）
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1．国際スポーツ情報活用推進会議
　 ～パリ2024大会で確立した情報連携の
　 更なる強化に向けた取組
　第5期中期計画では「ハイパフォーマンススポー
ツ等に関する情報の収集・分析・蓄積・展開の充
実を図るため、国内外の関係機関との連携体制を
整備するとともに、国際スポーツに関する相談対
応の仕組みを構築し、情報の蓄積・展開に関わる
効果的・効率的な手段を講じる」としている。こ
れを受けて国際情報戦略部では、国内関係機関と
連携して国際競技力向上に資する国際スポーツ情
報の一元化を推進するため、2024 年度に「国際ス
ポーツ情報活用推進会議（推進会議）」を設置し、
パリ 2024 大会において国際情報をオールジャパ
ン体制で共有する仕組みを確立した。
　2025年度は、その成果を踏まえ、ミラノ・コル
ティナ 2026 大会に向けて、新たに同大会の選手
団団長及び副団長を推進会議委員に迎え、情報連
携体制の強化を図った。また、オリンピック・パ
ラリンピック間での知見共有を夏季大会から冬季
大会へと発展させることで、情報連携体制の更な
る整備を進めた。

（1）推進会議構成メンバー：
　・委　員：JSC、JOC、JPC
　　　　　 （JOC・JPCは、パリ2024 大会及びミラノ・
　　　　　　コルティナ 2026大会選手団団長又は副団長）
　・オブザーバー：スポーツ庁、JSPO

（2）開催回数：計 3 回
　　　　　　（2025 年 6 月、11 月、2026 年 3 月）

　第 2 回推進会議では、河合スポーツ庁長官の出
席の下、国際競技力向上に資する情報連携をオー
ルジャパン体制で推進・強化することの重要性
を再確認した。また、更なる連携推進に向けて、
JOC、JPC、JSC の三者による「国際競技力向上
における情報収集・共有等の協力に関する包括連
携協定」を締結した。さらに、ミラノ・コルティ
ナ 2026 大会における具体的な情報連携について
協議し、パリ 2024 大会で実施したエグゼクティ
ブレポートを継続することを確認した。

2．ミラノ・コルティナ 2026 大会における
　　オールジャパン体制での情報連携
　　～エグゼクティブレポート
　第 2 回推進会議の合意事項を踏まえ、大会期間
中に得られた各種国際スポーツ情報等を「ミラノ・
コルティナ 2026 エグゼクティブレポート（エグ
ゼクティブレポート）」として取りまとめ、推進
会議構成メンバーなどに共有した。作成にあたっ
ては、定量データに加え、JOC・JPC の協力を得
て、大会期間中の選手団団長会議で議論・検討さ
れた重要課題や、メディカルブリーフィングや各
種ウェビナーなどで共有された情報や資料、選手
村視察などから得られた情報を随時反映した。そ
の結果、パリ 2024 大会時よりも多角的かつタイ
ムリーな情報に基づくエグゼクティブレポートの
作成が可能となった。

エグゼクティブレポートの概要：
（1）配信先：スポーツ庁長官、推進会議委員及び
　　　　　　オブザーバーなど

（2）配信回数：計 8 回（オリンピック：5 回、
　　　　　　　　　　　パラリンピック：3 回）

（3）主なトピック：各種ミーティング、選手村内
　　　　　　　　　外の動向、大会結果分析など

　ミラノ・コルティナ 2026 大会後に開催された
第 3 回推進会議では、オリンピック日本代表選手
団による中間報告・統括会見や、諸外国との情報
交換を通じて国際的な知見が共有され、新たな情
報収集につながった点が評価された。さらに、オ
リンピック大会期間中の現地情報や課題を把握で
きたことで、直前準備を進める JPC にとって、パ
ラリンピック大会時の状況を具体的に見通す上で
有益であったとの認識が示された。これらを踏ま
え、本取組の有用性と重要性が改めて確認された。
今後は、各組織の専門性等を踏まえて役割分担を
整理し、より効率的かつ効果的な連携体制の整備
を図るとともに、戦略的な国際スポーツ情報の活
用を一層推進しながら、推進会議の運営を継続し
ていく。

(1) 情報調査

5 国際情報戦略事業

図　提供資料例 （エグゼクティブレポート）
写真　第 2 回推進会議の様子
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（文責　稲福　貴史、バイネルト　トビアス）



1. 世界陸上でのネットワークハブを結節点
　 とした活動　
　国際情報戦略部は、東京 2025 世界陸上競技選手
権大会（世界陸上）を国際連携強化の重要な結節
点と捉え、①情報収集・調査、②国際ネットワー
クマネジメント、③国際的な情報発信の三本柱を
軸に活動を展開した。大会期間中は、国際スポー
ツ関係者が集う特性を最大限に活かし、国際競技
力向上に向けた情報交流基盤を戦略的に整備した。
まず、ワールドアスレティックスの総会（完全非
公開）及びワールドアスレティックスコーチ会議
にオブザーバーとして参加し、国際競技力向上に
資する最新の国際的動向や潮流について、先駆的
な情報収集と関係者へのヒアリングを実施した。
　また、東京体育館及び国立競技場内の施設を活
用して JSC 独自の国際ネットワークハブを設置し、
MOU を締結している UK スポーツ、スポーツシン
ガポール、オウン・ザ・ポディウム（OTP） 1、カナダ・
スポーツ・インスティチュート（CSI）2 など主要
な海外ハイパフォーマンススポーツ機関が一堂に
会する環境を構築した。ここでは、HPSC に蓄積
された知見をポスター展示等の形式で効果的に発
信するとともに、意見交換や個別会談の場として
活用し、海外ネットワーク関係者による情報交換
会・個別面談を円滑に実施した。これにより、各
組織とのネットワーク構築や情報連携が強化され、
各国の先進的な取組や最新動向の把握、国際競技
力向上に関する知見の獲得につながった。
　さらに、カナダ（OTP, CSI）と連携して実施した
ワークショップでは、カナダのパラリンピック
競技力向上の仕組みや育成パスウェイ、オリン
ピック・パラリンピック支援の一体化に関する先
進事例等を国内関係者と共有し、日本の競技力強
化に向けた議論と学びの場を創出した。参加者の
84.5％が「役立った」と回答しており、本取組の有
効性が確認された。加えて、新規ネットワーク形
成の取組として、サウジアラビア・オリンピック・
トレーニングセンターとの協力方針とプロセスを
確認した。また、サウジアラビアスポーツ副大臣
による HPSC 視察（本大会で 3 回目）では、同国
が進めるナショナルトレーニングセンター整備に
向けた具体的知見を提供し、日本のスポーツ医・
科学支援の強みを示す機会となった。
　これら一連の取組により、国際情報戦略部は世
界陸上を「国際ネットワークの結節点」として最
大限に活用し、国内の協力体制の強化と先進知見
の循環を着実に推進させた。

（文責　坂田　博史、丸山　ちさと、バイネルト　トビアス）
2．バーチャルスポーツフォーラムプラス開催
　JSC は 2026 年 3 月、ローザンヌ（スイス）の
オリンピックミュージアムにてワールドローイン
グと「バーチャルスポーツフォーラムプラス」を

(2)　国際ネットワークのマネジメント

写真 2　カナダ関係者によるワークショップ

写真 1　カナダ関係者によるワークショップ

写真 3　海外ネットワーク関係者との意見交換

写真 4　サウジアラビアスポーツ副大臣 HPSC 視察
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1 カナダの国際競技力向上のため競技別に強化予算を戦略配分する組織　　2  国内 7 地域でトレーニング環境と医・科学支援を提供する機関



共催した。本フォーラムには国際スポーツ統括団
体、国際競技連盟、ハイパフォーマンス分野のリー
ダー、政府機関、産業界、学術界、テクノロジー
関連分野など 45 を超える国内外の団体から 140 名
以上が参加し、バーチャルスポーツ分野の国際的
議論の中核を成す場となった。
　JSC は、2023 年 11 月に締結した HPSC とワール
ドローイングとの「バーチャルスポーツに関する
国際共同研究プロジェクトを目的とした連携協定
覚書」を基盤に、2023 年度からのフォーラム開催
を通じて国際的な潮流形成を主導してきた。これ
まで東京都内で開催してきたフォーラムは、2025
年度に初めて海外で実施することとなった。
　会場では、HPSC が掲げる「ハイパフォーマン
スからライフパフォーマンスへ」のコンセプトが
広く共有されることに加え、日本のオールジャパ
ン体制による推進モデルが先進事例として紹介され
た。
　また、バーチャルスポーツが若年層を含む多様
な層のスポーツ参加機会を拡大し、デジタルリテ
ラシー向上や地域コミュニティの活性化に寄与す
るなど、社会的インパクトを生み出し得る分野で
あることが強調された。競技の枠を超え、より包
摂的で持続可能なスポーツ環境を構築する可能性
が示された点は、国際参加者から特に高い評価を
得た。
　JSC とワールドローイングは「ローザンヌ宣言」
を共同発表し、バーチャルスポーツの持続的かつ
国際調和的な発展に向けた行動指針を提示した。
さらに、JSC/HPSC はポスター展示や東京 2020 大
会レガシー紹介を行い、新たな国際ネットワーク
の構築や強化にも貢献した。

（文責　坂田　博史、山口　伊都子）

3．パリ 2024 インパクト & レガシー戦略
　　評価監督委員会の委員としての活動と
　  レガシー調査　
　パリ 2024大会は、招致段階からレガシーとサス
テナビリティをその計画の中心に据え、地元住民
のための開発や生活の質向上に資する大会を実現
し、人々に運動を促し、スポーツをインクルージョ
ン・連帯・平等促進へ活用し、環境に配慮した変
革を加速させる機会としてパリ 2024 大会の社会

的・環境的レガシーを構築しようと取り組んでき
た。これらの戦略がフランスやパリにもたらした
成果を、現地調査から探った。
　座りっぱなしのライフスタイルはフランスにお
いて大きな課題であり、肥満や各種疾患の治療費
も公的財政に重くのしかかっている。そこで
パリ 2024 レガシー & サステナビリティ戦略では
アクティブ・デザインを採用し、公共スペース・
建物のデザインを工夫して日常生活の空間に遊び
と動きを取り入れ、人々がよりアクティブになれ
るような環境を提供してきた。遊歩道上に設置さ
れた運動器具は、年齢・障がいの有無等に関わら
ず誰でも自由に無料で利用でき、有料で会員資格
を得る必要や時間帯による利用制限のある従来の
スポーツ施設とは異なる。

　リヨンのメトロの駅では乗客にエスカレーター
ではなく階段の利用を促すために階段にポジティ
ブなメッセージが散りばめられたり、サン = ディ
ジエの公園では床をカラフルな色でペインティン
グしてその空間に注目を向けさせジャンプやラン
ニングを促す仕掛けとなっている。都市計画やソ
フトモビリティ、社会的包摂とスポーツという分
野横断型の政策としてアクティブ・デザインが機
能している事例である。
　パリ 2024 大会組織委員会は 2022 年にフランス
国内外の 9 名の専門家から構成され独立した立場
からレガシー評価を監督する「パリ 2024インパク
ト & レガシー戦略評価監督委員会」を立ち上げ、
山田はその委員として任命され活動してきた。大
会 1 年後の 2025 年 7 月に公表されたパリ大会の社
会的レガシーに関する「パリ 2024 大会後分析報告
書」のレビューを担い、例えば上述のアクティブ・
デザインの取組における運営面や成果の評価は妥
当なのか、パイロット地域における評価で欠けて
いる視点を指摘・提案したり、関連データの分析
や解釈に関するアドバイスを提供して、パリ 2024
大会の経済的・環境的・社会的レガシーの構築に
寄与した。

　　　　　　　　　　　　　　（文責　山田　悦子）
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写真 6　カレーの遊歩道上に設けられた運動器具

写真 5　登壇者、参加者、運営者の集合写真



（3）　能力開発
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1．HPSC 国際人材プール
　国際情報戦略部は 2024 年度に HPSC 職員に
国際的な活動機会を優先的に提供する仕組み

「HPSC 国際人材プール」を設置した。2025 年
度の登録者数は、35 名であった。2025 年度は、
2024 年度から継続して、海外機関の HPSC 訪問
時に研修機会を提供した（全 3 回）。それに加
えて、「国際活動に求められるコンピテンシー
育成」のためのワークショップを新たに企画・
実施した。ワークショップは、参加者が「共に
学ぶ」ことを基本とし、国際活動において重要
な情報収集力、伝達力、ドキュメンテーション
力の向上を目指し、約 2 時間のワークショップ
を、全 3 回（12 月、1 月、3 月）実施した。登
録者のうち、延べ 18 名が参加し、平均満足度
は 91.2％であった。また、HPSC 国際人材プー
ル登録者への最終アンケートでは、回答者の
95.2％（登録者全体の 57.1％）が 2026 年度の継
続登録を希望しており、一定の成果が確認され
た。

2．ワールドクラス人材育成プログラム　
　スポーツ庁が 2025 年 3 月に改定した「持続
可能な国際競技力向上プラン」では、「HPSC
において～アスリート等への心理サポートの専
門性を有するワールドクラスの人材の育成及び
NF への配置支援を行う」ことが明示された。
これを受け、国際情報戦略部では、モデル事業
として、国際情報と国際ネットワークを活用し
た「ワールドクラス人材育成プログラム」を開
発し、2025 年度 5 月から、心理分野で世界基準
の支援を提供するプラクティショナーの育成プ
ログラムを開始した。本プログラムは、一定の
要件を満たした 4 名を対象に 2 年間実施する。

　　　　　　　　　　　（文責　丸山　ちさと）

3．国際エキスパートグループ（心理）の
　  設立
　上述の「ワールドクラス育成プログラム」の
開発にあたり、修了者が将来的に活躍する国
際フィールドを整備することを目的に、JSC
は ベ ル ギ ー オ リ ン ピ ッ ク 委 員 会 と 共 同 で、

「International Expert Group on Psychology & 
Welfare in Olympic and Paralympic Sport」を
設立した。当該グループの初会合は、HPSC で
3 日間開催し、各国のハイパフォーマンススポー
ツにおける心理及びウェルフェアの支援におけ
る共通課題を鑑み合計 8 つのトピックについて
情報共有及び議論を行った。本会合の参加者は、
新たに設立された International Expert Group
の有益性について言及し、今後も継続的に参集

し、アスリートやコーチ、チームに対してより
よい支援を提供するための相互協力を推進して
いくことで合意した。

4．西が丘フォーラム開催による NF 等へ  
　　の情報発信
　国際情報戦略部は、国際エキスパートグルー
プの初会合で来日した各国の専門家が HPSC に
一堂に会する機会を活用し、国内競技団体のハ
イパフォーマンスディレクターやコーチをはじ
め、統括団体、大学、JISS 等の関係者を対象に、
世界の先進的なメンタルヘルス支援の取組を体
系的に収集・発信する場として「西が丘フォー
ラム：ハイパフォーマンス×メンタルヘルス支
援の最前線」を開催した。パリ 2024 大会オリ
ンピック金メダルランキング 10 位以内に入っ
た 5 か国（アメリカ、英国、オーストラリア、
中国、日本）を含む 7 か国の代表者が登壇し、
メンタルヘルス支援の最新動向、制度設計、現
場での実践について多角的な視点から知見を共
有した。参加者は、競技団体、統括スポーツ団体、
大学、民間企業、地域自治体、スポーツ庁など
60 団体から 140 名以上にのぼった。各国を牽引
するリーダーによって、国内のハイパフォーマ
ンススポーツにおけるメンタルヘルスの支援体
制構築において多様なステークホルダーの連携
が不可欠であることが強調された。

　　　　　　　　　　　　　　（文責　野口　順子）

写真 1　国際エキスパートグループの様子

写真 2　西が丘フォーラムの様子



1. 目的
　スポーツ医・科学支援事業は、国際競技力向
上に向けて各 NF が抱える課題に対し、スポー
ツ医・科学、情報の各側面から組織的、総合的、
継続的な支援を行い、競技力の向上に資する医・
科学的情報を提供し、NF の国際競技力を高め
ることを目的として実施されるものである。

2. 事業の実施内容
　スポーツ医・科学支援事業では、（1）フィット
ネスチェック（FC）、（2）分野別サポート、（3）総合
型サポートを配置した。サポートの対象は 102
種別であった。

（1）　FC では、トレーニングの効果を検証し、
課題を明らかにすることを目的とした各種測定
を実施した。測定コーディネータが測定の日時
を、種目担当者が測定とフィードバックの内容
を NF 担当者と協議して調整した。

（2）　分野別サポートでは、心理、栄養、トレー
ニング、映像、情報技術の各分野において、個
人又はチームを対象とした競技力向上に関する
相談、実技指導、講習会などを実施した。実施
に当たっては、NF からの申請に基づき、各分
野リーダーがサポート内容と分野内のサポート
担当者を調整した。

（3）　総合型サポートでは、対象競技を選定し、
競技力向上のための組織的、総合的、継続的な
サポートを JISS の人的、物的資源を集中して実
施した。対象競技の選定は支援事業部会が行い、
選定のプロセスにおいては複数名の外部有識者
からなるHPSCアドバイザーによる助言を得た。
　
3. 事業の実施体制
　スポーツ医・科学支援事業では、支援事業部
会を設置し、統括する責任者（事業部会長）を
置いた。
　事業部会長の統括で競技種目系（記録系、格
闘技系、ラケット系、採点系、標的系、球技系、
水辺系、雪上系、氷上系、パラスポーツ系、エ
リートアカデミー系）を設定し、系内種目のサ
ポートの進捗を管理する責任者（系リーダー）
を各系に置いた。また、サポート分野ごと（ト
レーニング指導、心理、栄養、映像・情報技術）
にサポートの質の向上を図る責任者（分野リー
ダー）を置いた。
　系リーダーと分野リーダーからなる支援企画
WG を支援事業部会の中に設置し、FC、分野別

サポート、総合型サポートの進捗状況を共有し、
課題解決に関して議論した。
　サポートの実施に当たっては、NF との間で
サポート内容を調整する JISS 内担当者（種目担
当者）を置き、種目担当者の指揮の下、各分野
から必要な人員を配置してチームを形成してサ
ポートに当たった。サポート活動には、必要に
応じて外部協力者を配置した。

4. 事業の進め方
　スポーツ庁からの受託事業であるハイパ
フォーマンス・サポート事業と本事業との共通
の窓口において NF の課題を集約し、専門性や
必要とされる人員の多寡により役割分担を調整
した。
　総合型サポートについては、JISS 種目担当者
が詳細な年間サポート計画を立て、この内容に
ついて支援事業部会において精査した後に NF
と JISS との間で覚書を交わした。総合型サポー
トの個別の活動についても、支援企画 WG にお
いて内容を管理した。

（文責　窪　康之）

6 スポーツ医・科学支援事業
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1．背景・目的
　どの競技種目においても、競技力の向上を図
る際には、まず身体能力等の現状を把握し、課
題がどこにあるのかを明確にすることが必要で
ある。JISS から NF へ提供するフィットネス測
定の支援としてフィットネスチェック（FC）が
あり、予め準備された測定項目から幾つかを選
択して実施する。フィットネス測定によって得
られたデータは、各 NF の選手強化のための資
料として活用され、フィットネス課題の抽出、
トレーニング計画の立案及びその効果検証など
に役立てられる。以下には、FC におけるフィッ
トネス測定について報告する。

2．実施概要
　右表は競技種目別の FC 実施実績である。
2025 年度の測定実施日数は延べ 129 日、実施対
象者は延べ 651 名（男子 348 名、女子 303 名）
であった。
　2024 年度のフィットネス測定実績（107 日、
529 名）と比較すると、日数、対象者数ともに
増加した。2025 年度はミラノ・コルティナ 2026
大会が開催され、同大会を目指したトレーニン
グサイクルの中でフィットネス測定が活用され
たことが実績数の増加につながったと考えられ
る。また、夏季競技にとっても 2028 年度のロ
サンゼルス 2028 大会へ向けた活動が始められ
ており、同大会で実施されることとなったソフ
トボールやスカッシュにおいても FC が活用さ
れた。
　冬季競技・夏季競技ともに、次なる大会へ
向けた強化サイクルの中でこれまでの取組を
振り返ることは重要である。継続的に収集され
たフィットネスデータは、この際の貴重な資料
となる。新たな目標設定においても、フィット
ネス測定が活用され、蓄積データとの比較のな
かで評価される。データの活用には、データを
適切に解釈するための科学的基盤が不可欠であ
る。JISS は、蓄積された種目横断データとこれ
を活用した研究によって、この基盤を更に強化
していくことが求められる。FC において得ら
れた各種フィットネスデータが選手強化に役立
てられるよう、データの検討を深め、測定の活
用を促進していきたい。

（文責　松林　武生）

（1）　フィットネスチェック

表　競技種目別の FC 実施対象者数

競技種目 実施
日数

延べ対象者数

男子 女子 計

夏季オリンピック
陸上競技  9 40 14 54
ローイング 7 29 21 50
エリートアカデミー 7 8 36 44
バドミントン 4 21 21 42
セーリング 10 21 13 34
自転車 4 18 3 21
ソフトテニス 2 10 10 20
ソフトボール 2 0 20 20
ウエイトリフティング 2 10 7 17
新体操 2 0 16 16
トランポリン 2 13 0 13
スカッシュ 2 7 4 11
ゴルフ 1 5 6 11
アーチェリー 2 4 5 9
ビーチバレー 1 5 4 9
トライアスロン 1 3 1 4

　小計　 58 194 181 375
夏季パラリンピック

バスケットボール 8 12 27 39
競泳 5　　 12 6 18
トライアスロン 　4 13 5 18
ゴールボール 4 9 7 16
テニス 3 4 3 7
カヌー 1 0 1 1

小計 25 50 49 99
冬季オリンピック

スキーアルペン 3 13 15 28
スノーボードスロープスタ
イルビッグエア 6 10 11 21

フィギュアスケート 1 9 10 19
スノーボードアルペン 4 9 9 18
スノーボードハーフパイプ 3 10 8 18
スキーハーフパイプ 1 10 3 13
カーリング 5 6 2 8
スキーコンバインド 2 7 0 7
スノーボードクロス 2 3 4 7
スピードスケート 4 4 2 6
ボブスレー 2 2 1 3
山岳スキー 1 2 1 3
リュージュ 1 1 0 1

小計　 35 86 66 152
冬季パラリンピック

スキーアルペン 　　9 14 5 19
スキークロスカントリー 2 4 2 6

小計　 11 18 　　 7 25

　 　　　総計 129 348 303 651
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1. 背景・目的
　2025 年度はロサンゼルス 2028 大会に向けたス
タートの年となる。対象となる選手の多くも変
わり、選手個人や競技団体の新たな要望を分析
しながらエビデンスに基づく科学的なアプロー
チを開始している。

2. 実施概要
　2025年度は年間でオリパラ競技において、4,663
件の個別サポート、26 件の講習会が行われた。
SCWAT システムに蓄積されたデータを活用し
ながらサポートに役立てている。

（1） トランポリン競技へのトレーニングサポート
　トランポリンは D スコア、E スコア、H スコア、
T スコアの 4 つのスコアから構成されるトータル
スコアを競う競技であり、難易度や出来栄えを
要求される審美的側面や 10 回の跳躍における滞
空時間もスコアになる競技である。
　トレーニングサポートではトレーニング効果
が直結しやすい T スコア（ 滞空時間）に着目し、
サポートを行った。
　Tスコアを伸ばすことで空中での余裕が生まれ、
より高い難易度の技構成や演技への貢献が見込
まれると考えた。
　初回で行った測定ではトレーニング効果を推
し量るためのベースライン、そして選手のジャ
ンプの傾向、成分、特徴などを捉えるため実施
し、2025 年のシーズンでは年間を通してカウン
タームーブメントジャンプ（CMJ）を中心に測定
を実施した。年間通して国内・国際大会があり、
その大会ごとに 2 週間前、1 週間前と CMJ を測
定した。大会で記録した T スコアと CMJ の高さ
の測定値をグラフ化
し、選手・スタッフ
にフィードバックを
行った。
　大会ごとに傾向を
振り返る材料を数値
化することにより、感
覚的な状態や調子の
評価をし主観と客観
を擦り合わせ、次の大
会に向けてより良い
準備につなげていく。

（2） パラ卓球競技へのトレーニングサポート
　パリ 2024 パラリンピック大会後の新たな強化
サイクルの初年度として、トレーニングサポー
トを開始した。対象は、車いすで競技を行うク
ラス 4（先天性脳性麻痺）の選手及び立位で競技

を行うクラス 9（両下肢機能障がい）の選手であり、
それぞれの障がい特性及び競技特性を踏まえた
サポートを実施した。障がい特性の違いにより
プレースタイルや身体機能の特徴が異なるため、
トレーニングの方針や実施方法も個別に検討す
る必要がある。共通する課題である筋力及び可
動性の向上に対しては、強度や量（回数・セッ
ト数・頻度）の調整に加え、負荷の種類（ダン
ベル、ケーブル、チューブ、徒手抵抗など）や
方向、動作テンポ、補助方法などの要素を考慮
しながらトレーニング指導を行った。これらの
要素はセッション中の身体反応やトレーニング
効果に大きく影響するため、指導員間でも細か
な変数を共有しながらサポートを進めた。
　また、試合期に向けたトレーニング調整につ
いても選手及びコーチのフィードバックを踏ま
えながら検討を行った。2026 年度にはアジアパ
ラ競技大会などの主要大会が予定されているこ
とから、引き続きトレーニング内容及びコンディ
ショニング方法の改善を図りながら検討を進め
ていく。

3. まとめ
　2025年度はロサンゼルス 2028 大会のスタート
の年である一方、ミラノ・コルティナ 2026 大会
が開催された。どちらも選手や競技団体の要望
をくみ取り、課題を見極めながら我々の知見を
活かして、国際競技力向上に貢献できる取組を
続けていきたい。

（文責　鈴木　駿也、三浦　佳祐、田村　尚之）

　（2） トレーニングサポート
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1．背景・目的
　心理グループは、例年どおり、国際競技力向
上のために、個別サポートと講習会を実施した。
これらの活動について報告する。

2．実施概要
⑴ 個別サポート
　表に、2018-2025 年度までの個別サポート（対面、
オンライン、メール）のセッション数（延べ）と
新規申込者数の年度別件数の推移を示した。2025
年度の個別サポートのセッション数（延べ）は
2024 年度より増加し、新規の申込はやや増加し
た。セッション数の増加の要因は、ミラノ・コル
ティナ 2026 大会に向けた選手のサポート件数が
増えたためと思われる。また、新規申込者の競技
種目でみてみると、同大会に向けた冬季種目が増
加し、夏季新種目やアジア競技大会種目なども見
られた。

⑵ 講習会（啓発・研修）
　表に、2018 -2025年度の講習会（心理サポート
やメンタルトレーニングに関すること等）の数を
示した。2025 年度の講習会の数は、2024 年度か
らやや減少した。今回は、ジュニア選手を対象に
した定期的に行う講習会が最も多かった。また、
冬季のチーム種目が上記大会前に、複数回講習会
を行ったケースもあった。
　さらに、冬季のパラリンピック競技において、
同大会に向けてのチームビルディングを主なテー
マとして行った講習会もあった。この講習会では、
スポーツメンタルトレーニング指導士と臨床心理
士が協働して遂行した。このような取組は初めて
であり、チームの多様な要望に応える形で進めた。
改めて、チームサポートを行う際の講習会の有効
性を感じた。
　また、2026 年アジア競技大会の種目からの申
込もあり、幅広い種目で講習会を行った。

⑶ ミラノ・コルティナ 2026 大会でのサポート
　同大会では、リビーニョの村外サポート拠点で
サポート活動を行った。また、そこから選手村に
入ってのサポート活動も行った。その際、JSC の
リハビリスタッフが選手村に滞在していたこと
で、スムーズなサポート活動をすることができた。

これは、2023 年 8 月から実施している、心理グルー
プスタッフのリハビリ室の滞在によって、普段か
らリハビリスタッフとコミュニケーションをとっ
ており、そのことでより良いサポート活動につな
がったと思われる。
　また、JOC のウェルフェアオフィサーとの連携
も行った。ミラノ・コルティナ 2026 大会が始ま
る前に、JOC のウェルフェアオフィサー、JSC の
村外サポート拠点のスタッフとオンライン MTG
を行い、組織・体制、役割などについて確認した。
さらに、それぞれの活動について情報共有も行い、
連携・協働の確認を行った。これらのことにより、
現地で有効なサポートを行うことができた。

⑷「HPSC 内心理部門（スポーツ心理、臨床心理、
　 心療内科、内科）合同カンファレンス」の開催
　2024年度から、本カンファレンスを月に１回
開催している。この会では、JISS（HPSC）内の心
理部門の専門家が協力・協働し、様々な事例に対
応できるように話し合っている。この会によって、
様々な専門領域からの多様な見方ができるように
なり、サポートの質の向上に貢献できていると思
われる。今後も、様々な専門家が協力・協働して
いくことの重要性を感じた。

⑸ 事例検討会
　心理グループは、2003 年から約月 1 回のペー
スで事例検討会を実施している。その数は、2025
年度で 200 回を超えた。これまで様々な事例が発
表され、会の発表者・参加者にとって有意義な会
となり、その後のサポート活動に役立てている。
2025 年度は個別サポートだけでなく、チームサ
ポートの事例についても発表された。これらは、
今後のサポート活動に有意義に作用し、また、そ
の知見も積み上がっている。

3．まとめ
　2025 年度においても、個別サポート、講習会、
そして村外サポート拠点など充実したサポートを
遂行することができた。今後も選手及び競技団体
の要望に可能な限り応えられるよう HPSC 内の
心理分野全員で力を合わせ、引き続き国際競技力
に貢献していく所存である。

　　　　　　　　　　　　　（文責　立谷　泰久）

(3) 心理サポート
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2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

個別サポート
セッション数（延べ） 971 738 1,152 816 602 613 650 832

新規申込者数 45 38 30 23 28 38 31 37
講習会 啓発・研修 24（0） 29（1） 9（0） 18（0） 13（0） 29（0） 18（1） 16（2）

表　2018 ～ 2025 年度　年度別個別サポートと講習会の数（単位：人、件）

※講習会の (  ) の数は、全体の数のうちパラリンピック選手を対象として行ったもの



1．背景・目的
　2025 年度は、2026 年 2 ～ 3 月開催のミラノ・
コルティナ 2026 大会に加え、2026 年度の愛知・
名古屋アジア 2026 大会も見据え、トータルコン
ディショニングの一環として、選手個人及び競技
団体の要望に応じた栄養・食事面からのサポート
を以下のとおり実施した。

2．実施概要
⑴ 個別栄養サポート
　個別栄養サポートは、クリニック内栄養相談室
やコンディショニングスペースでの対面式を基本
とし、必要に応じてメールやオンラインでも実施
している。2025 年度の個別栄養サポート件数は
620 件で、2024 年度 436 件から増加した。内訳は
オリンピック競技選手 526 件（2024 年度 334 件）、
パラリンピック競技選手 94 件（同 102 件）の
実施であった。2025 年度はミラノ・コルティナ
2026 大会だけでなく、愛知・名古屋アジア 2026
大会出場を目指す競技の選手から、サポート依頼
が増加したことが関係していると考えられる。
　また、サポート種別でみると、コンディショニ
ングチームの各分野スタッフが外傷・障害の回復
に向けて連携するトータル・コンディショニング
サポート（TCSP）での栄養サポートが 85 件（2024
年度 93 件）、パフォーマンス発揮を目的に複数分
野で連携するコンバインド・コンディショニング
サポート（CCSP）は 56 件（同 28 件）、栄養分野
のみで行う食事分析、体組成管理、栄養情報提供
を中心とした栄養サポ―トは 350 件（同 232 件）、
JOC エリートアカデミー生を対象としたサポー
トは 51 件（同 52 件）であった。
　なお、相談内容は減量、増量、身体組成の改善
といった「ウエイトコントロール」が 353 件であ
り、2024 年同様に全体の約 6 割を占めた。

⑵ 栄養講習会
　競技団体から JISS 医・科学サポート受付に依
頼のあった HPSC 内で開催された栄養講習会は
23 件（延べ受講者数 789 名）で、2024 年度の 16
件（延べ受講者数 441 名）に比べ増加した。夏季
競技種目ではパリ 2024 大会が終了し、NF にお
いてロス 2028 年に向けた新たな体制や強化方針
が組まれたことによる影響が考えられる。
　なお、実際の栄養講習会では「HPSCネットワー
クを通じた医・科学、情報サポートの展開事業

（NW事業）」の栄養分野メンバーが中心となって
作成した HPSC 講習会パッケージを活用するこ
とで、依頼の増加に対して問題なく事前準備など
の対応ができた。今後も NF からの要望に沿った、
選手の育成と強化活動に貢献できるような栄養講

習会の実施を進める。

⑶ 栄養評価システム「mellon Ⅱ」の利用状況
　HPSC 内にある 3 つのアスリート向けレストラン

「R3」、「SAKURA　Dining」、「イースト食堂」に
設置されている mellonⅡの2025年度の利用実績は、
合計 20,189 件（オリンピック競技 18,051 件、
パラリンピック競技 2,138 件）であり、2024 年度
とほぼ変わらなかった。この理由として、特定の
選手やチームが継続的に、強化合宿時の教育ツー
ルとして、また、通常練習期のコンディショニン
グのための摂取量評価として、mellon Ⅱを活用
していることが考えられる。また、個別サポート
で減量を目的とした選手も、mellon Ⅱを用いて
エネルギー及び栄養素摂取量の過不足をモニタリ
ングし、食事調整に役立てている。
　今後も選手のコンディショニングに向けた食事
摂取量の確認及び評価に mellon Ⅱが活用される
よう、引き続き栄養評価システムの安定稼働と整
備を行う。

（4） JISS-NF 栄養スタッフ会議の開催
　本会議は、各 NF の栄養スタッフとの連携を深
め、栄養サポートに関するネットワークを強化す
ることを目的としている。2025 年度は、ミラノ・
コルティナ 2026 大会開催前である 11 月にオンラ
インにて第 11 回目の会議を開催した。JOC 及び
JPC に加盟する NF の栄養スタッフや NF 関係者
と、JOC 及び JPC のスタッフ、そして HPSC ス
タッフなど総勢約 100 名が参加した。
　会議の主な議題は、①ミラノ・コルティナ
2026 大会に向けた情報共有、②強化戦略プラン
を軸としたスポーツ医・科学等サポートの充実、
③ NW 事業栄養分野が作成した HPSC 講習会パッ
ケージ及びサポート・スペシャリスト研修プログ
ラムのご紹介、の 3 点だった。また本会議の参加
者を中心に、ミラノ・コルティナ 2026 大会に関
係する情報共有として、ミラノ選手村及び村外で
必要とされる食環境情報を、「ミラコル栄養ニュー
ス」として大会前から大会終了まで随時配信した。
今後は配信した情報の活用についての振り返りを
行う予定である。

3．まとめ
　冒頭に述べたとおり、2026 年度は愛知・名古
屋アジア 2026 大会開催が予定されている。選手
強化に役立つよう、引き続き栄養サポートや食環
境整備に努めたい。

（文責　亀井　明子、元永　恵子）

（4）栄養サポート
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③ミラノ・コルティナ 2026大会本番中のリモート
映像分析支援
　ミラノ・コルティナ 2026大会開催期間中に、支
援事業とハイパフォーマンス・サポート事業で連
携を図りながら、JISS3階の情報サービス室を活
用して大会公式映像を視聴しながらの映像分析支
援を可能にするブースを設けた。ナショナルチー
ムから、自国や他国アスリートの技術分析、演技
内容によるジャッジ分析、ライン取りの研究、レー
スの戦略立案、対空時間の算出、ジャンプ台やエ
ア台に合わせるための即時フィードバックなど、
多様なニーズへ応える形での映像分析が求められ
た。オリンピック期間は、スノーボード（スロー
プスタイル・ビッグエア、ハーフパイプ）、スキー
ジャンプ、スキークロスの 6 競技延べ 52 名の映
像分析スタッフがブースを利用した（写真 2）。パ
ラリンピック期間は 2 競技延べ 29名の活動に留
まったが、パラアルペン及びパラスノーボードの
どちらもメダル獲得の好成績だった。

（2）情報技術サポート
①ツール開発による IT 支援
　情報技術サポートでは、インターネット上で公
開されているリザルトなどのデータを自動収集す
るツールの開発を行った。ノルディック複合向け
リザルト収集システムは、ワールドカップほか国
際大会のリザルトデータを自動収集し、コーチや
分析スタッフが加工しやすい形でダウンロードで
きるようにしている。また、このツールの横展開
として、ブレイキン、柔道、卓球、ウエイトリフ
ティングなどの競技で同ツールをコーチやアナリ
ストが自らツール改善ができるよう継続的な支援
を行った。

② JISS share 運用支援
　ファイル共有WebシステムのJISS shareはオリ
ンピック競技（38種別）、パラリンピック競技（23種別）
から申請があり、合計51種別で利用された。リモー
トもしくは対面で 8 件（計 12 名 ) の管理者向け講
習会を行った。各競技の保存容量は 1TB を上限
とし、必要に応じて容量の増量を行った。総アカ
ウント数は 1,839 件で、総データ容量は 36.29TB
であった。

1．背景・目的
　JISS の映像 / 情報技術サポートでは、映像技術、
情報技術を用いた競技団体への支援活動を継続し
て行っている。2025 年度については、ミラノ・コ
ルティナ 2026 大会本番中に JISS からのリモート
映像分析支援ブースを開設し現地へ向けた後方支
援や、ロサンゼルス 2028 大会へ向けた継続的な
強化活動の中での映像・情報技術の活用促進、ま
た、これらの活動から得られた知見を競技現場へ
還元するために、競技団体の人材育成のための講
習会の開催も行った。

2．実施概要
（1）映像技術サポート
①ビデオフィードバックシステム運用支援
　映像技術サポートでは、競技現場でのビデオシ
ステム活用支援を継続して行った。競技映像即時
フィードバックの目的として開発した JISS Air ス
マホアプリについては、ノルディック複合男女や
スキージャンプ女子、スノーボードクロス男女、
スノーボードスロープスタイルビッグエア男女など
の冬季競技のナショナルチームが、国内外のナ
ショナル合宿、ワールドカップ、ミラノ・コルティナ
2026 大会でも活用され、コーチングの質向上及び
アスリートの動作改善をサポートした。

② JISS nx 運用支援
　クラウド型スポーツビデオデータベース JISS 
nx について、2025 年度はオリンピック競技（37
種別）、パラリンピック競技（22 種別）から申請
があり、合計 59 種別で利用された。
　2025年度末の総映像登録数は 860,235 件、総有
効アカウント数は 5,102 件であった。講習会は管
理者向けが 9 件（計15名）、利用者向けは 2 件（90名）
であった。国際・国際大会の映像共有からタレン
ト発掘合宿前後での利用など活用方法は競技団体
でさまざまだが、例えばウエイトリフティングで
は、中高生エリート育成合宿の中で利用者講習会
を行い、選手たち自身が競技動作について深く考
えるきっかけ作りとしていた（写真 1）。

(5)　映像 / 情報技術サポート

写真 1　JISS nx アプリ　2 画面比較

写真 2　JISS 映像分析ブースの様子
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（3）映像・IT アカデミー（DiTS）の開催
　競技現場での映像・IT 技術の活用促進や人材育
成支援を目的として「ハイパフォーマンススポー
ツのための映像・IT アカデミー（DiTS）」を開催
した。2025年度も映像基礎講座「BASIC」、映像
応用講座「ADVANCE」、プログラミング基礎講
座「プログラミング BASIC」、プログラミング応
用講座 「プログラミング ADVANCE」の 4 講座を
設け、受講者が選択して受講できるようにした。

「BASIC」では、映像基礎、動作分析、ゲーム分
析といったスポーツ場面における映像サポートの
一連の流れを学べ、また、「ADVANCE」では、 
BASIC の内容を発展させ、より専門的かつ実践的
な知識や技術を学ぶことができる（写真 3）。

　「プログラミング」では、最近利用者が増加し
ている「Python」を利用して、 データ処理を自動
化する方法などを学ぶことができる。ツール開発
による IT 支援でも触れたリザルトデータの自動
収集や、利用しているクラウドからのフィジカル
データの自動収集など、担当競技におけるデータ
利用の効率化を実現するための学びの機会を提供
している（写真 4）。
　有料講習会として開催しているが 2025 年度も
計 19 名の受講があった。JOC ナショナルコーチ
アカデミーやオリンピック・パラリンピック競技
のハイパフォーマンスディレクター研修会の場で
DiTS の活動紹介を行う機会があったことがきっ
かけで、体操競技映像分析スタッフの学び直し、
ブラインドサッカー・車いすバスケットボールな
どパラリンピック競技からもスタッフも多くの参
加があった。

　

　また、ハイパフォーマンススポーツ・カンファ
レンス 2025 にて、初めて DiTS 紹介ブースの出店
を行った。これまで DiTS 受講のなかった競技団
体関係者だけでなく、地域スポーツ関係者や専門
学校の先生など、たくさんの方々がブースにお越
しいただき、活発な議論が実施され、認知度の向
上も図られた（写真 5）。

　

　DiTS については、2026 年度も春から定期的に
開催できるよう引き続き準備を進めるとともに、
学んだことを実践の場ですぐに活かせるよう、ま
た、フォローアップについても柔軟に対応できる
体制構築にしっかりと取り組みたい。

3．まとめ
　冬季オリンピック・パラリンピックは前々回の
平昌 2018 大会及び前回の北京 2022 大会において、
日本との時差が 0 時間や 1 時間と少なかったため、
あまり意識することなく日本からリモートで映像
分析支援を行うことができた。しかしミラノ・コ
ルティナ 2026 大会では時差はマイナス 8 時間と
なり、かつメダルマッチの多くが現地でのナイタ
ーゲームとして実施されたため、日本からの支援
は時差との戦いを避けられない状況であった。
　現時点では、AI が全ての競技映像分析を自動
で行い、人間は何もせずに見守るという世界には
まだ到達していない。そのため、我々スタッフは
夜な夜な頭をフル回転させ、手を動かし、応援も
しながら日本選手団とともに大会を戦った。
　こうした本番での支援に加え、事前のシミュ
レーションや日々のトレーニング場面も含めて、
我々はスキー・スノーボードチーム、パラアルペ
ン・パラスノーボードチームと長期間にわたる協
業を重ねてきた。その延長線上で本番大会での活
動もでき、各チームの躍進も共に喜ぶことができ
た。こうした映像・情報技術支援を、今後も継続
していきたい。

（文責　三浦　智和）

写真 3　DiTS2024　映像 BASIC の様子

写真 5　HPSC カンファレンスでの DiTS ブース出店

写真 4　DiTS2025　プログラミング ADVANCE の様子
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パフォーマンスを構成する要素の相互関係をモ
デル化（パフォーマンス構造モデル）し、NF
と共有した。パフォーマンス構造モデルで示さ
れた要素のうち、総合型サポートが集中して向
上をねらう要素を NF との議論の中で明らかに
し、サポート計画を立案した。

3. サポート事例
（1）パラアルペンスキー
　パラアルペンスキーでは、4 名の選手を対象
に以下のサポートを行った。
①体力トレーニング：夏季の陸上トレーニング
期間においては、JISS 来所可能な選手には JISS
にて、JISS 来所が困難な選手には遠隔でトレー
ニングメニューを提供した。雪上トレーニング
期間中においても、現地にて実施可能なトレー
ニング方法を指導した（写真 1）。トレーニング
は、主に雪上トレーニング期間における滑走本
数の増加をねらいとして行われた。
　トレーニングの効果は、3 回（5、8、10 月）
の体力測定で検証した。体力測定の項目は、身
体組成、乳酸カーブテスト、等速性膝関節伸展
/屈曲力、上肢プル/プッシュパワー、姿勢チェッ
ク（FAAB）であった。
　筋力・パワーは向上し、過去シーズンと比較
して滑走本数を増加させることができた。

②高地順化トレーニング：パラアルペンスキー
では、高所（標高 3,000m 以上）かつ長期間の

1. 目的
　総合型サポートは、複数分野の研究員及び専門
スタッフが連携し、競技現場における課題の発見
から達成までを一体的に支援する取組である。
　JISS が保有する測定・分析・トレーニング機
器及び施設といった強みを最大限に活用し、対
象競技の競技力向上を支援するとともに、その
成果を JISS 特有の知見として公表することを目
的として実施した。

2. 事業の進め方
（1）対象の選定
　総合型サポートでは、JISS の人的・物的資源
を集中して活動するに当たり、サポート対象と
なる種別を厳選する必要があった。そのため、
2022 年度にスポーツ医・科学支援事業部会にお
いて以下の 5 つの観点に基づき対象競技を選定
した。

①競技力：次のオリンピック・パラリンピック
　大会において予想される成績
②既存の業績：これまで JISS において蓄積され
　てきた研究と支援の成果が活用できるか。
③新規の業績：サポートを通じて得られた知見
　が新しい研究テーマを創出するか。また、他
　競技への支援に活用できるか。
④ JISS の強みが生かせるか：科学的な測定・分
　析に基づいたパフォーマンスの評価、トレー
　ニング・コンディショニング方法の提案が可
　能か。
⑤ NF の受け入れ態勢：スポーツ医・科学に関
　する興味関心があり、JISS の提案や介入の　
　受け入れが可能か。また、論文投稿や学会発表
　などの成果公表に理解を示していただけるか。

　上記 5 つの観点に基づいて選定した 7 種別（パ
ラ陸上、スポーツクライミング、競泳、バドミ
ントン、トランポリン、スノーボードスロープ
スタイル・ビッグエア、パラアルペンスキー）
を支援の対象とした。

（2）サポート体制
　サポート対象ごとに主担当と副担当を配置
し、各専門領域（フィットネス評価、バイオメ
カニクス、トレーニング研究、コンディショニ
ング研究、栄養、心理、トレーニング指導、映像・
IT）から研究及びサポート実績に基づいてメン
バーを招集し、サポートチームを形成した。

（3）サポートの進め方
　サポートチーム内での議論により対象競技の

（6）　総合型サポート
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写真 1 　座位選手を対象としたトレーニング
　　　　サポートの様子



4. まとめ
　2025 年度は、冬季競技の最重要競技会であるミ
ラノ・コルティナ 2026 大会が開催され、2022 年
度からスタートした総合型サポートの効果を検証
する年となった。
　サポート対象となった冬季 2 種別においては、
先に述べたとおり当初のサポート課題がおおよそ
達成できた上、パラアルペンスキーでは銀２、銅
１とパラリンピック日本代表全体のメダル獲得数

（4 個）の大半を占める活躍であったこと、SSBA
では金３、銀２、銅１とオリンピック日本代表全
体（24 個）の中核となる活躍であったことから、
本活動は一応の成功を見たといえよう。

（文責　窪　康之）

海外遠征（主に欧州）が多いため、日本国内に
おいて低酸素室を利用した順化トレーニングを
行った。

③栄養サポート：過去シーズンにおいて、体重
増加により滑走技術の低下と用具調整の難化を
招いたことがあったため、シーズン中の体重を
維持するための栄養サポートを行った。基準と
なるエネルギー摂取量を提示し、遠征先の食事
内容を調整することで、シーズンを通じて体重
を維持することができた。

④心理サポート：個々の選手の心理面の課題達
成だけでなく、代表チーム全体の連携を強化す
るため、心理スタッフが遠征に帯同した。

（2）スノーボードスロープスタイル・ビッグエア
　　（SSBA）
　SSBAでは、10名の選手を対象に以下のサポー
トを行った。
①コンディショニングサポート：シーズンを通
じて競技会中の皮膚温と深部温をモニタリング
した。高いパフォーマンスを発揮できる体温の
基準を明らかにし、オリンピック本番でもそれ
が維持できるよう衣服の量とウォーミングアッ
プの内容を調整した。

②動作分析：シーズンを通じてトレーニング及
び競技会において技の滞空時間と回転数から空
中の平均角速度を算出し、個々の技を実施可能
にする力学的条件を明らかにした。この情報は、
オリンピック会場においても逐一測定・分析・
フィードバックがなされ、高い順位をねらうた
めの技の選択に活用された。

③心理サポート：日本人選手と他国の選手が実
施する技の難易度と得手不得手をマトリクス化
し、選手・コーチの意思決定に活用した。
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写真 2 　オリンピック会場で動作分析を行う様子



3. JSC サポート拠点における支援体制
　本事業では、ミラノ・コルティナ 2026 大会、
ロサンゼルス 2028 大会等の大規模な国際競技
大会において、大会期間中の現地での最終的な
強化・調整のためのサポートを実施するための
体制づくりを進めており、過去大会で蓄積した
経験に基づき、ミラノ・コルティナ 2026 大会、
ロサンゼルス 2028 大会においても充実した最
終強化・調整のためのサポートを実施できるよ
う体制を構築している。
　2025 年度はミラノ・コルティナ 2026 大会が
イタリア国内で分散開催され、ミラノに JSC サ
ポート拠点を設置、また、他の複数地域にスタッ
フを配置し、日本選手団等をスポーツ医・科学、
情報面から総合的にサポートした。
　また、ロサンゼルス 2028 大会におけるサポー
トに向けて関係機関・各種専門分野スタッフ等
との各種調整やヒアリングを行い、JSC サポー
ト拠点の設置に向けた検討及び準備を進めた。

（文責　窪　康之）

1. 事業の目的
　本事業は、ミラノ・コルティナ 2026 大会、
ロサンゼルス 2028 大会等の大規模な国際競技
大会で日本代表選手がメダルを獲得できるよ
う、スポーツ医・科学、情報の各分野からサポー
トを提供することを目的として実施された。
　支援の対象は、スポーツ庁が定めるターゲッ
トスポーツ又は重点支援競技であり、メダル獲
得の可能性に応じてサポートスタッフを配置
し、サポート活動を行った。

 2. アスリート支援
　アスリート支援では、表に示す 7 分野につい
てスタッフを配置してサポート活動を行った。
活動に先立ち、競技団体との合意による年間計
画書を作成し、これに基づいたサポートを実施
した。年間計画書は、日本代表合宿や選手の所
属先などで行われるトレーニングだけでなく、
各種競技会がいつ、どこで行われるか、また、
それらの強化現場において、どのような分野の
サポートが必要かを網羅したものである。年間
計画書作成をはじめとする競技団体との連絡・
調整は、本事業のマネジメントスタッフが行っ
た。マネジメントスタッフは、随時競技団体と
連絡を取って課題を抽出し、サポートスタッフ
の配置を決め、サポート活動の内容と進捗を管
理した。

(７) ハイパフォーマンス・サポート事業　　　　　　　スポーツ庁委託事業

表　サポート分野と主なサポート内容

サポート分野 主なサポート内容

コンディショニング コンディショニング、リハビリテーションを目的としたエクササイズ、ケアの提供

トレーニング 障害予防、パフォーマンス向上を目的としたエクササイズの提供

映像 トレーニング・競技会における映像の撮影とフィードバック、映像データベースの構築

バイオメカニクス パフォーマンス・動作分析

生理・生化学 生理学的モニタリング、体組成チェック

栄養 体組成チェック、栄養相談、栄養調査・分析

心理 メンタルマネジメント技法の提供、心理カウンセリング
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表　研究の柱及び特別プロジェクト研究

7 スポーツ医・科学研究事業

（1）　国際競技力向上に資する研究の推進 

1．概要
　スポーツ医・科学研究事業は、スポーツ医・
科学、情報等の各機能が統合した JISS の特長を
生かし、必要に応じて NF スタッフや国内外の
研究者・研究機関と連携しながら、国際競技力
向上のために有用となる知見や方策を生み出す
ための調査・研究・開発を行うことを目的とし
ている。
　2024 年度より、重点的かつ時限的に取り組む

「研究の柱」を中心として研究活動を推進する
方針となり、組織として臨時で取り組む「特別
プロジェクト」、将来的に研究の柱につながる
小規模な「萌芽研究」を含む 3 つの研究の種類
で構成されている。
　研究の柱は、課題を明確にしてその課題に対
して重点的に取り組むこと、並びに外部に対し

てテーマ自体やその成果を積極的に示すことの
2 つを目的として設置された。研究の柱のうち、

「総合型サポートに直結する研究」については、
総合型サポート（スポーツ医・科学支援事業の
項参照）充実に向けた新たな理論や新たなトレ
ーニングの構築のための研究と位置づけ、総合
型サポートを実施する上で必要性が生じた際に
実施する枠組みである。2025 年度の研究の柱と
特別プロジェクト研究は表に示したとおりであ
り、次ページから 1 件ずつ概要を説明する。
　その他、JISS では、外部研究資金である「学
術研究助成基金助成金 / 科学研究費補助金」や

「民間団体研究助成金」を積極的に獲得するよ
うに努めている。

（文責　横澤　俊治）

研究の種類 研究テーマ 研究代表者

研究の柱

パフォーマンス構造モデルに基づいた支援プロセスの確立 安藤　良介

デジタル技術・用具の強化活動への実装 尾崎　宏樹

競技会開催地に応じた特殊環境対策の実装 中村　真理子

スポーツ医学に対する疫学的アプローチの強化 福嶋　一剛

社会的背景を考慮したスポーツ科学・医学・情報支援の推進 久保田　潤

総合型サポートに直結する研究

a) 採点競技における演技の出来栄えの決定要件の究明 横澤　俊治

b) スノーボードスロープスタイル・ビッグエアにおける外傷・障害予防のための調査
とフィットネス評価 稲葉　優希

c) スノーボードスロープスタイル・ビッグエアにおける選手の心理的特性とコーチ
のコーチング行動に関する実態調査 尾崎　宏樹

特別プロジェクト
研究

世界陸上 2025 における世界一流および日本代表陸上競技者のパフォーマンスと
技術 松林　武生
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❶　研究の柱

 1.　パフォーマンス構造モデルに基づいた支援プロセスの確立

研究代表者　安藤良介（スポーツ科学研究部門）
メンバー　　山下大地、大岩奈青、山岸卓樹、萩原正大、白木駿佑、ヘンダーソンフレデリック、本間洋樹、田中喜晃、
　　　　　　吉田拓矢、小泉潤、景行崇文、牧野瑞輝（以上、スポーツ科学研究部門）、柄木田健太、妙　園香苗
　　　　　　（以上、スポーツ医学研究部門）

1. 背景・目的
　近年、球技・ラケット系種目において競技の高速
化が進んでいる。このような背景により、例えばサッ
カーでは試合中のスプリント回数をパフォーマンス
指標の 1 つとして評価することがある。本研究では、
バスケットボールやバドミントンのような方向転換
が非常に多い競技特性において、加速度の累積値（累
積加速度負荷：AAL）をパフォーマンス指標として
捉え、これを構成する下位要素として有酸素性能力

（最大酸素摂取量：  O2max）と下肢パワー（カウン
タームーブメントジャンプ高）を位置付け、これら
の関係を検討することを目的としている。2024 年度
には、バスケットボールの試合中の AALhigh（高強
度の AAL）と   O2max の間に有意な正の相関関係が
見られた。2025 年度では、それらの測定値が縦断
的に変化したときの関係の検討とバドミントンにお
いて試合中の AAL と体力要素の関係を横断的に検
討した。

2. 方法
　バスケットボールでは、インカレ出場相当のチー
ムに所属する男子選手 25 名を対象に  O 2 max と
カウンタームーブメントジャンプ高及び試合中の
AAL を測定した。試合の詳細は 2024 年度の年報に
記載のとおりである。AAL の測定には慣性センサー

（Kinexon 社製）を用い、強度に応じて AALlow、
AALmedium、AALhigh、AALvery high に 分 類 し た。
測定の時期はシーズン前（2 月、2024 年度成果）と
シーズン中（11月）であった。各測定項目について、
対応のある t- 検定を用いてシーズン前とシーズン中
を比較し、各測定項目の変化について反復測定相関
分析を実施した。
　バドミントンでは、インカレ出場相当のチームに
所属する男子選手 25 名を対象に  O2max とカウン
タームーブメントジャンプ高及び試合中の AAL を
測定した。なお、第 1 ゲームと第 2 ゲームの結果に
関わらず、全ての試合は第 3 ゲームまで実施した。
各強度のAALと   O2max 及びカウンタームーブメント
ジャンプ高との関係をピアソンの積率相関係数を用
いて検討した。

3. 結果
　バスケットボール選手の  O2max と試合中の
AALvery high は、シーズン中に有意に高値を示した

（表）。また、シーズン前からシーズン中への変化には、
反復測定相関分析により有意な関係が見られた（図）。

　

　バドミントン選手の  O2max 及びカウンタームー
ブメントジャンプ高は、全ての強度の AAL との間
に有意な相関関係は見られなかった。

4. 考察
　バスケットボール選手において、  O2max の改善
は、試合中の超高強度の活動量を増加させることが
示唆された。特にプレー時間が長い選手は、試合を
通して高強度の活動量を維持するために、  O2max を
改善するトレーニングやコンディショニングが重要
であると考えられた。
　バドミントン選手において  O2max やカウンター
ムーブメントジャンプ高と AAL の間に有意な相関
関係が見られなかった原因は不明である。ラリー時
間・打数が異なるエリート選手や女子選手において
検討を継続していく予定である。

（文責　安藤　良介）

表 　バスケットボール選手の   O2maxとジャンプ高、AAL

*: p < 0.05 vs. シーズン前

図   O2max と AALvery high の変化の関係
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研究代表者　尾崎宏樹（スポーツ科学研究部門）
メンバー　　星川雅子、石毛勇介、山邉芳、相原伸平、稲葉優希、袴田智子、中島大貴、加藤聡志、來海郁（以上、
　　　　　　科学研究部門）、山本悠介（デジタル推進室）
外部協力者　木村新（法政大学）、鈴木功士（日本大学）、吉岡伸輔（東京大学）、桝井文人（北見工業大学） 

1. 背景・目的
　ハイパフォーマンススポーツにおいて、企業や
研究者などから、強化現場に対して新しい技術や
用具、デバイス等（ツール）の導入を提案される
ことが多い。それらの中には、強化活動の実態に
合わず、ツールの活用が継続されない例も散見さ
れる。ツールが強化現場の実態に合わなければ、
無駄なコストを費やすだけでなく、導入前の状態
に戻すことが困難になるリスクもある。新たなツー
ルを強化活動に導入するには、事前にメリットと
リスクを十分に検討した上で、適切なプロセスに
則って進める必要がある。そこで本研究では、用具、
AI、アプリケーションの開発と、その強化活動へ
の実装を目的とした５つの異なる研究を実施した
のち、①異なるツール開発・実装プロセスにおいて、
共通して必要とされる要件、②用具開発、AI 開発、
アプリケーション開発の場合にそれぞれ求められ
る実装のための要件を明らかにすることを目的と
した。

2. 実装の定義
　各開発ツールが、以下のような状態で強化活動
に活用されている状況が確認できたことをもって
目標を達成したこととする。

（1）用具の実装
　開発した用具がオリンピック・パラリンピックに
　向けたトレーニングにおいて継続的に使用され、
　かつ、オリンピック・パラリンピックにおいて
　選手がいつでも使用可能な状態

（2）AI の実装
　開発した AI が NF コーチやアナリストの分析
　フローに組み込まれている状態

（3）アプリの実装
　開発したアプリケーションが NF コーチやアナ
　リストの分析・評価フローに組み込まれている
　状態

3. 各中項目の研究テーマ
　本研究では、以下の 5 つの研究テーマを中項目
と位置付けて実施している。各研究テーマの詳細
は別途報告する。

（1）冬季ウエアの空気力学的機能向上のための研究
（2）パラアルペンスキー競技力向上のための用具
　　開発研究

（3）競技特化及び簡易計測を実現するトラッキング
　　技術の研究

（4）AI を用いた戦術分析や戦術トレーニング支援
　　に関する研究

（5）映像及び生体情報を活用したリモート支援シス
　　テムの構築

4. 強化現場への実装のための要件案
　各中項目の研究によって開発したツールに共通
して求められる、強化現場への実装の要件とその
観点案を表に示す。各中項目のプロジェクトメン
バーが行った、日々の研究活動や実装場面におけ
る活動を、プロジェクト実施期間中全て記録した。
その後、各活動において抽出された開発・実装の
ための観点や要件に関連するイベントやユーザー
の反応などを中項目ごとに取りまとめた。各中項
目のプロジェクトリーダー及びスーパーバイザー
によって定期的に開催された検討会においてツー
ルに共通する、実装のための要件案を整理した。

　

　

　なお、ツール別に求められる同要件については、
各中項目の研究活動が全て終了した時点で検討す
ることとしている。

5. 今後の課題
　今後は、ツールごとの要件を整理し、ユーザー
からのヒヤリングも参考に、ハイパフォーマンス
スポーツにおける適切なツール開発と実装のため
の要件をまとめる。

（文責　尾崎　宏樹）

2.　 デジタル技術・用具の強化活動への実装

表　ツール実装のための観点と要件（案）

観点 要件（案）

ツールの
機能性

NF のニーズに合った設計
競技パフォーマンスの最適化

ツールの実用性
専門家以外も使える UX 
実環境での正常な動作

ツールの評価

ツールによる効果や影響の観察
理論と実践のギャップの分析
改善点の特定と改良

実装環境
競技規則等への適合
十分な啓発機会の確保

強化現場の
受け入れ態勢

ユーザーのリテラシー
NF の課題の明確化

実装への
働きかけ

課題に対応した運用体制の構築
スモールスタート
実装前のトライアル
ツールの効果の実感

運用
現実的な運用コスト
強化の一環としての運用



研究代表者　中村真理子（スポーツ科学研究部門）
メンバー　　岩田理沙、大岩奈青、衣笠泰介、小出所大樹、清水和弘、清水潤、田中喜晃、谷村祐子、玉井伸典、
　　　　　　元永恵子、花岡裕吉、星川雅子、門馬怜子（以上、スポーツ科学研究部門）、笹代純平、高橋佐江子、
　　　　　　庄子理絵（以上、スポーツ医学研究部門）、山本悠介（デジタル推進室）
外部協力者　清水怜有（トヨタ記念病院）、内藤貴司（北海学園大学）、竹林由武（福島県立医科大学）、
　　　　　　山仲勇二郎（北海道大学）、中尾光之（東北大学）

1. 背景・目的
　暑熱、寒冷、高地（低酸素）環境下で開催される
国際競技大会に向けては、これらの特殊環境に曝さ
れることによるパフォーマンス低下を最小限に抑え
るため、各環境への順化、身体の冷却、保温、リカ
バリーといった対策が重要である。国外への遠征時
には、時差調整や長時間の移動による疲労、さらに
は感染症対策も重要な要素となる。ロサンゼルス
2028 大会では、東京 2020 大会ほどの高温多湿な環
境ではないものの、熱波や日内気温変動の影響を受
け、断続的な暑熱環境下での開催が予想される。ま
た、ミラノ・コルティナ 2026 大会では、寒冷及び
準高地環境で開催された。これらの特殊環境に適応
するためには、戦略的な環境対策を実施し、競技パ
フォーマンスを最適化することが求められる。
　本研究では、国際競技大会開催国の特殊環境に対
応した実践的な対策方法を確立することを目的と
し、⑴夏季大会に向けた暑熱対策プロトコルの開発、
⑵ 海外遠征時に有効なコンディショニングツールの
開発、⑶ 国際大会開催地に応じたコンディショニン
グ手法の実証、について検討した。

2. 各中項目の研究テーマ 
（1）夏季大会に向けた暑熱対策プロトコルの開発
　2025 年度は、温熱刺激を活用した適応・回復プロ
トコルの開発を目指し、2 つの課題を設け検討した。
①高濃度人工炭酸泉（炭酸泉）を用いた 5 日間の暑
熱順化浴の効果を検証した。②健常男性 8 名を対象
に、20 分間の下肢疲労負荷後の回復効果をランダム
化クロスオーバー比較で検証した。介入は 42℃炭酸
泉浴（12 分）、42℃炭酸泉（3 分）及び 19℃冷浴（1 分）
の交代浴 3 セット、座位安静の 3 条件とした。介入
実施 48 時間後まで唾液や筋弾性等の多角的指標を
測定し、最適なリカバリープロトコルを検討した。

（2） 海外遠征時のコンディショニングに有用なツー
　ルの開発
　2025 年度は、海外遠征時におけるアスリートのコ
ンディショニング支援ツールの開発に向け、2024 年
度までに収集・整理した関連知見及び仕様検討の結
果を踏まえ、調達及び実装に向けた具体的準備を進
めた。2025 年末に特許の許諾申請に係る手続が整っ
たことを受け、アプリの調達仕様書及び要件定義書
を作成、必要機能や実装条件等の整理を行った。
　あわせて、海外遠征時のコンディショニング支援
に関するナラティブレビューの作成を進めるととも
に、支援ツールの試作・検討を実施した。アルゴリ
ズムについては、先行研究に基づき再構成を進めて

おり、実装に向けた内容の精査を継続している。な
お、2025 年度末時点では必要書類の整備及び関係部
署との調整を進め、今後の調達及び開発に向けた基
盤を整備した。今後は、アルゴリズムの精査を踏ま
えた開発内容の具体化を進める予定である。

（3） 国際大会開催地の特殊環境に応じたコンディ　
　ショニング手法の実証
①冬季競技におけるコンディショニング手法の実証
　指輪型デバイスや心拍計を用いた、睡眠の質及び
トレーニング負荷の継続的モニタリング体制を構築
し、ミラノ・コルティナ 2026 オリンピック期間中も
運用した。大会期間中は、心拍数、深部体温、筋温、
環境温等の生体・環境データを測定し、村外サポー
ト拠点等において選手へのフィードバックを実施し
た。

② ピリオダイゼーションを考慮したコンディション
　 のモニタリング手法の検討
　コンディション指標の一元管理ツールにより蓄積
された日々のデータを活用し、統計モデル等を用い
た変動パターンの類型化を試みた。あわせて、得ら
れたコンディション変動の評価手法の妥当性につい
ても多角的に検証した。

3. 今後の課題
　2026 年度以降は、各中項目から得られた知見や先
行研究をまとめ、特殊環境に応じた包括的（分野横
断的）かつ実践的な対策方法を確立し、支援におけ
る活用を目指す。

（1）（2）の研究テーマは、大塚製薬株式会社との共同プロジェクト
「JSC ハイパフォーマンススポーツセンター Total Conditioning 
Research Project NEXT」の一環として実施した。

（文責　中村　真理子）

3.　 競技会開催地に応じた特殊環境対策の実装

図 　コンディショニング支援の概要
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 4.　スポーツ医学に対する疫学的アプローチの強化

研究代表者　福嶋一剛（スポーツ医学研究部門）
メンバー　　中嶋耕平、半谷美夏、西田雄亮、重本理花、後藤和海、蒲原一之、友利杏奈、能瀬さやか、三ツ山晃弘、
　　　　　　 笹代純平（以上、スポーツ医学研究部門）
外部協力者　中田由夫（筑波大学）、中山晴雄（東邦大学医療センター大橋病院）、大伴茉奈（桐蔭横浜大学）、
　　　　　　清原康介（大妻女子大学）、笹井浩行（東京都健康長寿医療センター研究所）、小島佑基（つくばセントラル病院）

1. 背景・目的
　アスリートに対し、エビデンスに基づいた予防
戦略を実施するためには、スポーツ外傷・障害及
び疾病の実態を明らかにする基礎データは必要不
可欠であり、スポーツ疫学の重要性は国際的にも
提唱されている。本邦において、特定の外傷・障
害調査は行われているが、対象や期間等の限定的
な内容となっており、競技種目の枠組みを超えた
継続的な調査は行われていない。
　JISS スポーツクリニック（クリニック）は開所
以来、メディカルチェック（MC）及び外来診療
を実施しており、膨大な診療データが蓄積されて
いる。また、JOC や JPSA と医療業務委託を結び、
各国際総合競技大会の選手団本部医務を担ってい
る。さらに、組織内に災害共済給付事業部を有し
国内学校管理下の外傷・障害・疾病データを管理
している。
　これらのデータを属性・カテゴリーごとに分析
することで、アスリートの健康状態に関する多角
的なデータベース構築につなげ、将来の分析的調
査の基盤とすることを目的としている。2025 年度
は、研究の柱の初年度と比較して基盤整備が進む
とともに、論文採択、国際総合競技大会での本番
運用、既存診療録のデータ化着手など、研究成果
の創出と実装の両面で進展がみられた。

2. 各中項目の研究テーマ
　柱 4 の中項目は 3 項目で構成される。

（1）ハイパフォーマンススポーツにおけるメディ
　カルプロブレムの標準化と特徴の抽出
　クリニックに蓄積された診療データを用い、複
数診療領域にまたがるメディカルプロブレムを標
準化して把握することを目的とした。2025 年度は、
JISS クリニック開所以来の紙媒体を含む診療録に
ついて、データ解析に利用可能な形へ変換する作
業に着手した。対象は内科・整形外科に加え、婦
人科や歯科を含み、一部はすでにデータ化が進ん
でいる。2026 年度は引き続きデータ化を進め、解
析へ展開する予定である。

（2）ハイパフォーマンススポーツにおけるメディ
　カルサーベイランスシステムの構築
　国際総合競技大会期間中の外傷・障害、疾病、
メンタルヘルス障害に関する情報を一元的に収集・
共有する体制の構築を目的とした。
　2025 年度は、ミラノ・コルティナ 2026 大会にお
いて本番運用としてサーベイランスを実施し、収
集体制の整備、実際のデータ収集、選手団本部報

告への活用を行った。これにより、今後の国際総
合競技大会に向けた継続的運用の基盤が強化され
た。

（3）スポーツ活動における脳振盪サーベイランス
　システムの構築への取組
　本テーマは継続課題として、災害共済給付デー
タやクリニックの MC データ等を活用し、スポー
ツ関連脳振盪（SRC）の疫学的特徴の把握と予
防戦略につながる知見の創出を目的としている。
2025 年度は、本テーマに関連する研究成果として
2 編の論文が採択された。1 編は日本の中学・高校
生における SRC の疫学、もう 1 編は中学・高校生
サッカーにおける脳振盪の受傷機転を扱ったもの
であり、競技現場での予防策検討に資する知見を
示した。

　

　
3. 今後の課題
　2025 年度は、研究基盤の整備に加え、論文採択
や国際総合競技大会におけるサーベイランス本番
運用など、具体的成果を創出することができた。
今後は、2025 年度に構築・強化したデータ基盤と
サーベイランス体制を活用し、予防戦略の提案や
実装につながる研究へ展開していく。2026 年度は、
診療録のデータ化と解析を更に進め、研究を加速
度的に推進したい。

（文責　福嶋　一剛）
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図　24 競技における部員 1,000 人あたりのスポーツ
関連脳振盪発生割合（災害共済給付データ）



研究代表者　久保田潤（スポーツ科学研究部門）
メンバー　　山下修平、白井克佳、衣笠泰介、中村有紀、中村真理子、萩原正大、藤原昌、桶谷敏之、阿部篤志、
　　　　　　中村宏美、岩田理沙、門馬怜子、小野寺俊一、山口真未（以上、スポーツ科学研究部門）友利杏奈、
　　　　　　西田雄亮、近藤みどり（以上、スポーツ医学研究部門）
外部協力者　相澤勝治（専修大学）、中村大輔（日本サッカー協会）、鈴木なつ未（拓殖大学）、松田知華（名古屋大学）、
　　　　　　原村未来（明治学院大学）、吉田智彦（笹川スポーツ財団）、堀田裕二（アスカ法律事務所）、
　　　　　　松畑尚子（龍谷大学）、平塚拓也（奈良女子大学）、竹澤美郁、勝田隆（以上、東海大学）

1. アスリート育成パスウェイの充実に
　  関する研究
　本研究は、スポーツを始めてからトップアスリー
トに至るまでの過程である「アスリート育成パス
ウェイ」の最適化と知見の蓄積を目的に、相互に
関連する 3 つの課題を設定している。課題①では、
地域タレント発掘・育成事業からシニア日本代表
レベルのエリートアスリートに至るまでの体格・
体力データ面の変遷を縦断的に検証し、成功要因
を特定することを目的としている。課題②では、
第二次性徴等の女性特有の課題を組み込んだ育成
モデルを構築し、競技力とウェルビーイングの両
立を図ることを目的としている。課題③では、NF
による競技別パスウェイモデルの策定・運用に関
する実践知を蓄積し、その構築プロセスを最適化
することを目的としている。これらにより、アス
リートの特性、NF の戦略、地域タレント発掘・
育成事業を有機的に接続する包括的支援システム
の構築を目指している。
　これまでの分析により、以下の知見が得られた。
課題①では、地域タレント発掘・育成事業参加者（運
動能力の高い集団）の中でみると、必ずしも突出
した体格・体力を有していなくてもエリートアス
リートに到達していた。むしろ「女子」であるこ
とや、成長過程での「競技転向」といった構造的
な要因がエリートアスリートに到達する上での予
測因子として示された。つまり、ジュニア年代早
期の体格・体力データだけでは将来有望なアスリー
トのポテンシャルを見出すことが困難であり、多
角的な視点に基づく選抜指標の選定やこの年代で
の競技最適化の重要性が示唆された。課題②では、
女子アスリートはタレント期に規範の内面化が進
む一方、断片的な理解や誤概念の定着が課題とな
ることが明らかとなった。誤概念の修正は困難な
ため、ジュニア年代早期からのリテラシー教育が
不可欠といえる。また、エリート期にはアスリー
ト自身の自己調整学習能力が高まるものの、その
能力を最大限に引き出し、パフォーマンスへつな
げるためには、多分野の専門家と適切に協働でき
るサポート体制の構築が極めて重要である。課題
③では、中長期的なアスリート育成の指針として
活用される「競技別パスウェイモデル」の構築に
おいて、組織内での共通理解の形成や、属人化さ
れた経験の言語化に多くの困難を伴うことが確認
された。しかし、対話を重ねる可視化プロセス自
体が、組織全体の目標共有や一体感の醸成に大き

く寄与することも明らかになった。
　今後は、これまでの研究も踏まえて、タレント
発掘・育成における体力・体格面以外の関連要因
の検討や国内外の事例から、タレント発掘・育成
事業運営の品質・リスク管理に関する情報収集及
び分析を進めていき、アスリート育成パスウェイ
の最適化に寄与する知見の獲得を目指す。

　　　　　　　　　　　（文責　山下　修平）

2. スポーツ団体ガバナンス強化に関する施
　 策の評価
　我が国では 2019 年策定の「スポーツ団体ガバナ
ンスコード」に基づき、NF に対して、毎年の自
己説明の公表と 4 年に 1 度の適合性審査による外
部評価が導入された。このうち適合性審査は、そ
の結果が助成金等と結び付くため実質的な強制力
を有する。他方、自己説明は、公表義務にとどまり、
その内容は原則として第三者によるチェックを受
けない。そのため、ガバナンスの実質的改善に寄
与しているかは不明である。さらに、この点を体
系的に検証した研究は、管見の限り存在しない。
　本研究は、公開資料の定量分析と事例調査を通じ、
自己説明・公表の実効性を明らかにすることを目的
とし、自己説明・公表がガバナンスコード遵守状況
の改善に与える効果の定量的検証（課題①）、NF
ホームページにおける自己説明の掲載・関連資料等
の情報公開の質の評価（課題②）、特徴的な NF へ
の半構造化インタビューを通した制度効果の質的
検証（課題③）の 3 つの課題に取り組むものである。
　なお、2026 年度は課題①に関連して、諸外国と
の比較を通した我が国の政策課題とその検証方法
の提案に関する学会報告を行った。

　　　　　　　　　　　　　（文責　桶谷　敏之）

5.　社会的背景を考慮したスポーツ科学・医学・情報支援の推進
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図　F 期から T 期の女性アスリートのコンディショニングの
　　実態と課題（日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大会
　　発表資料（中村ら , 2025）より抜粋）



図　スノーボード・ビッグエアにおいて「ジャンプが高い」
と判断した審判員の人数と最高到達点との関係

表　トランポリンの減点理由「パイク姿勢がコンパクト
　　ではない」の重回帰分析結果
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 6.　総合型サポートに直結する研究

研究代表者　横澤俊治（スポーツ科学研究部門）
メンバー　　窪康之、尾崎宏樹、山下大地、鍔木悠里奈（以上、スポーツ科学研究部門）
外部協力者　河野由（大東文化大学）

1. 背景・目的
　採点競技は「どのように見えたか」という演技
の出来栄えを採点の対象としているため、科学的
サポートを効果的に行うためには、演技の出来栄
えの採点につながる動きや事象を示す必要がある
と考えられる。このためには、実際に採点を行う
審判員が演技の出来栄えをどのように評価してい
るかを把握することが有益であると考えられる。
そこで本研究では、審判員が演技の出来栄えをど
のように評価しているかを把握することで、審判
員の着眼点に基づいた演技の出来栄えの構成要素
を明示することを目的とした。

2．実施概要
　対象競技には、減点型の典型としてトランポリ
ンを、定性相対評価型の典型としてスノーボード・
ビッグエアを対象とした。初めに有資格者数名を
対象に、競技規則に基づいてどのように採点を行っ
ているのかに関して半構造化面接を用いて調査し、
採点の着眼点をリスト化した。次に実際の運動を
対象に動作分析用と採点用の撮影を同時に行った。
そして、撮影用映像を基に有資格者が採点すると
ともに、その根拠となる着眼点をリストより選択
した。一方、3 次元動作分析によって主要な着眼
点に関連する物理量を算出した。最後にそれらの
物理量と着眼点ごとの評価との関係を回帰分析に
よって検討した。
　トランポリンについては「タック姿勢がコンパ
クトではない」、「パイク姿勢がコンパクトではない」、

「90°（3 時方向）まで姿勢が維持できていない」、「90°
（3 時方向）までにひねり終わっていない」という
4 つの減点理由が減点の 70% 以上を占めた。表に
は「パイク姿勢がコンパクトではない」という減
点理由について、減点（正の値）を目的変数、物理
量を説明変数とした重回帰分析の結果を示した。
説明変数として採用された項目のうち下位 2 項目
は「コンパクトではない」という減点理由とは直
接関係が無い項目であり、このような間接的な物
理量が減点に関与していたことは興味深い。
　図は、スノーボード・ビッグエアについて、主
要な審判員の着眼点の一つである「ジャンプが高
い」について、そう判断した審判員の人数と最高
到達点との関係を示したものである。両者に有意
な相関関係は認められなかった。これは審判員が

「高い」と判断するか否かが実際の選手の高さとは
単純に一致しないことを示していると考えられる。

　両競技の共通点としては、審判員の着眼点は直
接関係がありそうな物理量に容易には置き換える
ことができない点が挙げられる。このことは、採
点競技を対象に科学的サポートを実施する際、審
判員の着眼点を単純な物理量に置き換えて機械的
にフィードバックすることの危険性を示唆するも
のである。

（文責　横澤　俊治）

a) 採点競技における演技の出来栄えの決定要件の究明

物理量 標準化偏回帰係数 P 値

肩 - 膝の距離の最小値 0.71 <0.01

足関節底屈角度の
平均値 0.27 <0.05

滞空時間 -0.26 <0.05 



 6.　総合型サポートに直結する研究

研究代表者　稲葉優希（スポーツ科学研究部門）
メンバー　　尾崎宏樹、石毛勇介、岩田理沙、ヘンダーソンフレデリック（以上、スポーツ科学研究部門）、
　　　　　　西田雄亮、高橋佐江子、髙橋由衣（以上、スポーツ医学研究部門）、山本悠介（デジタル推進室）
外部協力者　大伴茉奈（桐蔭横浜大学）、覚張美咲（早稲田大学大学院）

1. 背景・目的
　スノーボードスロープスタイル（SS）及びビッグ
エア（BA）は、ジャンプ台や障害物における技の完
成度、難易度、新規性などを総合的に評価するスコ
アに基づいて順位が決定される競技である。これら
の種目では、選手はより高く跳躍し、空中でより多
くの回転やトリックを行うことで高得点を狙う必要
があり、その過程で転倒リスクの高い高度な技に挑戦
することが求められる。そのため、競技中の受傷に
よりシーズン中の大会欠場を余儀なくされる選手も
少なくない。国際スキー・スノーボード連盟（FIS）の
傷害調査（FIS Injury Surveillance System 2006–
2019）においても、スノーボード SSBA 競技では滑走
1,000 回あたり約 10 件の傷害が発生していること
が報告されている。このような状況において、主
要大会で最大限のパフォーマンスを発揮するだけ
でなく、シーズンを通じた継続的な競技参加及び
トレーニングの実施、さらには日常生活の質を維
持する観点からも、傷害予防は極めて重要な課題
である。しかしながら、スノーボード SSBA 競技
に特化し、傷害の発生実態及びその要因を詳細に
検討した研究は限られている。傷害の実態と発生
要因を明らかにしなければ、有効な予防策の立案
は困難である。そこで本研究では、スノーボード
SSBA 競技における競技中の傷害について、その
発生実態及び要因を明らかにし、得られた知見に
基づいて傷害予防策を検討することを目的とした。

2．研究の概要
　傷害予防策の立案には、van Mechelen ら（1987）
が提唱した Sequence of Prevention に基づく段階
的アプローチが重要とされている。すなわち、①
傷害発生の実態把握、②発生要因の特定、③予防
策の導入、④その効果検証、というサイクルを継
続的に実施する必要がある。本研究では、この枠
組みに基づき、2025 年度は主に①及び②に該当す
る傷害実態及び発生要因の分析・整理を行い、予
防策の提案及び情報発信を目的とした資料作成を
実施した。
　傷害実態の調査は、既存データに加えて追加調
査を行い、以下の 2 群を対象として整理した。
①エリート群：全日本スキー連盟スノーボード
SSBA ナショナルチーム（強化指定 S/A/B）選手
②サブエリート群：強化指定D選手を中心に、国内・
地区大会で上位成績を有し、コーチが同等の競技
レベルと判断した選手

　エリート群における傷害は、2022–2023 から
2024–2025 シーズンを対象に、代表活動中にチー
ムスタッフが記録した内容に基づいて分析した。
一方、サブエリート群については Web ベースのア
ンケート調査によりデータを収集した。
　その結果、1 シーズン当たりの受傷者率は、エ
リート群において 65 ± 16%（5 シーズン平均±標
準偏差）、サブエリート群において 45% であり、
特にエリート群において高い受傷頻度が確認され
た。受傷部位の傾向として、エリート群では頭部（多
くは脳震盪）が最も多く、次いで肩・鎖骨の受傷
が多かった。また、女子選手では、これらに加え
て下肢の受傷も多く認められた。一方、サブエリー
ト群では頭部及び肩・鎖骨の受傷も一定数認めら
れるが、膝及び足関節の受傷頻度が高く、エリー
ト群とは異なる傾向が示された。
　発生要因については、ビデオ分析及び受傷状況
の記録を統合して検討した結果、主に以下の 2 つ
のパターンが確認された。第一に、助走速度の不
足によりジャンプの飛距離が不足し、着地位置が
手前となることで受傷に至るケースである。第二
に、想定以上に飛距離が伸び、着地時に回転を合
わせることができず転倒するケースである。前者
は特に女子選手やジュニア選手に多く認められ、
天候、雪質、用具、コース設定などの外的要因に
加え、体格や筋力に起因する助走速度の不足が影
響していると考えられた。このような場合、本来
想定される斜面ではなく平坦に近い位置に着地す
ることで衝撃が増大し、下肢の受傷につながる傾
向が示唆された。一方、後者は男子選手に加え、
より大規模なコースに挑戦する女子選手やジュニ
ア選手にも認められ、過剰な飛距離により動作の
制御が困難となり、転倒を介して上肢や頭部の受
傷につながる傾向が確認された。
　これらの結果を踏まえ、トレーナー、コーチ、
JISS 研究員が連携して予防策の整理を行った。こ
れらの知見は総合型サポートにおけるコンディ
ショニング、心理、栄養サポートとも統合し、包
括的な傷害予防対策として位置付けた。また、そ
の内容は啓発コンテンツとして冊子化しており、
今後はウェブサイトや大会等での配布を通じて、
スノーボード SSBA 選手の傷害軽減に寄与するこ
とが期待される。

（文責　稲葉　優希）

b) スノーボードスロープスタイル・ビッグエアにおける外傷・障害予防のための調査とフィットネス評価
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 6.　総合型サポートに直結する研究

研究代表者　尾崎宏樹（スポーツ科学研究部門）
メンバー　　髙橋由衣、柄木田健太、本郷由貴（以上、スポーツ医学研究部門）
外部協力者　岩崎晋（Fort Lewis College） 

1. 背景・目的
　コーチが選手に対して適切なコーチングをする
ためのコーチング行動や心理的アプローチ方法の在
り方については不明な点が多い。そこで本研究で
は、スノーボードスロープスタイル・ビッグエア（SSBA）
のナショナルチームを対象に、1） SSBAトップ選
手の心理的特性の解明、 2） SSBA コーチのコー
チング傾向の調査、3） 選手の心理的特性を考慮
したコーチングプロセスの一般化を行うことを目
的とした。2025 年度までの研究で、SSBA 選手は、
脅威に対する行動傾向は低く、よいパフォーマ
ンスをすることで高評価を得たいというモチベー
ションが高い選手が多いことが分かった。ここで
は SSBA ナショナルチームコーチのコーチング行
動について調査した結果を報告する。

2．方法
（1）調査対象者・調査内容
　本研究では、コーチのコーチング行動を明らか
にするため、約 90 分の半構造化インタビューを実
施した。調査対象者は、SSBA ナショナルチーム
のコーチ 9 名であった。調査対象者には、普段の
自身のコーチング行動について振り返ってもらい、
コーチングをする際の考え方や行動、自己調整の
仕方などについて尋ねた。具体的な質問事項を含
むインタビューガイドは、モデル・コア・カリキュ
ラム（日本体育協会，2016）を参考に、以下７つ
を設定した。「①自身のコーチングではどのような
指導を心掛けていますか？」、「②自身のコーチング
で大事にしている考え方について詳しく教えてく
ださい。」、「③自身の心理面や行動面にかかわる
自己管理方法について教えてください。」、「④自身
のコーチとしての目標は何ですか？」、「⑤自身の
コーチングではどのようなコミュニケーションを
心掛けていますか？」、「⑥自身のコーチングでは
選手を取り巻く関係者とどのような連携をとって
いますか？」、「⑦選手のキャリアをどのように考
えていますか？」

（2）分析方法
　インタビューで得られたテキストデータは、テ
キストマイニングソフト（KH Coder Ver.3）によ
る共起ネットワーク分析を行い、各コーチのコー
チング行動を探索的に把握した。なお、テキスト
の分析は、分析者のバイアスを最小にするため、
スポーツ心理学者 3 名で実施した。

3．結果・考察
　本報告では、SSBA ナショナルチームコーチ

（A コーチ）のコーチング行動の分析結果の一例
を示す。共起ネットワーク分析の結果、A コーチ
のコーチング行動には、「弱さの認識と受容」、

「技と滑走の観察」、「技の成功と評価」、「他のコーチ
との対話的コミュニケーション」、「ジャッジ評価
の理解と困難」、「得点化される技と選手の状態」、

「得点化による自信の揺らぎ」、「技の挑戦と困難」、
「雪上練習における思考と対話」といった 9 つの特
徴があった。特に、「弱さの認識と受容」では、単に、
選手に弱点を克服させるのではなく、コーチが選
手自身の不安や限界を認識し、弱さを受容するプロ
セスを重視していることがわかる。また、「得点
化による自信の揺らぎ」においては、得点化され
た技の評価に伴う不安や自身の揺らぎがみられる。
これはコーチが選手の結果を客観的に評価するだけ
でなく、自らの責任として受け止め、内面的な葛
藤を抱えていることがうかがえる。この高い責任
感と共感性は A コーチの特徴を示しており、して
いると考えられる。研究対象者それぞれに対して
同様の分析を行った。

4．今後の課題
　今後は、SSBAナショナルチームコーチに共通する
特徴を明らかにする。また、既に明らかにした
SSBA 選手の心理的特性と、今回分析したコーチの
特徴を踏まえたコーチング行動について観察し、そ
のコーチング行動が選手の競技パフォーマンスに
及ぼす影響について検討する。

　　　（文責　尾崎　宏樹）

c) スノーボードスロープスタイル・ビッグエアにおける選手の心理的特性とコーチのコーチング行動に関する実態調査
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図　共起ネットワーク分析結果の一例



❷　特別プロジェクト研究

 世界陸上 2025 における世界一流および日本代表陸上競技者のパフォーマンスと技術

研究代表者　松林武生（スポーツ科学研究部門）
メンバー　　景行崇文、牧野瑞輝、後藤晴彦、小泉潤（以上、スポーツ科学研究部門）、杉田正明、高松潤二、森丘保典、
　　　　　　三浦康二、丹治史弥、髙橋恭平、山中亮、貴嶋孝太、小山宏之、苅山靖、瀧川寛子（以上、日本陸上
　　　　　　競技連盟科学委員会）、大沼勇人（神戸女子大学）、笠井信一（愛知淑徳大学）、岩崎領（阪南大学）、
　　　　　　柴田篤志（新潟医療福祉大学）、杉浦澄美（筑波大学）

1. 背景・目的
　2025 年 9 月、東京において世界陸上競技選手権大
会（世界陸上 2025）が開催された。日本における
開催は 1991 年の東京、2007 年の大阪に続いてこれ
が 3 回目であった。走跳投という人の基本的運動の
能力を争う陸上競技は、これらの運動に関わる動作
原理や技術がパフォーマンスに直に表出し、ハイパ
フォーマンススポーツを研究する上での貴重な知見
を与える。過去 2 回の大会においては、日本陸上競
技連盟の科学委員会が中心となってバイオメカニク
ス研究が実施された。世界陸上 2025 では JISS もこ
の活動に加わり、2024 年度から 2025 年度までの 2
年間にわたる特別プロジェクトとして研究を推進し
た。世界陸上 2025 に出場する世界一流陸上競技選
手のパフォーマンスと技術を分析するとともに、陸
上競技及び他競技にも応用できる研究知見を創出す
ることを目的とした。科学委員会では全ての種目を
対象として研究が計画されたが、本研究は特に短距
離・リレー、棒高跳、やり投に着目した。

2．方法
　世界陸上 2025 における研究活動の実施に際して、
同大会を主催する World Athletics（WA）からの
承認取得が課題となった。日本陸上競技連盟が WA
との交渉にあたったが、様々な要因が影響し、研究
対象とすることができる種目が限られることとなっ
た。その中で JISS が関わる研究の対象とすること
ができたのは、男女 4 × 100m リレーのみであった。
同種目は大会期間終盤に実施され、男女ともに予選
が 9 月 20 日、決勝が大会最終日である 9 月 21 日の
トラック最終種目として行われた。
　4 × 100m リレーのパフォーマンス分析には、
2024 年度に本研究で開発をした短距離種目向けの
動作分析手法を用いた。これは、広範囲での 3 次元
動作分析を可能とするものであり、走者の400mトラッ
ク上での位置を計測することが可能である。4 ×
100m リレー出場チームの各走者の位置を時々刻々
と捉え、個人走ゾーン及びテイクオーバーゾーンに
おける走速度の推移や走者間距離を分析した。本計
測で収集したデータは、現在 WA の確認及び公開
承認の検討を受けている段階であり、これが完了し
た後には、JISS、日本陸上競技連盟、WA の 3 者に
よる共同研究の成果として公開する予定である。

3．まとめ
　4 × 100m リレーに限れば、本研究は世界一流チー
ムを対象としてパフォーマンスを分析し、その優れ
た技術の分析を実施することができた。日本陸上競
技連盟及び WA からの多大な協力が、これを達成
することには不可欠であった。共同研究を進める中
で得られた組織間の繋がりは、本研究の重要な成果
物のひとつであり、同様の研究を今後も進める際に
重要な鍵となるだろう。
　短距離、棒高跳、やり投及びその他のスタジアム
種目に関しては、世界陸上 2025 ではデータ収集が
叶わなかった。しかしながら、2024 年度より各種目
の計測方法の検討を慎重に進めてきた中で、新開発
された測定技術及び日本選手権大会などの国内主要
競技会にて試験的に収集した日本一流陸上競技選手
データは、重要な成果物となった。特に、短距離種
目向けに開発した広範囲での動作分析を実現させる
測定技術は、特許第 7628739 号として認定され、陸
上競技のみでなく様々な競技における動作分析、パ
フォーマンス分析への活用が期待される。
　また、本研究の主内容と並行して、世界陸上 2025
の東京開催が実現させた副次的な研究もあった。そ
の一例には、世界一流陸上競技選手のフィットネス
計測が挙げられる。少例ではあるものの、大会参加
のために来日した世界一流の選手を対象として、形
態計測、身体組成、ジャンプ力などのフィットネス
計測を実施した。日本人選手と比較して明確な身体
資源（筋量）及び身体能力の差異が認められ、国際
競技力向上への示唆に富む貴重な資料となった。国
外の研究者やチームとの情報交換、連携が重要であ
ることを改めて理解する契機となった。
　本研究で得られたデータは分析を進め、2026 年度
以降に公表を進める予定である。大規模な世界大会
が国内で開催される希少な機会を活用し、貴重な成
果を多く得ることができたことは、特別プロジェク
トとして実施した本研究の大きな意義であった。本
研究で得た経験と学びを、今後の機会に活かしてい
きたい。

（文責　松林　武生）
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❸　萌芽研究

1.  背景・目的
　JISS では、JISS が重点的かつ時限的に取り組む研究テーマとして「研究の柱」を掲げている。そして、
将来的に「研究の柱」につながる小規模な萌芽的研究として「萌芽研究」を設けた。原則として、研究
期間は 1 年であり、JISS の施設・設備・機器・装置等を活用して実施できる研究である。
　2025 年度は、以下の 6 件の研究を実施した。
  
2. 実施概要

研 究 課 題 名 研 究 代 表 者 　 　 　 　

Vision Transformer をもちいた大腿骨格筋断面積測定 AI モデルの改善 笠原　順（医学研究部門）

膝関節を対象としたエコーガイド下徒手的外反ストレステストの精度検証 後藤　和海（医学研究部門）

アスリートのウェルビーイング調査質問紙の有効性解明に関する予備的
調査研究 山口　達也（医学研究部門）

垂直ジャンプ能力に寄与するフィットネス構成要素の検討 松林　武生　（科学研究部門）

車いすテニスアスリートの実力発揮プロセスの解明 冨永　哲志　（医学研究部門）

国内トップレベルの高校野球選手における夏季練習時の脱水状態と水分補給に
関する実態調査 廣松　千愛　（医学研究部門）

（文責　事務部事業推進課）
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❹　科学研究費助成事業

1.  背景・目的
　JISS では、内部の研究費以外に科学研究費助成事業による学術研究助成基金助成金及び科学研
究費補助金を積極的に獲得するよう努めている。
　2025 年度は、以下の 51 件（内、新規 19 件、継続 9 件、延長・再延長 5 件、分担 18 件）
の研究を実施した。

2. 実施概要

区　分 研　究　課　題　名 研 究 員 名

基盤研究 (B) 唾液中の時計遺伝子由来のタンパクを用いた疲労および概日リズム
の新評価法の開発

清水　和弘（科学研究部門）
花岡　裕吉（科学研究部門）※

基盤研究 (C) 日本人メダリストの競技パフォーマンスに関わるレアバリアントの
探索 大岩　奈青（科学研究部門）

基盤研究 (C) 車いすアスリートの有酸素性能力を適切に評価するためのテストプ
ロトコルの開発

尾崎　宏樹（科学研究部門）
袴田　智子（科学研究部門）※
亀田　麻依（科学研究部門）※

基盤研究 (C) 一流長距離走者のランニングエコノミーに下肢筋群の活動パターンと
酸素化動態から迫る 安藤　良介（科学研究部門）

基盤研究 (C) トップアスリートの下肢の力－速度特性とその評価を基にしたトレー
ニング効果の検証 山下　大地（科学研究部門）

基盤研究 (C) プライオメトリクスの効果を引き出すための視覚情報による即時
フィードバック法の開発 吉田　拓矢（科学研究部門）

基盤研究 (C) トップアスリートの睡眠のスクリーニングに関する研究および疫学
調査 星川　雅子（科学研究部門）

基盤研究 (C) アスリートの腸内細菌叢と主観的ストレス・リカバリー評価による
コンディションの関係 谷村　祐子（科学研究部門）

基盤研究 (C) アスリートに対する集団コンパッショネイト・マインド・トレー
ニングプログラムの開発 本郷　由貴（医学研究部門）

若手研究 汎用性に優れた新たな持久性能力評価法の開発 山岸　卓樹（科学研究部門）

若手研究 順動力学的貢献分析の指導現場への応用～サッカーゴールキーパー
指導を例にして～ 沼津　直樹（科学研究部門）

若手研究 継続的なパラスポーツ実施による身体機能の変化：脊髄損傷シッ
トスキー選手の事例研究 中島　大貴（科学研究部門）

若手研究 女性ランナーにおける月経周期がコンディション評価指標に及ぼ
す影響の検討 門馬　怜子（科学研究部門）

若手研究 トップアスリートの誇りの感情経験が長期目標達成行動に与える
影響の解明 近藤　みどり（医学研究部門）

若手研究 高強度インターバルトレーニングにおける新強度指標の開発 白木　駿佑（科学研究部門）

若手研究 アイススラリー摂取によるプレクーリングがその後の体温上昇速
度に与える要因 岩田　理沙（科学研究部門）

若手研究 アスリートの身体疲労コンディショニングにおける効果的な入浴方
法の確立 玉井　伸典（科学研究部門）
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区　分 研　究　課　題　名 研 究 員 名

若手研究 車いすアスリートの上肢筋力・筋パワーの新たな評価方法の確立 亀田　麻依（科学研究部門）

若手研究 解剖学的構造を考慮したインソール着用における筋活動変化 秋山　圭（科学研究部門）

若手研究

Changes in neuromuscular function and muscle architecture 
with isoinertial flywheel training at different inertia and 
associated changes in sprint, jump, and change of direction 
performance.

ヘンダーソン　フレデリック
（科学研究部門）

若手研究 日本人アスリートの血中ビタミン D 濃度に最も強く影響する因子
は何か？ 妙圓園　香苗（医学研究部門）

若手研究 運動が口腔粘膜の時計遺伝子発現“リズム”に及ぼす影響の解明 田中　喜晃（科学研究部門）

若手研究 ストレッチングと入浴が筋粘弾性に与える影響：コンディショニン
グ指標の確立に向けて 小出所　大樹（科学研究部門）

若手研究 採点競技における芸術性の定量化 ー三次元動作解析と印象評価に
よる検証ー 鍔木　悠里奈（科学研究部門）

若手研究 上半身の爆発的な力・パワー発揮を誘発するメディシンボール投げ
トレーニング法の開発 景行　崇文（科学研究部門）

若手研究 腰椎分離症の早期発見と骨癒合率向上のための運動器検診システム
の構築と評価 青柳　壮志　（科学研究部門）

若手研究 アスリートにおける運動に伴う消化吸収機能の重要性：疲労との関
連の探索 小島　千尋（科学研究部門）

若手研究 妊娠から産後にかけたエネルギー代謝調整の解明：生殖機能と免疫
機能との関連性の検討 内沢　彰子（科学研究部門）

研究活動
スタート支援

せん断波イメージングを用いた骨格筋における粘性要素の定量的な
画像評価法の確立 小出所　大樹（科学研究部門）

研究活動
スタート支援

口腔粘膜の時計遺伝子は運動の影響を受けるか？：スポーツ現場へ
の実装を目指して 田中　喜晃（科学研究部門）

研究活動
スタート支援 ヒトの遠投能力を規定する下肢運動力学の解明 牧野　瑞輝（科学研究部門）

特別研究員
奨励費

アスリートの妊娠・出産に伴う免疫機能の代償的反応とエネルギー
代謝適応の解明 内沢　彰子（科学研究部門）

特別研究員
奨励費

呼吸ポンプ作用の変容に伴う認知症発症および予防メカニズムの
解明 星　大輔（科学研究部門）

基盤研究（B）
（分担者）

暑熱環境下での運動能力低下の要因と身体冷却の中枢性作用機序
の解明 中村　真理子（科学研究部門）※

基盤研究（B）
（分担者）

若年期ライフステージのエネルギー代謝適応と生殖機能、免疫機
能との関連性の解明 清水　和弘　（科学研究部門）※

基盤研究（B）
（分担者） アスリートの鉄欠乏予防のための栄養戦略：科学と実践の融合 亀井　明子（医学研究部門）※

基盤研究（B）
（分担者） アスリートの鉄欠乏予防のための栄養戦略：科学と実践の融合 小島　千尋（科学研究部門）※

基盤研究（C）
（分担者）

非侵襲計測機器データを活用した教授スキル改善のための
評価基準策定 松林　武生（科学研究部門）※

基盤研究（C）
（分担者） 日焼けは運動パフォーマンスを低下させるか？ 清水　和弘（科学研究部門）※
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区　分 研　究　課　題　名 研 究 員 名

基盤研究 (C)
（分担者） 卓球サービスにおける打球後のフェイント動作による回転偽装 稲葉　優希（科学研究部門）※

基盤研究 (C)
（分担者）

審判員のコミュニケーションスキル向上プログラムの開発と
効果検証 立谷　泰久（医学研究部門）※

基盤研究 (C)
（分担者）

長距離走者のパフォーマンスに及ぼすスプリントトレーニングの
効果の解明 安藤　良介（科学研究部門）※

基盤研究 (C)
（分担者）

自転車競技短距離選手のギア比選択のための客観的指標の
開発と応用 横澤　俊治（科学研究部門）※

基盤研究 (C)
（分担者）

第 18 回オリンピック競技大会出場選手の体力と健康の関係を明ら
かにする長期追跡研究 中嶋　耕平（医学研究部門）※

基盤研究 (C)
（分担者）

第 18 回オリンピック競技大会出場選手の体力と健康の関係を明ら
かにする長期追跡研究 蒲原　一之（医学研究部門）※

基盤研究 (C)
（分担者） ヒトの移動運動における体幹腰背部の役割の解明 安藤　良介（科学研究部門）※

基盤研究 (C)
（分担者）

ジャンパー膝の予防と早期治療介入の検証：超音波所見の経時的変
化と跳躍負荷との関係 西田　雄亮（医学研究部門）※

基盤研究 (C)
（分担者） 若年女性の体型、姿勢、身体組成が美的印象に与える影響 袴田　智子（科学研究部門）※

基盤研究 (C)
（分担者）

大規模データを用いたエリートアスリートの心電図評価ー心臓突然
死を防ぐためにー 福嶋　一剛（医学研究部門）※

基盤研究 (C)
（分担者）

アバターを用いた簡易的な身体形状推定に基づく身体部分慣性特性
の推定 横澤　俊治（科学研究部門）※

挑戦的研究（萌芽）
（分担者）

筋・腱弾性を指標としたタレント発掘基準の策定：新規ミオトノメー
ターの有用性の確立 大岩　奈青（科学研究部門）※

（文責　事務部事業推進課）

※研究分担者
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❺　民間団体研究助成金等

1.  背景・目的
　JISS では、内部の研究費や科学研究費助成事業による学術研究助成基金助成金及び科学研究費
補助金以外に、民間団体の研究助成金等外部研究資金を積極的に獲得するよう努めている。
　2025 年度は、以下のとおり JISS として 1 件、個人として 7 件の研究を実施した。

2. 実施概要

研　究　テ　ー　マ 助 成 団 体 名 担 当 研 究 員 名

アスリート育成パスウェイの充実に関する研究　
※研究の柱の一部として実施 公益財団法人ミズノスポーツ振興財団 山下　修平（科学研究部門）

研　究　テ　ー　マ 助 成 団 体 名 担 当 研 究 員 名

女性サッカー選手の脳振盪調査 公益社団法人日本スポーツ医学財団 福嶋　一剛（医学研究部門）

スピードスケートの高い滑走速度を生み出す
関節パワー発揮特性の解明

公益財団法人石本記念デサントスポ
ーツ科学振興財団 木村　裕也（科学研究部門）

アスリートにおける脳疲労回復メカニズムの
解明 : 脳老廃物排出に着目して

公益財団法人石本記念デサントスポ
ーツ科学振興財団 星　大輔（科学研究部門）

妊娠から産後にかけたエネルギー代謝調整の
解明：生殖機能と免疫機能との関連性の検討 公益社団法人日本栄養・食糧学会 内沢　彰子（科学研究部門）

陸上競技 400m 競技者のスピード持久力を評価
するテストの開発 日本コーチング学会 白木　駿佑（科学研究部門）

自転車運動のエネルギー消費量はシティサイク
ルと電動アシスト自転車でどの程度異なるのか
- 実走速度および傾斜の変化とエネルギーコスト
の関係に着目して -

公益財団法人明治安田厚生事業団 神庭　睦実（科学研究部門）

ランニング前後のアキレス腱および下腿三頭筋
の弾性の変化 ランニング学会 後藤　晴彦（科学研究部門）

〈JISS〉

〈個人〉

（文責　事務部事業推進課）



1. 背景・目的
　2016 年 10 月、スポーツ庁において、「競技力
強化のための今後の支援方針（鈴木プラン）－
2020 年以降を見通した強力で持続可能な支援
体制の構築－」が策定された。これに基づき、
HPSC では、2017 年度より「ハイパフォーマン
スセンターの基盤整備」事業を受託し、HPSC
の機能強化・充実を図ってきた。2021 年度から
は「スポーツ支援強靭化のための基盤整備事業」
を受託し、ポストコロナを見据えつつ、更なる
機能強化や環境整備を実施してきた。これらの
取組は、平昌 2018 大会、東京 2020 大会及び北
京 2022 大会における日本代表選手団の好成績へ
寄与する一因となった。
　また、2021年12月には「持続可能な国際競技
力向上プラン」がスポーツ庁において策定され、
東京 2020 大会での好成績を一過性のものとしな
いため、デジタル技術の積極的な活用等を通じ
てスポーツ医・科学、情報等の知見に基づく質
の高いトレーニング環境の整備等を行うなど、
我が国の国際競技力の維持・向上のための今後
の支援方策が取りまとめられた。
　上記の新たなプランやミラノ・コルティナ2026
大会やロサンゼルス 2028 大会も踏まえ、最新
のスポーツ医・科学、情報支援の知見に基づく
包括的なトータルコンディショニングの支援の
実効化に向けて、場所や時間を問わずに行うこ
とができる支援基盤の体系化のための調査研究、
デジタル・映像技術等を活用した支援の開発と
提供方法等の実証研究、また、競技用具等の研
究、開発等を通じて、HPSC のスポーツ医・科学、
情報支援の基盤を強化し、これらに取り組むこ
とで持続可能な国際競技力の向上を目指すこと
を目的とする。
　また、ハイパフォーマンス領域（トップアスリー
トへの支援等）で得られたスポーツ医・科学、情
報等に係る知見を、最終的にはアスリートだけで
なく一般の人々が日常生活で抱える課題の解決等
に生かされ、社会全体のライフパフォーマンスの
向上に寄与することを目指す。さらに、国際オリ
ンピック委員会（以下「IOC」という。）がオリン
ピズムの理念の基、推進している e スポーツにつ
いて、我が国も他国に後れを取らないよう、選手
に対する医・科学支援手法の開発を目指す。
　本事業は、スポーツ庁と協議の上実施するもの
とし、既存の HPSC 事業と連動させ、最新のス
ポーツ医・科学、情報支援を駆使した分野融合型

（Inter-disciplinary）のトータルコンディショニ
ング支援基盤を構築、実効化し、アスリート及
びコーチ等に対して定常的に支援を提供するこ
とで持続可能な国際競技力向上に貢献するもの
である。

2. 概要
（1）先端技術を活用したコンディショニング基
　盤実証研究
①分野融合型支援の実施体制の整備
　2024 年度に設置した有識者会議を継続して
開催し、HPSC の既存の支援基盤を踏まえ、
最新の医・科学、情報等の支援及び本事業の
課題解決に関する知見や経験則について助言
を得た。あわせて、HPSC のトータルコンディ
ショニング支援の枠組みの実装推進に向け、
国内外の類似組織、有識者、NF、アスリー
ト等を対象とした調査研究及び比較検討を行
い、新たな支援システムの開発に向けた検討を
行った。さらに、HPSC 既存施設の機能活用、
HPSC 内の部署間における専門家同士の連携、
大学・企業等の外部資源の活用について検討
を進めた。
　また、協働チームによるコンサルテーション
を通じて NF の課題の明確化を進めるととも
に、分野融合型支援の実施体制の整備に取り
組んだ。具体的には、支援をコーディネート
する人材（支援統括（仮））の役割を明確化
し、HPSC 専門家リスト（仮）を作成したほか、
HPSC の既存事業との連携強化及び HPSC 内
外の専門家間の連携推進を行った。

②コンディショニング支援手法に関する研究・　
　開発
　アセスメントを通じてアスリート個別の特性
や課題の明確化を図るとともに、必要な支援手
法の確立に向けて、概念を形成した 4 分野を含
む支援分野を統合した「HPSC パフォーマンス
支援モデル（仮）」の開発を推進した。具体的には、
個々のアスリートの特性や課題を明確化する多
面的なアセスメント手法の確立、既存の支援手
法の整理及び新規支援手法の開発・検証、既存
のモニタリング指標・評価基準の整理並びに新
たな指標（パフォーマンスヘルス指標等）及び
評価基準の開発・検証に取り組んだ。これらの
知見は、将来的にアスリートが自らの端末等で
自律的に活用できる「ポケット HPSC（仮）」の
実装に向けた基盤となるものである。

③コンディショニング支援手法の効果検証
　開発したコンディショニング支援手法の共有
及び運用を含めた実証研究の検討・実施を進め
た。また、実証研究を通じて、ミラノ・コルティ
ナ 2026 大会及びロサンゼルス 2028 大会等に向
けた、より実践的な支援への活用について検討
を行った。

（2）デジタル・映像技術を用いた支援方法の研究
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①デジタル技術・先端映像技術を用いた支援手法
　に関する研究
　スポーツクライミングを対象に、映像解析と
力解析を軸とした競技支援基盤の構築を進めた。
映像解析では、タブレットのみで撮影から分析・
フィードバックまで完結する iOS アプリ「Speed 
Analyzer」を開発し、強化指定選手・コーチの端
末に導入して日常的な活用に至った。定量デー
タに基づく振り返りにより、区間・局面ごとの
課題把握が可能となり、競技団体の強化戦略に
も位置付けられている。力解析では、スタート
局面における手部・足部・床面の力発揮を一体
的に計測する環境を構築し、可視化ツールを通
じて選手・コーチに提示した。力の大きさ・向
き・タイミングを試技間で比較でき、個人に適
した動作の模索を支援する基盤を整えた。有用
性についても高い評価を得ている。学術面では
国際学会を含む発表 12 件と受賞 3 件の成果を得
た。本取組の支援対象選手がワールドカップで
メダルを獲得するなど、競技力向上への寄与も
確認されつつある。

② AI を用いた戦術分析や戦術トレーニング
　支援に関する研究
　カーリングはショット選択や局面判断が勝敗
を左右する競技であり、データに基づく戦術支
援の有効性が高い。そこで本取組では、カーリ
ングを対象として、AI を活用した戦術分析・競
技支援技術の研究を進めた。試合局面をシミュ
レーションできる AI 開発基盤 DigitalCurling4
を整備・公開し、4 人制に加えミックスダブル
スにも対応した。データセットの拡充や強化学
習等により思考性能が大きく向上した戦術 AI
を実現し、局面評価や最適ショットを提案する
アプリケーションの試作も進めた。さらに、映
像解析 AI でストーン軌道を自動追跡するシス
テムを整備し、タブレット端末のみで戦術分析
まで完結できる環境を構築した。ミラノ・コル
ティナ 2026 大会最終予選では日本代表チームが
これらの技術を使用し、実用性を示した。大阪・
関西万博では一般来場者が戦術 AI と対戦でき
る展示を実施し、社会実装の可能性も示した。
学術面では国際学会を含む発表 41 件と受賞 6 件
の成果を得た。

（3）競技用具等の研究
①冬季競技ウエアの空気力学的機能向上のため
　の研究
　本プロジェクトは、スキージャンプ及びス
ピードスケートを対象に、生地及び形状を最
適化することによって、空気力学的に優れた
競技用ウエアを開発することを目的としてい
る。2025 年度は、スキージャンプ用のサンプ
ル生地を入手し、表面形状等の物性試験や空
力比較を行った。生地内部の X 線 CT 解析を

行い内部のスポンジ気泡サイズを可視化した
例を図に示す。また、新ルールに適合したパ
ターンにてプロトタイプのスーツを製造し、
フィールドテストを実施した。
　スピードスケートウエア用の新規生地では、
下生地と重ね生地の組み合わせについて脚模
型を用いた風洞実験を行い、空力比較を実施
し、最適な伸張率による組み合わせを明らか
にした。
　スキージャンプ及びスピードスケートでは、
これらの知見を用いた製品を選手に提供し、
実際のミラノ・コルティナ 2026 大会でも使用
された。

②パラアルペンスキーにおけるパフォーマンス
　向上のための用具等開発研究（シットスキー
　の開発）
　本プロジェクトは 2022 年に開催された北京
2022 パラリンピックにおける我が国のパラア
ルペンスキーナショナルチームの国際競技力
を踏まえ、ミラノ・コルティナ 2026 パラリン
ピックに向けて、日本人選手専用の用具を開
発・研究することによって、雪上でのパフォー
マンスをより高め、結果として我が国代表選
手の国際競技力向上に寄与することを目的と
した。具体的には、ミラノ・コルティナ 2026
パラリンピックにおける新たなシットスキー
フレーム及びアウトリガーの実装を目指し
様々な取組を実施した。
　シットスキーフレームの開発・研究におい
ては、全面的な設計の見直しを行い、東京都
立産業技術研究センターにおける強度テスト
や JISS 風洞実験棟における空気力学的計測、
雪上でのテストを通じて 2025 年度のモデルの
性能評価を行った。また、2024 年度に引き続き、
国際スキー・スノーボード連盟への用具登録
を行った。2025 年度は例年よりも申請の締め
切りが 2 か月程度前倒しとなったが、そちら
に対しても適切に対応し、無事用具申請が了
承された。開発品を使用した選手がミラノ・
コルティナ 2026 パラリンピックに出場し、全
5 競技において開発品を使用し、スラローム競
技において銅メダルを獲得した。
　アウトリガーの開発・研究においては、３
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名の選手に対して、それぞれの選手の様々な
リクエストに応じて、改良をパラリンピック
直前まで続けた。また、開発企業において強
度テストを実施し、想定以上の強度が出てい
ることを確認した。シットスキーフレームと
同様に、2025 年度初めて国際スキー・スノー
ボード連盟への用具登録を行い、無事承認さ
れた。ミラノ・コルティナ 2026 パラリンピック
に 3 選手それぞれにカスタマイズしたアウト
リガーを持ち込み、パラリンピック期間中の
雪上トレーニング、レース当日のアップ、ダ
ウンヒル競技の公式トレーニングにおいて開
発品を 3 選手とも使用した。

③パラアルペンスキーにおける VR システムの
　開発
　ミラノ・コルティナ 2026 パラリンピックに
向け、パラアルペンスキー競技を対象とした
VR トレーニングシステムを構築し、国内外で
運用した。実際の競技会場及びコースを再現
し、事前のコース理解や心理的準備に活用さ
れ、現地トレーニング機会の補完に寄与した。
さらに、怪我等により滑走が困難な状況にお
いても、トレーニング手段としての有効性が
示唆された。今後は効果検証、機能拡張及び
他競技への応用について検討を進める。

（4）e スポーツ選手に対する医・科学支援に関する
　実証研究
　本プロジェクトでは、急速に変化する e スポー
ツを取り巻く国内外の動向を適切に把握すると
ともに、HPSC が有するスポーツ医・科学に関
する研究や支援の知見・技術を応用して e スポー
ツのアスリートやコーチ等に対する効果的・効
率的な支援手法等を検討することを目的とした。
　IOC は、2027 年まで開催延期を発表していた
オリンピック e スポーツゲームズについて、一
時は準備が進展している様子であったものの、
開催予定地であったサウジアラビア側との協力
関係を解消したことで、計画は再検討の段階に
入った。また、国際競技連盟（IF）における e ス
ポーツへの関与姿勢は、競技団体ごとに大きく
異なっており、その差異はこれまで以上に鮮明
になってきていることが確認された。加えて、
国際的な e スポーツの動向は、「検討段階」から

「実装段階」へと移行しつつあり、各団体の方針
や取組の多様化が進んでいる。今後は、国際レ
ベルにおける議論の整理と方向性の明確化が一
層求められる状況にある。
　このような国際動向について、NF と共有す
るとともに、各団体における e スポーツの取組
や課題についての意見交換を行ったが、バーチャ
ルスポーツを含む e スポーツは、「選手の発掘」

「新たなトレーニング手法」「参加人口の拡大」
「研究の高度化」といった側面からリアル競技の

強化に貢献し得るものであることが確認される
とともに、「多様性・包摂性の向上」「社会課題
の解決」「スポーツの裾野拡大」において大きな
可能性が示された。
　国内外で開催された e スポーツに関する大会
やイベントの機会を活用した調査を通じて、競
技力の向上を下支えするコンディショニングの
重要性が確認されるとともに、競技タイトルご
との特性に応じた支援を充実させることの必要
性が確認された。また、日本 e スポーツ協会と
連携し、第 20 回アジア競技大会に出場する可能
性のある選手を対象に、実技や測定を含む講義
形式の NTC 合宿を 2 回実施した。スポーツ医・
科学に関するリテラシー向上と、日常生活にお
ける実践につながる行動変容を目的として実施
した。合宿前から 3 か月後までの追跡調査では、
講義前には関心の低かった項目についても、生
活やトレーニングに取り入れる選手がみられた。
HPSC が有するスポーツ医・科学支援の知見や
技術が、e スポーツのアスリートに対しても有
効である可能性が示された。

3. 実施体制
　JISS スポーツ科学研究部門を主担当部署とし、
各プロジェクトに責任者となる研究員及び担当
者を配置し、競技団体、企業等と協力してプロ
ジェクトを推進した。また、ハイパフォーマン
ス戦略部や国際情報戦略部が調査などで、連携・
協働推進部がカンファレンス等の開催や広報な
どで事業推進に協力している。四半期に一度、
JISS 所長を含めた推進会議を実施し、事業計画
の意思決定及び変更の承認を行った。

（文責　スポーツ科学研究部門）
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表 1　2025 年度メディカルチェック内訳

8 スポーツ診療事業

　スポーツ診療事業はスポーツ医学研究部門が担当し、スポーツクリニックによるメディカルチェック
（MC）と外来診療及びコンディショニングチームの分野連携によるコンディショニングサポートとコ
ンディショニングスペースの運営、その他外部連携や研究活動を含む。2025 年度からは「パラアス
リートのスポーツ医・科学支援強化事業」による JISS スポーツクリニック EAST を中心とした診療・
支援体制の強化も追加して取り組んだ。 

　アスリートのコンディションを診察や検査・測定などによって評価し、抽出された課題に対し、適切
なアドバイスを提供することを目的として、MC を実施している。国際総合競技大会に派遣される選手
は、大会参加前に MC を受診することが義務付けられており、特にオリンピック競技では原則として当
施設で MC を実施することになっている。JOC との協議により 2022 年度以降、同一年度内に複数の国
際競技大会に出場することになった場合でも、当該競技大会最終日より遡って1年前以内に JISS で実施
された MC であれば、派遣前の MC として取り扱うこととするなど、NF 若しくは選手の自主的、計画
的な MC 受診の促進を図っている。パラリンピック競技については、これまでの派遣前 MC の実施体
制や選手の移動負担を考慮し、当施設以外で実施した MC も派遣前 MC として取り扱われている。
　2025 年度は MC の重複実施がなくなったことに加え、ミラノ・コルティナ 2026 大会の開催もあった
ため、MC 全体の実施件数は 1,281 件と 2024 年度（1,172 件）とほぼ同等の数値であった。男女比では、
オリンピック競技で 51.2%（2024 年度：47.5%）、パラリンピック競技で 27.5%（2024 年度 45.5%）が女
子選手であった。オリ・パラ比ではパラアスリートは 5.4%（2024 年度 0.9%）と 2024 年度より大幅に
増加したが、パラ競技では MC の実施が当施設に限定されていないため受診比率は低い値となっている

（表 1）。

男子 女子 計
オリンピック競技 592 620 1,212

夏季競技 428 461 889
冬季競技 164 159 323

パラリンピック競技 50 19 69
夏季競技 45 17 62
冬季競技 5 2 7

合計 642 639 1,281
夏季競技 473 478 951
冬季競技 169 161 330

　内科、整形外科、歯科（5 日 / 週）、皮膚科（2 日 / 週）、婦人科（3 日 / 週）、心療内科（3 ～ 4 日 / 週）、
脳神経外科（2 ～ 4 日 / 月）、眼科（2 日 / 月）、アスレティック・リハビリテーション（5 日 / 週）及
び心理カウンセリング（4 日 / 週、うち 1 日は JOC エリートアカデミー枠）の診療科を置き、栄養相談
は医師の指示により随時行っている。このうち、心療内科、心理カウンセリング、眼科については「パ
ラアスリートのスポーツ医・科学支援強化事業」として、JISS スポーツクリニック EAST の診療機能
の強化を図った。外来診療は予約制の自由診療であるが、料金は保険診療点数に基づいて算出し、3 割
相当額を徴収している。2025 年度の延べ受診件数は 17,252 件（2024 年度は 13,385 件）と増加した。

1.　診療部門別受診件数（延べ件数） （単位：件）

（単位：件）

診療部門 受診件数 診療部門 受診件数

内科 1,767 脳神経外科 107

整形外科 3,916 心療内科 259

歯科 918 心理カウンセリング 340

婦人科 737 リハビリ 8,781

皮膚科 343 栄養相談 72

眼科 12 合計 17,252

（1）メディカルチェック

（2）外来診療（JISS スポーツクリニック・スポーツクリニック EAST）



（単位：件）

（単位：件）

検査 診療 チェック・支援 研究・その他 合計

検体検査※1 984 2,581 120 3,685

生理検査※2 228 2,684 32 2,944

モダリティ 診療 チェック・支援 研究・その他 合計

MRI 1 ,770 442 377 2 ,589

一般撮影 762 1,475 31 2,268

CT/ 断層 104 0 0 104 

骨塩定量 213 0 239 452 

頭頚部 肩甲帯 上腕・肘関節 前腕・手指 胸・背・腹部 腰仙部

108 145 73 123 65 256

骨盤・股関節 大腿 膝関節 下腿 足関節 足 ・ 趾

106 206 305 87 204 92

4.　検査部門の実績
①臨床検査部門モダリティ別件数（延べ件数）

②画像検査部門モダリティ別件数（延べ件数）

③ MRI の部位別件数（診療）

（単位：件）

※ 1 検体検査  : 血液検査、尿検査等
※ 2 生理検査 :  心電図、運動負荷心電図、呼吸機能検査、超音波検査等

（単位：件）

（単位：件）

5.　薬剤部門月別処方件数（延べ件数）

競技・種目 件数 競技・種目 件数 競技・種目 件数
陸上競技 792 バドミントン 159 スキー ( 山岳 ) 3

競泳 82 射撃 94 スノーボード 156
飛込 117 近代五種 46 スピードスケート 1
水球 14 ラグビー 205 ショートトラック 4

アーティスティックスイミング 108 スポーツクライミング 126 ボブスレー 4
サッカー 547 カヌー 27 カーリング 7
テニス 246 アーチェリー 3 アイスホッケー 149

ローイング 1 トライアスロン 18 パラ - トライアスロン 19
ホッケー 115 テコンドー 113 パラ - 陸上競技 88

ボクシング 135 サーフィン 13 パラ - バドミントン 104
バレーボール 68 スケートボード 27 パラ - カヌー 57
ビーチバレー 15 スピード ( ローラースポーツ ) 1 パラ - サッカー 134

体操競技 4 太極拳 50 パラ - ゴールボール 72
新体操 164 ゴルフ 17 パラ - 柔道 _ 視覚 76

トランポリン 208 スカッシュ 3 パラ - パワーリフティング 2
バスケットボール 130 ダンススポーツ 20 パラ - 水泳 5

レスリング 618 カバディ 66 パラ - 車いすバスケットボール 159
セーリング 33 セパタクロー 32 パラ - 車いすフェンシング 57

ウエイトリフティング 145 アメリカンフットボール 3 パラ - 車いすラグビー 16
ハンドボール 206 フィギュアスケート 18 パラ - 車いすテニス 50

卓球 59 スキー ( アルペン ) 394 パラ - アルペンスキー 81
フェンシング 551 スキー ( クロスカントリー ) 26 パラ - クロスカントリースキー 9

柔道 801 スキー ( ノルディック複合 ) 98 パラ - スノーボード 4
ソフトボール 3 スキー ( フリースタイル ) 803 合計 8,781

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

処方数 248 266 255 296 239 248 258 234 252 219 242 231 2,988

6.　アスリートリハビリテーション競技・種目別利用状況（延べ件数）　
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区分 JOC 強化指定選手 NF 強化指定選手 JPC 強化指定選手 その他※ 合計
受診者数 9,357 6,114 1,677 104 17,252
割合（％） 54.24% 35.44% 9.72% 0.60% 100.00%

2.　対象者別受診件数（延べ件数） （単位：件）

※その他 : コーチ・スタッフ等 JISS の認めた者。

種別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
オリ 1,185 1,349 1,478 1,502 1,237 1,192 1,474 1,101 1,222 1,163 1,155 1,413 15,471 

夏季 963 1,098 1,211 1,286 1,058 978 1,166 955 1,020 964 965 1,109 12,773 
冬季 222 251 267 216 179 214 308 146 202 199 190 304 2,698 

パラ 168 150 159 170 103 149 144 117 120 135 117 145 1,677 
夏季 164 138 125 126 85 126 136 105 118 116 86 137 1,462 
冬季 4 12 34 44 18 23 8 12 2 19 31 8 215 

その他※ 1 4 2 2 0 9 18 33 21 8 3 3 104 
合計 1,354 1,503 1,639 1,674 1,340 1,350 1,636 1,251 1,363 1,306 1,275 1,561 17,252 

3.　月別受診件数（延べ件数） （単位：件）

※その他 : コーチ・スタッフ等 JISS の認めた者。



時間：15 分程度 / 回、人数：10 〜 20 名程度/回

1.　コンディショニングチームのサポート 
　コンディショニングチームでは、以下の 2 つのサポートプログラムを実施している。
・TCSP（Total Conditioning Support Program）
　外傷や障害、あるいは何らかの疾病によってリハビリテーションが必要となったアスリートに対して、
トレーニング環境や競技現場に復帰する過程で複数分野（リハビリテーション、ハイパフォーマンス・
ジム、トレーニング体育館、栄養、心理）から総合的なスポーツ医・科学支援を実施することで、復帰
までの期間短縮のみでなく、復帰後の競技力を受傷前のレベル以上に向上させることを目指す。
・CCSP（Combined Conditioning Support Program）
　従来 JISS で行っていた各分野によるサポートにおいても、積極的に複合的な連携サポートとして実
施していくことで一層のサポート効果を引き出すことを目的とする。

　2025 年度は各コンディショニングサポートで目標達成に対する評価を行い、分野間での共有ができ
るよう検討した。TCSP の内訳は 23（男性 6、女性 17）名であり、対象者について毎週症例検討会を
実施し、進捗と課題を共有して各分野でのサポートに活かした。CCSP の内訳は 292（男性 120、女性
172）名であった。

表 2　2025 年度コンディショニングサポート内訳

サポート種類 男性 女性 合計

TCSP 6 17 23
CCSP 120 172 292

（単位：名）

2．コンディションングスペースの運営
　コンディショニングチームでは、アスリートやコーチなどの NF スタッフと HPSC におけるコンディ
ショニングに関わる研究や支援を実践している HPSC スタッフとの情報交換や相談及びコンディショニ
ングの実践の場を提供することを目的として、コンディショニングスペースの運営を行っており、2025
年度は 6,872 件（2024 年度：5,805 件）のコンディショニングスペースの利用があった。
　また、コンディショニングの研究・支援に携わる専門家からの情報提供を目的として「コンディショ
ニングミニセミナー」を開催し、2025 年度は計 3 回のセミナーを開催した。開催したセミナー動画は
コンディショニングスペースで放映し、いつでも視聴できるようにした。なお、2025 年度は初めての
試みとして専門家同士が連携したセミナーを開催したところ満足度が高かった。引き続き今後も開催を
検討したい。

カテゴリー 件数
オリンピック競技 5,322

パラリンピック競技 476
その他 (JOC・JPC スタッフなど） 32

HPSC スタッフ 1,042
合計 6,872

表 3　2025 年度コンディショニングスペース利用（延べ件数）

表 4　2025 年度コンディショニングミニセミナー一覧

開催月 テーマ 担当部署（講師）

7 月 アスリートのための暑熱対策 スポーツ科学研究部門コンディショニング研究グループ（岩田）

10 月 アスリートのためのメンタルヘルス スポーツ医学研究部門臨床心理士（関口）

3 月 アスリートのためのむし歯予防と食事 スポーツ医学研究部門歯科衛生士（豊島）・公認スポーツ栄養士（濱野）

ミニセミナーの満足度（全体）
アスリート、スタッフ（n=38）

「セミナーを聞いて実践したいと思った」（38）100.0％
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非常に満足
（28）74%　

満足（10）26%　

　その他、コンディショニングスペースでは個別相談窓口を開設し、コンディショニングの研究・支
援の専門家が対応している。2025 年度の個別対応件数は合計 14 件（睡眠相談 6 件、時差調整相談 6 件、
免疫チェック 2 件）であり、冬季及び夏季競技、競技種目等関係なく幅広く選手からの相談があった。
2026 年度も引き続き選手のコンディショニングに関する相談に対応できるよう環境を整えていきたい。

（3）コンディショニング
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　2025 年度は、スポーツ医学研究部門会を 12 回開催し、スポーツクリニックの各診療部門、コンディ
ショニングチームの各部における情報共有及び共通課題の検討を行った。
　スポーツクリニックにおいては、医療機関としてのコンプライアンス、ガバナンスの強化を目的とし
て、クリニック運営会議（2 回 / 月）を実施し、その中の６つの委員会：①医療安全管理委員会、②院
内感染防止対策委員会、③医療機器安全管理委員会、④医薬品安全管理委員会、⑤医療放射線安全管理
委員会、⑥研修 / 外部連携委員会が定期的（1 回 / 月程度）に委員会を開催し、報告の共有や必須研修
の実施及び管理を行った。
　コンディショニングチームにおいては、毎週月曜日にミーティングを開催し、会議の前半にはトータ
ルコンディショニングプログラムの適用となっている症例の進捗確認や課題共有、方針の検討を行い、
後半は事務連絡や活動内容についての共有を行った。

　連携事業は JOC や JPC などの統括団体及び NF の医事部門や競技現場と連携して、国内外での競技
大会等へドクターやトレーナー等を派遣するなど、NF のメディカルスタッフとの連携を図るものであ
る。

1.　国際総合競技大会における医療業務受託
　2023 年度より外部連携として取り組んでいる国際総合競技大会における医務帯同においては、医療
関連法規に遵守した安全で適正な医療の提供を目的として、新たに医療業務委託制度を導入している。
本制度のメリットとしては、JISS スポーツクリニックにおける医療情報管理が大会期間中においても
継続的に実施出来ること、医薬品や医療機器の管理者や責任者を明確にし、管理を徹底することで、過
不足を減らし、効率的な医療資源の活用が期待できる点が挙げられる。FISU ワールドユニバーシティ
ゲームズ 2025（ライン・ルール）、アジアユースゲームズ 2025（バーレーン）、アジアユースパラ競技
大会 2025（ドバイ）、ミラノ・コルティナ 2026オリンピック及びミラノ・コルティナ 2026 パラリンピック
の 5 大会で本制度による業務を受託した。

大会名 大会期間 選手団規模 メディカル体制

FISU ワールドユニバーシティゲームズ
（ライン・ルール） R7/7/16 ～ 7/27 393 名 Dr.4、Tr.2

（JISS 常勤 Dr.1、Tr.1）

第 3 回アジアユースゲームズ
（2025/ バーレーン） R7/10/22 ～ 10/31 83 名 Dr.1

（JISS 常勤 Dr.1）

ドバイ 2025 アジアユースパラ競技大会 R7/12/7 ～ 12/14 96 名 Dr.4、Tr.2、Nr.1
（JISS 常勤 Dr.1）

第 25 回オリンピック冬季競技大会
（2026/ ミラノ・コルティナ） R8/2/6 ～ 2/22 283 名 Dr.3、Tr.1

（JISS 常勤 Dr.1、Tr.1）

ミラノ・コルティナ 2026
冬季パラリンピック競技大会 R8/3/6 ～ 3/15 110 名 Dr.4、Tr.1、Nr.1、WO.1

（JISS 常勤 Dr.1、Tr.1、WO.1）

表 5　国際総合競技大会における医療業務委託

※メディカル体制のうち医療業務受託の範囲は医師のみ。Dr.：医師、Tr.：トレーナー、Nr.：看護師、WO.：ウェルフェアオフィサー

（4）内部会議・委員会

（5）連携事業
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2.　国際競技大会の帯同・国際連盟業務
　医療業務受託以外の国内外の連携業務として下記の大会や事業に公務派遣を行った。

イベント 内容 期間

2025 Asian Paracanoe Championships 国際連盟（クラス分け）業務 R7/6/7 ～ 6/16

1st APC Women in Sports Seminar 2025 国際会議 R7/7/31 ～ 8/3

EAOC Medical Committee Meeting and Medical Seminar 国際会議 R7/7/24 ～ 7/27

FISU ワールドユニバーシティゲームズ トレーナー派遣 R7/7/16 ～ 7/27

2025 年シニア世界レスリング選手権大会 国際連盟（医事委員会） R7/9/13 ～ 9/23

FIS 秋季ミーティング 国際連盟（医事委員会） R7/9/21 ～ 9/27

U-17 日本代表 FIFA ワールドカップカタール 2025 ドクター派遣 R7/10/22 ～ 11/22

第 25 回オリンピック冬季競技大会（ミラノ・コルティナ） トレーナー派遣 R8/1/26 ～ 2/25

パラリンピック冬季競技大会（ミラノ・コルティナ） トレーナー派遣 R8/2/19 ～ 3/16

パラリンピック冬季競技大会（ミラノ・コルティナ） ウエルフェアオフィサー派遣 R8/2/28 ～ 3/16

2026 Oceania Wrestling Championships 国際連盟（医事委員） R8/3/17 ～ 3/23

表 6　国際競技大会・国際競技連盟・国際会議等への派遣

3.　アスリートの競技参加条件・資格への支援（Eligibility Support）
　競技によってはアスリートが当該競技に参加するための条件が設定されている場合があり、医学的な
評価が必要となる場合もある。競技団体からの依頼を受け、以下の 2 項目について医学的評価支援を行
なった。
①パラアスリートのクラス分けに必要な MDF 作成
　・視覚障害：5 件

②性別検査
　・SRY 遺伝子検査（Sex-determining region Y；Y 染色体性決定領域遺伝子）：89 件（日本陸上競技連盟、
　　日本ボクシング連盟）

4.　学会活動
　・臨床スポーツ医学会（2025 年11 月）…22 演題（シンポジウム：6、口演：8、ポスター：6、教育研修講演：1、
　　セミナー：１）

（文責　中嶋　耕平、亀井　明子）
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1．背景
　Female Athletes Research & Support Team

（FARST）では、多職種が連携し「女性アスリ
ート研究・支援プロジェクト」として 8 つのプ
ログラムを推進した。2025 年度は、本事業のス
タッフを増員し各プログラムが円滑に進む体制
を整えた。また、有識者会議を 2 回開催し、外
部の有識者からプロジェクトの評価と助言を受
け、プロジェクトの振り返りと 2026 年度の計
画に反映した。以下、各プロクラムの 2025 年
度の活動を下記に示す。

2．実施概要
（1）女性アスリート トータルサポート
　MC で看護師がライフステージごとの相談や
健康課題を個別に抽出し、各分野の専門家につ
なぎ課題を解決することを目的としたプログラ
ムである。また、随時相談窓口を設け、情報提
供や専門家の外来受診へつなぐ体制を整備して
いる。2025 年度 MC を実施した女性アスリート
639件中431件（67.4%）が課題を抱えており（図１）、
431 件中、看護師による情報提供・指導を行った
選手は 366 名（85.1％）、JISS スポーツクリニッ
クを受診した選手は 62 件（18.6％、全て婦人科
62 件）だった。本プログラムは 2024 年度から実
施しているが、2 回以上受診した選手 183 名の
うち、前回と同様の課題が解決されていた選手
は 24.0％（44 名）、解決されていなかった選手は
14.8％（27 名）であり、MC 後の経過の把握が今
後の課題である。相談窓口対応件数は、電話 135
件、来院での相談 64 件、Web8件、メール 4 件で
あり、電話相談は約半数が婦人科関連の相談で
あったが、その他、整形外科や心療内科、内科
等多岐に渡る内容であった。本サポートの現状
について、第 36 回日本臨床スポーツ医学会学術
集会で発表した。

（2）妊娠期・産後 トータルサポート
　産後競技復帰を目指すアスリートに対し、非
妊娠時の身体機能やパフォーマンスの早期回復
を目指し、サポートを行うプログラムである。
2025 年度の支援対象選手は 12 名（うちパラア
スリート 3 名）で、妊娠期からサポートを開始
した選手 9 名、産後からサポートを行った選手
3 名だった。サポート件数は全 624 件であり、
内訳はトレーニング 369 件、リハビリテーショ
ン 75 件、医学 69 件、心理 69 件、栄養 34 件、
コーディネーター 8 件と多職種の専門家が連携
し産後 12 か月までサポートを実施した。JISS
では 2014 年から本サポートを実施しているが、
サポート対象者は徐々に増加しており 2025 年
度最も多かった（図 2）。　

（3）育児サポート
　託児室や同伴宿泊についての環境整備や競技
活動と育児の両立のための費用を補助するプロ
グラムであり、2025 年度から対象者を男性にも
拡大しアスリートや指導者、スタッフが競技に
集中できる環境整備を行った。支援対象者は 24名

（選手 17 名、スタッフ 7 名）で、育児サポート件数
は88件、HPSC託児室の利用件数は、432件だった。
また、JISS2 階コンディショニングスペースと
味の素 NTC・イースト 1 階、アスリートビレッジ
1 階に授乳室を設置した。

（4）女性アスリートの健康課題に関する理解促進
　ライフステージごとにみられる女性アスリート
の医科学的な問題に対する知識や JISS の知見を
提供するプログラムである。2025 年度は、アス
リート / 指導者向けセミナーとして山口県スポー
ツ協会と 2 競技団体で講習会を実施し、アスリー
ト・指導者 69 名が参加した。HPS カンファレン
スでは、ハイパフォーマンスディレクターと考え
る競技団体による「女性アスリート支援」をテー
マに、FARST や他団体の取組についての情報提
供を行うとともに、日本水泳連盟と日本パラ陸上
競技連盟による具体的な取組について担当者から
紹介していただいた。

図 2　サポート対象選手の推移

図 1　MC 時課題を抱えていた選手の割合（n=639）
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（5）女性アスリート支援ネットワーク 　
　各地域の女性アスリート支援や連携体制の構
築を図るプログラムであり、モデル地域 3 か所

（北海道、新潟県、宮崎県）とのミーティングを
実施し、地域とのネットワーク構築に向けた意
見交換を行った。また、オーストラリア、アメ
リカ、英国、ニュージーランドが、世界の女性
アスリートの健康とパフォーマンス向上を目的
に結成した Global Alliance for Female Athletes

（GAFA）に Contributing Partner として参画す
るための手続きを行い、2026 年 3 月にオース
トラリアのブリスベンで開催された Women in 
Sport Congress （WISC2026）でGAFAメンバー
と情報交換を行うとともに GAFA 主催の会議に
出席した。

（6）事業推進に係る調査・研究の推進
　診療や支援で得られた課題に対しそれらの解
決や提言に繋げる研究を実施し、その成果の実
装を通し、より高度な支援を目指すプログラム
である。
　Ⅰ . 産後競技復帰を目指す女性アスリートの
ためのトレーニング・サポートプログラムの
開発の研究は、25 名を対象に各分野の専門家
が測定を行った。2014 年から 2023 年度に妊娠
期・産後のサポートを実施した約 20 名の医科
学データについて解析を行い、2025 年 6 月 2 日～
6 日にボストンで開催された Female Athlete 
Conference2025 で 4 演題発表した。また、2025
年度外部研究者との勉強会・意見交換会を 4 回
開催した。
　Ⅱ . 相対的エネルギー不足に伴う無月経の女
性アスリートに対する糖付加がエネルギー代謝
及びホルモン値に及ぼす影響とⅢ . 内因性及び
外因性の女性ホルモンがグリコーゲン代謝に及
ぼす影響についての研究については、被検者の
リクルートが難しくプロトコールや対象者につ
いての見直しを行い、倫理審査委員会に変更手
続を行った。
　2008 年から 2024 年までの期間に開催された
オリンピックに出場した女子選手のメディカル
チェックを解析し、「月経対策や治療を目的と
したホルモン製剤の使用率」と「月経随伴症状・
月経周期異常の有病率」に関するデータを論文
化した。

（7）オンラインプラットフォームの整備
　女性アスリートの支援に関する情報の一元化
や、女性アスリートやアスリートを取り巻くコー
チやスタッフ、保護者への情報提供による知識
獲得、課題解決を図るプログラムである。過去
に JISS で発行した女性アスリートに関する刊行
物を整理・アップデートした電子ブック版「女
性アスリート FARST ガイド（ベーシック編）」

（図 3）を、2026 年 3 月に「Female Sport ナビ」

にリリースした。また、Female Sport ナビや
Instagram でスポーツ医学・栄養学・心理学等
に関する 25 記事を配信した。

（8）広報・情報発信
　女性アスリート研究・支援プロジェクトの活動
内容、成果について情報発信し本プロジェクトを
広く周知するプログラムである。2025 年度は、
JAPAN SPORT NETWORK 参加自治体へ本プ
ロジェクトについて情報提供を行うとともに学
会や JISS 館内等チラシやステッカーを設置し事
業の周知拡大を行った。

3．総括
　2025 年度の活動での成果の中で特筆すべきも
のは以下の３つであった。
・女性アスリートトータルサポートでは 2024 年
度に引き続き MC 時に女性アスリートに対して
看護師によるインタビューを通し、スクリーニ
ングを実施した結果、67％のアスリートが何か
らの課題を抱えていることが明らかとなった。
2024 年度の 65％に引き続き、約 2/3 の女性ア
スリートが課題ありとしたことは、非常に重要
な結果で、依然として多くの女性アスリートが
婦人科関連の課題を抱えているもののこれを解
決できていない可能性を示唆している。
・育児支援においては男性アスリートに対象を
拡大した結果、特に男性のパラアスリートから
の支援要望が多く上がってきた。これまで顕在
化していなかった育児に関する課題が明らかに
なったことは大きな成果と言える。
・女性アスリート支援ネットワークでは国際的
な女性アスリート支援の枠組みである「GAFA」
への参画に至った。正式な調印は 2026 年度内
を予定しているが、このことにより国際的な女
性アスリート支援に関して海外機関との連携、
情報共有が推進することが期待される。

（文責　能瀬　さやか、白井　克佳）
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図 3　女性アスリートＦＡＲＳＴガイド（ベーシック編）
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　HPSC におけるスポーツ医・科学、情報に関する研究、研究の成果を活用した競技水準の向上のた
めの支援等について、専門的見地からの意見又は助言等を得るため、外部専門家又は外部有識者に対
して「ハイパフォーマンススポーツセンターアドバイザー」を委嘱している。
　2025 年度のハイパフォーマンススポーツセンターアドバイザーは、次のとおりである。

ハイパフォーマンススポーツセンターアドバイザー一覧（敬称略）

10 外部評価

（1）　ハイパフォーマンススポーツセンターアドバイザー

氏　　　名 所属等

相澤　勝治 専修大学経営学部　教授

赤間　高雄 早稲田大学スポーツ科学学術院スポーツ科学部　教授

秋本　崇之 早稲田大学スポーツ科学学術院スポーツ科学部　教授

有賀　誠司 東海大学健康学部　教授

枝川　　宏 医療法人社団慈眼白山会　えだがわ眼科クリニック　理事長

大田　　健 複十字病院　病院長

笠原　政志 国際武道大学体育学科　教授

片寄　正樹 札幌医科大学　理事・保健医療学部長

川原　　貴 一般社団法人大学スポーツ協会　副会長

久保 潤二郎 平成国際大学スポーツ健康学部　教授

河野　一郎 一般社団法人日本スポーツフェアネス推進機構　代表理事

近藤　尚知 愛知学院大学歯学部　教授

杉山　ちなみ 株式会社リボンプロジェクト　代表取締役社長

鈴木　　岳 株式会社 R-body　代表取締役

谷川　　聡 筑波大学体育系　准教授

友添　秀則 環太平洋大学体育学部　教授

中込　四郎 筑波大学　名誉教授

平松　竜司 東京大学大学院農学生命科学研究科　准教授

広瀬　統一 早稲田大学スポーツ科学学術院　教授

増田　雄一 株式会社リニアート　代表取締役

宮本　直和 早稲田大学スポーツ科学学術院　教授

森泉　貴博
クラーク記念国際高等学校男子体操部　監督
早稲田大学体操部　コーチ

（文責　HPSC 運営部運営調整課）

2026 年 3 月 31 日現在
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　HPSC は、国際競技力向上のための取組に関する評価について審議するため、外部有識者による「ハ
イパフォーマンススポーツセンター業績評価委員会」を設置している。
　2025 年度事業の業績評価委員は次のとおりである。

ハイパフォーマンススポーツセンター業績評価委員一覧（敬称略）

（2）　ハイパフォーマンススポーツセンター業績評価委員会

（文責　HPSC 運営部運営調整課）

　氏　　　名 所属等

上村　春樹 公益財団法人講道館　館長

佐野　慎輔 尚美学園大学　名誉教授

杉田　正明 日本体育大学　体育学部　体育学科　教授

柳下　和慶 東京科学大学病院　スポーツサイエンス部門長

結城　匡啓 信州大学　教育学部　スポーツ科学教育　教授

雪下　岳彦 順天堂大学　医学部・スポーツ健康科学部　医師・医学博士

2026 年 3 月 31 日現在
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（文責　事務部事業推進課）

国立スポーツ科学センター倫理審査委員会　委員一覧（敬称略）

氏　　　名 所属等

飯田　研吾 兼子・岩松法律事務所　弁護士

春日　芳美 大東文化大学　スポーツ・健康科学部　准教授

田邉　陽子 日本大学　法学部　教授

松田　丈志 株式会社 VITA　代表取締役

石毛　勇介 JISS 副所長、スポーツ科学研究部門　　主任研究員

◎蒲原　一之 JISS スポーツ医学研究部門副部門長　　主任研究員

半谷　美夏 JISS スポーツ医学研究部門主幹　　　　主任研究員

星川　雅子 JISS 副所長、スポーツ科学研究部門長　主任研究員

横澤　俊治 JISS スポーツ科学研究部門副部門長　　主任研究員

◎委員長

（3）国立スポーツ科学センター倫理審査委員会

　JISS は、人を対象とするスポーツ医・科学研究が、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関す
る倫理指針」（令和 3 年文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示第 1 号。）に則しているかを科学的
立場及び倫理的立場から審査するため、外部有識者と JISS 研究員で構成する「国立スポーツ科学セ
ンター倫理審査委員会」を設置している。
　2025 年度の倫理審査委員は、次のとおりである。

2026 年 3 月 31 日現在
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　区分　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

陸上競技

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 30 28 31 364 

利用人数 ( 人 ) 563 477 498 541 419 673 133 501 2,160 1,049 689 340 8,043 

パ
ラ

身
体

利用日数 ( 日 ) 26 18 20 25 26 11 25 9 10 13 21 26 230 

利用人数 ( 人 ) 99 67 60 66 63 21 40 22 11 19 42 69 579 

知
的

利用日数 ( 日 ) 10 14 8 8 3 3 6 4 6 11 14 19 106 

利用人数 ( 人 ) 20 48 28 28 9 9 9 25 9 5 55 7 252 
ブ
ラ
イ
ン
ド

利用日数 ( 日 ) 4 3 3 4 3 3 3 2 4 3 2 2 36 

利用人数 ( 人 ) 18 12 13 24 16 14 14 6 18 14 8 10 167 

テニス

利用日数 ( 日 ) 25 30 27 28 29 28 29 27 31 29 28 30 341 

利用人数 ( 人 ) 195 248 312 218 270 189 190 162 518 383 443 410 3,538 

利用日数 ( 日 ) 5 13 0 0 22 1 8 19 14 5 6 22 115 

利用人数 ( 人 ) 12 26 0 0 50 4 16 50 28 12 12 61 271 

競泳 / 水球

利用日数 ( 日 ) 1 11 14 21 0 6 2 25 26 15 21 22 164 

利用人数 ( 人 ) 23 34 676 416 0 225 54 340 444 30 62 44 2,348 

利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 

利用日数 ( 日 ) 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 6 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 124 0 0 0 0 0 0 0 0 124 

アーティスティック
スイミング

利用日数 ( 日 ) 18 26 25 22 18 13 23 20 18 24 19 27 253 

利用人数 ( 人 ) 287 440 425 326 246 432 564 299 318 428 382 423 4,570 

新体操
利用日数 ( 日 ) 8 27 25 19 21 7 25 24 22 18 23 25 244 

利用人数 ( 人 ) 53 446 453 284 366 146 328 344 617 361 451 457 4,306 

トランポリン
利用日数 ( 日 ) 30 28 27 28 30 27 28 26 27 29 27 30 337 

利用人数 ( 人 ) 354 250 228 238 247 456 351 191 250 283 508 260 3,616 

ボクシング
利用日数 ( 日 ) 10 8 12 10 22 11 28 21 23 18 20 17 200 

利用人数 ( 人 ) 87 31 19 39 111 16 113 21 241 56 135 112 981 

バレーボール
利用日数 ( 日 ) 18 29 28 25 29 23 14 13 18 17 25 19 258 

利用人数 ( 人 ) 384 730 911 692 841 458 295 130 250 318 973 367 6,349 

体操競技
利用日数 ( 日 ) 11 30 24 24 28 20 26 26 27 24 27 25 292 

利用人数 ( 人 ) 32 204 323 355 489 480 847 175 1,428 1,246 1,016 827 7,422 

バスケットボール
利用日数 ( 日 ) 30 26 30 27 28 29 31 28 29 23 28 31 340 

利用人数 ( 人 ) 734 901 1,305 637 1,149 393 981 1,209 1,022 605 1,167 966 11,069 

レスリング

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 27 24 27 31 353 

利用人数 ( 人 ) 356 207 156 1,075 922 604 275 186 269 465 707 669 5,891 

利用日数 ( 日 ) 3 0 3 0 0 3 0 6 0 0 0 0 15 

利用人数 ( 人 ) 70 0 46 0 0 59 0 123 0 0 0 0 298 

ウエイト
リフティング

利用日数 ( 日 ) 26 24 25 29 26 28 25 26 26 24 24 25 308 

利用人数 ( 人 ) 255 324 307 344 372 418 213 263 377 196 164 283 3,516 

ハンドボール

利用日数 ( 日 ) 23 26 22 29 30 26 30 30 28 28 23 30 325 

利用人数 ( 人 ) 202 402 1,149 899 1,839 452 859 1,044 412 1,180 517 552 9,507 

利用日数 ( 日 ) 1 3 2 0 0 3 5 4 0 0 0 0 18 

利用人数 ( 人 ) 42 102 72 0 0 155 213 92 0 0 0 0 676 

柔道
利用日数 ( 日 ) 6 16 7 14 13 22 25 23 20 19 20 20 205 

利用人数 ( 人 ) 10 629 14 28 27 40 44 256 1,167 37 31 36 2,319 

バドミントン
利用日数 ( 日 ) 29 27 25 31 27 28 26 29 28 27 22 26 325 

利用人数 ( 人 ) 1,030 928 637 1,135 840 856 762 1,035 620 760 681 517 9,801 

競泳

利用日数 ( 日 ) 29 29 30 30 26 23 26 29 30 26 25 31 334 

利用人数 ( 人 ) 672 394 432 681 103 330 117 590 652 267 282 652 5,172 

パ
ラ

身
体

利用日数 ( 日 ) 23 29 27 26 28 16 26 29 27 27 24 27 309 

利用人数 ( 人 ) 174 289 214 203 362 112 105 180 216 259 161 205 2,480 

知
的

利用日数 ( 日 ) 8 10 9 8 11 9 0 0 0 9 6 13 83 

利用人数 ( 人 ) 44 142 43 40 47 41 0 0 0 101 14 52 524 

卓球

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 30 29 30 30 30 30 28 31 360 

利用人数 ( 人 ) 1,060 997 684 465 514 437 502 818 499 381 584 613 7,554 

パ
ラ

身
体

利用日数 ( 日 ) 13 11 13 12 12 13 14 17 15 14 16 15 165 

利用人数 ( 人 ) 146 33 40 43 42 34 63 50 51 56 57 40 655 

知
的

利用日数 ( 日 ) 0 0 3 0 4 0 0 0 0 1 4 0 12 

利用人数 ( 人 ) 0 0 49 0 42 0 0 0 0 7 53 0 151 

利用日数 ( 日 ) 1 2 1 0 0 3 2 1 0 0 0 0 10 

利用人数 ( 人 ) 4 8 6 0 0 30 4 1 0 0 0 0 53 

フェンシング

利用日数 ( 日 ) 26 25 25 25 24 28 27 28 25 26 23 25 307 

利用人数 ( 人 ) 1,081 642 1,095 795 1,846 1,734 1,687 1,215 1,330 840 1,084 825 14,174 

利用日数 ( 日 ) 21 21 22 24 23 1 25 19 24 20 18 21 239 

利用人数 ( 人 ) 138 115 147 152 175 4 164 100 153 129 101 86 1,464 

射撃

利用日数 ( 日 ) 30 30 29 31 27 30 30 10 27 26 27 31 328 

利用人数 ( 人 ) 656 603 448 591 745 568 396 55 688 591 788 560 6,689 

利用日数 ( 日 ) 5 12 7 17 15 7 4 0 8 7 10 8 100 

利用人数 ( 人 ) 13 66 39 50 88 44 4 0 44 33 73 26 480 

利用日数 ( 日 ) 0 0 2 12 7 12 18 5 0 0 0 0 56 

利用人数 ( 人 ) 0 0 3 25 10 37 34 9 0 0 0 0 118 

アーチェリー

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 29 30 30 28 25 28 28 31 351 

利用人数 ( 人 ) 303 369 333 367 347 317 356 299 243 597 481 369 4,381 

利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 5 5 4 6 11 7 7 8 53 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 11 7 8 9 15 13 14 18 95 
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　区分　　　 　　　　　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

ボクシング
利用日数 ( 日 ) 2 0 0 0 0 0 0 0 7 3 5 1 18 

利用人数 ( 人 ) 60 0 0 0 0 0 0 0 410 180 220 40 910 

バレーボール
利用日数 ( 日 ) 2 46 9 11 38 14 0 0 0 0 16 0 136 
利用人数 ( 人 ) 13 1840 360 303 1040 420 0 0 0 0 326 0 4,302 

新体操 利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 2 4 10 5 6 6 33 
利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 200 480 1000 150 360 360 2,550 

バスケットボール
利用日数 ( 日 ) 0 6 16 11 3 0 0 4 4 2 8 13 67 

利用人数 ( 人 ) 0 170 445 340 90 0 0 140 160 80 275 645 2,345 

バドミントン 利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 4 
利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 180 0 0 0 0 0 180 

テコンドー 利用日数 ( 日 ) 4 9 0 16 3 3 19 0 2 10 0 8 74 
利用人数 ( 人 ) 240 225 0 253 33 180 405 0 56 226 0 280 1,898 

アイスホッケー 利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 20 

トランポリン 利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 
利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 35 0 0 0 0 0 35 

アメリカンフットボール
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 120 0 0 0 120 

ハンドボール
利用日数 ( 日 ) 0 0 2 0 5 0 0 0 0 0 1 0 8 

利用人数 ( 人 ) 0 0 40 0 89 0 0 0 0 0 25 0 154 

陸上
利用日数 ( 日 ) 1 0 0 3 0 0 0 0 0 0 2 0 6 

利用人数 ( 人 ) 70 0 0 60 0 0 0 0 0 0 40 0 170 

JOC
利用日数 ( 日 ) 0 0 8 0 0 1 0 0 0 20 0 2 31 

利用人数 ( 人 ) 0 0 636 0 0 50 0 0 0 800 0 35 1,521 

体操
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 4 8 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 240 0 0 0 0 0 240 480 

ウエイトリフティング
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 0 0 30 

パラテコンドー
利用日数 ( 日 ) 2 0 4 0 0 6 0 4 0 0 4 4 24 

利用人数 ( 人 ) 26 0 53 0 0 82 0 44 0 0 56 41 302 

ろう空手
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 6 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 120 0 0 0 0 0 0 120 

デフバレーボール
利用日数 ( 日 ) 0 3 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 9 

利用人数 ( 人 ) 0 61 0 0 0 0 0 126 0 0 0 0 187 

ウエイトリフティング
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 30 0 0 0 0 0 0 30 

バスケットボール
利用日数 ( 日 ) 1 3 15 10 0 0 0 3 0 0 2 0 34 

利用人数 ( 人 ) 30 90 520 300 0 0 0 90 0 0 60 0 1,090 

卓球
利用日数 ( 日 ) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 5 

利用人数 ( 人 ) 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 160 260 

フェンシング
利用日数 ( 日 ) 1 0 0 5 17 0 3 0 0 1 0 0 27 

利用人数 ( 人 ) 25 0 0 150 1360 0 120 0 0 15 0 0 1,670 

バドミントン
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 3 0 5 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 25 0 20 0 0 0 0 90 0 135 

テコンドー
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 28 0 0 0 28 

競泳
利用日数 ( 日 ) 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 4 

利用人数 ( 人 ) 50 0 0 0 0 180 0 0 0 0 0 50 280 

バレーボール
利用日数 ( 日 ) 0 3 19 10 3 0 0 0 0 0 0 0 35 

利用人数 ( 人 ) 0 60 570 170 25 0 0 0 0 0 0 0 825 

スケート
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 35 0 0 0 0 0 0 35 

ダンス
利用日数 ( 日 ) 0 0 2 3 0 0 2 0 0 0 2 2 11 

利用人数 ( 人 ) 0 0 40 60 0 0 40 0 0 0 40 40 220 

トライアスロン
利用日数 ( 日 ) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

利用人数 ( 人 ) 0 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 

パラバドミントン
利用日数 ( 日 ) 22 2 1 18 6 12 13 10 0 19 5 8 116 

利用人数 ( 人 ) 241 21 7 126 48 98 111 74 0 168 63 64 1,021 

ボッチャ
利用日数 ( 日 ) 0 3 3 0 0 0 3 0 0 0 3 3 15 

利用人数 ( 人 ) 0 66 198 0 0 0 107 0 0 0 104 143 618 

ゴールボール男子
利用日数 ( 日 ) 9 12 0 9 0 11 7 2 9 9 9 3 80 

利用人数 ( 人 ) 131 160 0 117 0 162 69 41 131 221 142 61 1,235 

ゴールボール女子
利用日数 ( 日 ) 9 12 0 9 9 11 4 2 9 9 9 3 86 

利用人数 ( 人 ) 73 97 0 72 218 83 32 18 69 75 73 31 841 

パラバレーボール
利用日数 ( 日 ) 2 3 1 2 0 5 0 2 2 3 8 3 31 

利用人数 ( 人 ) 59 75 24 52 0 121 0 46 44 73 407 62 963 

2. 共用コート

味
の
素
N
T
C
・
ウ
エ
ス
ト

味
の
素
N
T
C
・
イ
ー
ス
ト

（a）競技別

　区分 　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
利用日数総計（日） 440 516 495 517 501 468 517 503 518 486 493 538 5,992 

利用人数合計（人） 9,117 10,164 11,165 10,881 12,608 9,795 9,741 9,800 14,050 10,721 11,735 9,858 129,635 

内 ) オリ利用人数 ( 人） 8,337 9,256 10,405 10,126 11,693 9,224 9,067 9,133 13,505 10,073 11,145 9,282 121,246 

内 ) パラ利用人数 ( 人） 664 798 633 730 905 290 423 442 545 648 590 576 7,244 

内 ) デフ利用人数 ( 人 ) 116 110 127 25 10 281 251 225 0 0 0 0 1,145 

※陸上競技：陸上トレーニング場　テニス：屋内テニスコート（ハード及びレッドクレイコート）						    
※オリ・パラ・デフ各 NF から報告のあった日数のうち、多い方を集計。（ex.10 月にオリ利用 28 日、パラ利用 5 日の場合、その月の利用数は 28 日）
※ 2025 年度は以下の専用練習場はデフリンピック会場として利用された。（開催期間 味の素 NTC・イースト：射撃 2025.11.10 ～ 2025.11.29）
※専用練習場の利用実績にはテクニカルルームの利用を含む。
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　区分　　　 　　　　　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

車いすバスケットボール男子
利用日数 ( 日 ) 0 4 0 4 4 0 2 2 0 0 5 8 29 

利用人数 ( 人 ) 0 25 0 115 128 0 211 277 0 0 165 231 1,152 

車いすバスケットボール女子
利用日数 ( 日 ) 0 0 13 8 1 0 10 0 3 0 3 3 41 

利用人数 ( 人 ) 0 0 261 155 13 0 158 0 49 0 131 64 831 

車いすラグビー
利用日数 ( 日 ) 8 6 0 0 7 4 6 2 0 6 9 6 54 

利用人数 ( 人 ) 232 228 0 0 248 144 198 68 0 215 291 213 1,837 

パラスキー
利用日数 ( 日 ) 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 

利用人数 ( 人 ) 0 11 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 

JPC
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100 

パラ卓球
利用日数 ( 日 ) 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

利用人数 ( 人 ) 0 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 

ろう空手道
利用日数 ( 日 ) 0 4 2 3 2 6 0 2 0 0 0 2 21 

利用人数 ( 人 ) 0 76 36 60 40 120 0 20 0 0 0 40 392 

デフバレーボール
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 1 2 3 2 2 0 0 0 0 10 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 22 44 66 44 66 0 0 0 0 242 

デフバスケ
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 3 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 102 0 0 0 0 0 0 102 

　利用日数総計（日） 64 124 96 124 100 94 80 45 50 88 100 84 1,049 

　利用人数総合計（人） 1,250 3,350 3,194 2,380 3,376 2,253 2,010 1,490 2,097 2,223 2,868 2,800 29,291 

　　　　　　　　　　　　内 ) オリ利用人数（人）　　 488 2,500 2,611 1,661 2,637 1,155 980 710 1,804 1,471 1,436 1,850 19,303 

　　　　　　　　　　　　内 ) パラ利用人数（人） 762 713 547 637 655 690 986 568 293 752 1,432 910 8,945 

　　　　　　　　　　　　内 ) デフ利用人数（人） 0 137 36 82 84 408 44 212 0 0 0 40 1,043 

味
の
素
N
T
C
・
イ
ー
ス
ト

　区分　　　　　　　　　　　　　　 　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

1A 利用日数 ( 日 ) 4 9 9 17 8 6 13 10 0 0 5 6 87 

1B 利用日数 ( 日 ) 2 0 3 1 0 5 6 0 0 20 5 0 42 

2 大 利用日数 ( 日 ) 1 24 22 18 22 10 6 13 15 9 19 18 177 

2 小 利用日数 ( 日 ) 4 30 8 5 19 13 1 1 11 12 12 15 131 

A 利用日数 ( 日 ) 12 16 22 19 15 14 15 2 11 10 16 7 159 

B 利用日数 ( 日 ) 1 6 5 11 13 7 5 3 2 8 7 11 79 

C 利用日数 ( 日 ) 23 7 16 20 12 15 13 10 0 19 8 8 151 

D 利用日数 ( 日 ) 8 15 13 25 11 12 17 11 3 10 12 17 154 

ウエスト利用日数 ( 日 ) 11 63 42 41 49 34 26 24 26 41 41 39 437 

イースト利用日数 ( 日 ) 44 44 56 75 51 48 50 26 16 47 43 43 543 

利用日数総計（日） 55 107 98 116 100 82 76 50 42 88 84 82 980 

※ 2025 年度はデフリンピック会場として利用された。（開催期間 味の素 NTC・イースト：共用コート AB ：2025.11.10 ～ 2025.11.29）
※共用コートは申請数。（一部報告あり）	

（b）コート別

味
の
素
N
T
C
・

イ
ー
ス
ト

味
の
素
N
T
C
・

ウ
エ
ス
ト

小
計

　区分  　　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

ハイパフォーマンス
・ジム

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 29 28 28 31 360 

利用人数 ( 人 ) 972 980 1,206 968 843 964 1,118 775 933 729 325 940 10,753 

　内 ) オリ利用人数 904 871 1,129 846 741 834 1,015 717 856 628 767 843 10,151 

　内 ) パラ利用人数 68 107 76 122 103 130 103 59 77 101 158 97 1,201 

　内 ) デフ利用人数 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 

うち、低酸素
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室

利用日数 ( 日 ) 30 30 26 31 27 26 30 19 18 18 16 23 294 

利用人数 ( 人 ) 145 156 141 154 125 85 113 42 43 65 23 68 1,160 

トレーニング
ジム

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 30 28 31 364 

利用人数 ( 人 ) 1,153 1,257 1,676 1,653 1,184 1,111 1,239 1,191 1,218 1,023 1,183 1,261 15,149 

　内 ) オリ利用人数 1,036 1,114 1,493 1,439 1,009 939 1,048 1,044 1,001 815 967 1,080 12,985 

　内 ) パラ利用人数 117 141 182 213 175 172 191 147 217 208 216 181 2,160 

　内 ) デフ利用人数 0 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 28 27 26 31 356 

利用人数 ( 人 ) 634 1,337 1,052 969 1,292 859 876 870 1,045 735 822 922 11,413 

　内 ) オリ利用人数 630 1,329 1,046 962 1,276 842 853 832 1,025 712 795 904 11,206 

　内 ) パラ利用人数 4 8 6 7 16 17 23 38 20 23 27 18 207 

　内 ) デフ利用人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 29 28 31 363 

利用人数 ( 人 ) 898 859 732 952 671 981 832 761 766 809 857 985 10,103 

　内 ) オリ利用人数 530 540 411 547 302 644 555 498 466 388 510 566 5,957 

　内 ) パラ利用人数 368 319 321 405 369 337 277 260 300 421 347 419 4,143 

　内 ) デフ利用人数 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 3 

利用人数小計 ( 人 ) 2,685 3,453 3,460 3,574 3,147 2,951 2,947 2,822 3,029 2,567 2,862 3,168 36,665 

利用人数総合計 ( 人 ) 3,657 4,433 4,666 4,542 3,990 3,915 4,065 3,597 3,962 3,296 3,187 4,108 47,418 

 

3. ハイパフォーマンス・ジム、低酸素トレーニング室、トレーニングジム CORE・WEST・EAST

W
E
S
T

E
A
S
T

C
O
R
E

※研究利用は除く。
※ 2025.4.1 ～デフ競技団体のトレーニングジム利用開始				  

4. JISS 競泳プール（一般利用：水泳教室）
　区分       　　　　　　　 　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数（日） 6 11 11 14 10 8 10 7 7 8 12 12 116 

一般利用人数（人） 270 745 645 485 595 350 605 525 360 380 625 705 6,290 
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（1）味の素フィールド西が丘
5. その他屋外施設

　区分　　　　　　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

専用利用
( １日 )

利用日数 ( 日 ) 7 8 4 6 4 7 1 10 5 4 8 3 67 

試合数 ( 試合 ) 10 10 8 7 5 7 1 13 9 7 11 2 90 

総入場者数 ( 人 ) 6,885 8,409 5,080 9,930 7,604 6,635 1,813 35,362 13,484 3,693 11,739 2,810 113,444 

有料入場者数 ( 人 ) 5,837 7,434 3,582 3,264 6,486 5,674 1,683 32,855 8,952 2,243 6,570 1,880 86,460 

専用利用
( 時間 )

利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用時間 ( 時間 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

団体利用
( 時間 )

利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用時間 ( 時間 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用人数合計 ( 人 ) 6,885 8,409 5,080 9,930 7,604 6,635 1,813 35,362 13,484 3,693 11,739 2,810 113,444 

（2）フットサルコート
　区分　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数 ( 日 ) 24 22 24 23 23 24 26 19 19 21 21 25 271 

利用時間 ( 時間 ) 200 200 249 211 169 219 272 206 196 228 224 11 2,385 

利用人数 ( 人 )
ＮＦ 5 3 5 7 9 8 12 8 196 7 13 15 288 

一般 97 95 138 2,289 1,920 2,888 3,080 2,277 2,284 2,743 2,554 2,861 23,226 

利用人数合計 ( 人 ) 102 98 143 2,296 1,929 2,896 3,092 2,285 2,480 2,750 2,567 2,876 23,514 

（1）JISS

（2）味の素 NTC・イースト

6. 戸田艇庫

7. 研修室・特別会議室等

　区分　　　　　 　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数 ( 日 ) 7 4 2 5 6 5 7 1 9 8 1 7 62 

利用人数 ( 人 ) 14 4 2 7 6 7 9 1 14 97 1 12 174 

②ビジター利用

　区分　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 月平均 ( 艇 )/
合計 ( 人 )

艇庫 ( 艇 )

エイト 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8.0 

フォア 44 44 44 44 44 44 44 42 42 42 42 42 43.2 

スカル 90 90 90 90 90 90 90 88 88 88 88 88 89.2 

その他 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2.0 

合計 ( 艇 ) 144 144 144 144 144 144 144 140 140 140 140 140 142.3 

合宿室 ( 人 )

一般 55 31 229 49 46 13 12 26 46 44 67 128 746 

大学生 12 86 150 293 708 1,093 644 217 26 13 243 648 4,133 

高校生 38 0 52 130 212 0 6 35 209 215 81 296 1,274 

合宿利用人数合計 ( 人 ) 105 117 431 472 966 1,106 662 278 281 272 391 1,072 6,153 

　区分　　　　　　　　　　 　　　　 　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

研修室Ａ 利用日数 ( 日 ) 5 3 0 7 6 6 5 5 2 1 1 0 41 

利用人数 ( 人 ) 160 75 0 293 150 132 177 200 50 30 60 0 1,327 

研修室Ｂ
利用日数 ( 日 ) 4 1 0 5 4 6 3 5 2 0 1 0 31 

利用人数 ( 人 ) 130 30 0 283 120 132 102 160 50 0 30 0 1,037 

利用人数合計 ( 人 ) 290 105 0 576 270 264 279 360 100 30 90 0 2,364 

※研修室ＡＢ結合しての利用人数は、研修室Ａにカウント。								      
※本表の数字（データ）は、部外者による有料利用カウントであり、JSC の業務での利用は含まれていない。

　区分　　　　　　　　　　　 　　　 　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

会議室Ａ
利用日数 ( 日 ) 3 9 11 9 11 7 8 4 12 10 13 11 108 

利用人数 ( 人 ) 32 212 242 266 224 316 288 145 338 345 259 301 2,968 

会議室Ｂ 利用日数 ( 日 ) 1 7 10 7 11 7 10 1 12 12 12 9 99 
利用人数 ( 人 ) 38 230 270 255 368 344 389 20 310 386 307 290 3,207 

会議室Ｃ
利用日数 ( 日 ) 4 11 12 7 12 9 6 3 14 13 12 7 110 

利用人数 ( 人 ) 88 390 355 190 382 335 265 65 288 333 340 220 3,251 

ミーティングルーム１ 利用日数 ( 日 ) 8 12 12 5 8 8 2 1 9 5 1 6 77 
利用人数 ( 人 ) 25 64 119 41 103 59 8 3 64 49 15 82 632 

ミーティングルーム２
利用日数 ( 日 ) 4 3 6 4 5 3 4 1 5 3 5 5 48 

利用人数 ( 人 ) 33 32 103 52 98 31 52 16 40 29 28 80 594 

ミーティングルーム３
利用日数 ( 日 ) 2 2 4 4 5 6 3 4 6 6 5 7 54 

利用人数 ( 人 ) 12 15 95 68 100 64 32 49 45 119 91 78 768 

ミーティングルーム４
利用日数 ( 日 ) 1 2 5 4 4 18 5 2 4 6 3 3 57 

利用人数 ( 人 ) 6 25 110 63 63 952 200 32 25 159 57 40 1,732 

ミーティングルーム５
利用日数 ( 日 ) 2 5 11 11 10 8 7 1 10 10 5 2 82 

利用人数 ( 人 ) 11 32 111 81 88 240 162 5 58 70 45 28 931 

利用人数合計 ( 人 ) 245 1,000 1,405 1,016 1,426 2,341 1,396 335 1,168 1,490 1,142 1,119 14,083 

（3）屋外テニスコート
①年間利用

　区分     　　　　　　　　　　　　　　 　月　 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
利用日数 ( 日 ) 28 28 27 29 29 28 26 22 20 24 22 28 311 
利用人数 ( 人 ) 2,265 2,299 2,239 2,211 1,970 3,180 1,517 2,063 2,427 2,250 2,544 3,267 28,232 

※本表の数字（データ）は、NF による有料利用カウントであり、JSC の業務での利用は含まれていない。
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8. 託児室

9. 宿泊室

（1）アスリートヴィレッジ

（2）味の素 NTC・イースト

　区分　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
利用日数（日） 4 5 5 9 3 11 6 17 13 13 14 20 120 

利用人数（人）
保護者数 4 5 5 9 3 12 6 17 17 14 21 39 152 
託児数 4 5 5 9 3 13 6 19 18 14 21 39 156 

　区分　　 　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
利用日数（日） 5 13 15 10 14 18 20 16 17 19 20 15 182 

利用人数（人）
保護者数 6 15 16 11 19 27 29 30 23 38 34 32 280 

託児数 6 15 16 11 19 27 29 30 23 38 34 32 280 

　区分　　　　　　　　　　　　　 　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
利用可能日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 30 29 28 31 362

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 29 26 28 31 358 
客室利用数 ( 室 ) 525 1,166 1,141 868 842 630 627 756 789 654 842 769 9,609 

客室利用人数 (人) 525 1,166 1,141 868 842 630 627 756 684 654 842 768 9,503 

　内 ) オリ利用人数 ( 人) 418 814 935 731 663 481 447 613 639 453 596 554 7,344 
　内 ) パラ利用人数 ( 人) 9 263 51 4 81 42 12 20 0 131 157 7 777 
　内 ) デフ利用人数 (人) 0 0 0 0 28 0 0 0 0 0 0 0 28 

内 ) その他研究等（人） 98 89 155 133 70 107 168 123 45 70 89 207 1,354 

客室稼働率 (％ ) 24.3% 52.2% 52.8% 38.9% 37.7% 29.2% 28.1% 35.0% 36.5% 31.3% 41.8% 34.5% 36.9%

宿泊人数稼働率 (％ ) 23.3% 50.2% 50.7% 37.3% 36.2% 28.0% 27.0% 33.6% 30.4% 30.1% 40.1% 33.0% 35.0%

（1）JISS

※宿泊人数稼働率は、和室に最大３名宿泊できるものとして計算した。					   

※本表の数字（データ）は、NF による有料利用カウントであり、JSC の業務での利用は含まれていない。

　区分　　　　　　　　　　　 　　　 　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

研修室 1
利用日数 ( 日 ) 9 12 27 18 22 16 14 19 13 14 15 15 194 

利用人数 ( 人 ) 325 363 830 520 686 490 411 566 505 460 420 500 6,076 

研修室 2
利用日数 ( 日 ) 9 10 17 15 20 12 13 17 13 12 14 11 163 
利用人数 ( 人 ) 130 355 551 385 660 335 411 433 570 400 362 400 4,992 

研修室 3
利用日数 ( 日 ) 9 14 12 22 14 10 11 15 9 16 17 13 162 

利用人数 ( 人 ) 370 388 363 815 500 245 330 549 375 310 629 480 5,354 

研修室 4
利用日数 ( 日 ) 6 12 15 13 17 18 16 17 19 14 17 17 181 

利用人数 ( 人 ) 273 365 420 300 428 599 526 504 495 381 664 486 5,441 

研修室 6
利用日数 ( 日 ) 2 3 6 6 4 3 7 11 10 9 13 9 83 
利用人数 ( 人 ) 120 55 105 78 111 35 112 201 206 185 183 153 1,544 

利用人数合計 ( 人 ) 1,218 1,526 2,269 2,098 2,385 1,704 1,790 2,253 2,151 1,736 2,258 2,019 23,407 

（3）味の素 NTC・ウエスト

（2）アスリートヴィレッジ
　区分　　　　　　　　　　　　　　 　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
利用可能日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

客室利用数 ( 室 ) 2,461 4,283 4,203 3,961 3,952 4,955 2,869 2,859 3,724 2,670 2,961 3,364 42,262 

客室利用人数 (人) 3,733 6,793 6,199 5,997 5,586 4,955 4,265 4,643 6,118 4,191 5,305 4,706 62,491 

　内 ) オリ利用人数 (人) 3,616 6,535 6,092 5,957 5,395 4,816 4,151 4,490 6,061 4,103 5,099 4,580 60,895 

　内 ) パラ利用人数 (人) 93 190 77 40 140 83 114 153 57 88 206 126 1,367 

内 ) デフ利用人数 (人) 24 68 30 0 51 56 0 0 0 0 0 0 229 

内 ) その他研究等 (人) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

客室稼働率 (％) 37.0% 62.2% 63.1% 57.6% 57.4% 74.4% 41.7% 42.9% 54.1% 38.8% 47.6% 48.9% 52.2%

宿泊人数稼働率 (％) 27.8% 48.9% 46.1% 43.2% 40.2% 36.9% 30.7% 34.5% 44.1% 30.2% 42.3% 33.9% 38.2%

（3）味の素 NTC・イースト
　区分　　　　　　　　　　　　　　 　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
利用可能日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 29 28 31 363 

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 30 26 28 31 359 

客室利用数 ( 室 ) 991 1,061 888 1,082 806 872 877 716 745 747 850 905 10,540 

客室利用人数 ( 人 ) 1,277 1,213 1,042 1,334 962 1,104 1,333 1,173 986 947 1,104 1,089 13,564 

　内 ) オリ利用人数 (人) 557 543 642 524 209 296 521 527 478 271 266 272 5,106 

　内 ) パラ利用人数 (人) 720 651 387 759 709 808 726 421 508 676 838 817 8,020 

内 ) デフ利用人数 (人) 0 19 13 51 34 0 86 225 0 0 0 0 428 

内 ) その他研究等 (人) 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 10 

客室稼働率 (％ ) 40.3% 41.7% 36.1% 42.6% 31.7% 35.4% 34.5% 29.1% 29.3% 31.4% 37.0% 35.6% 35.4%

宿泊人数稼働率 (％ ) 29.8% 27.4% 24.3% 30.1% 21.7% 25.7% 30.1% 27.3% 22.2% 22.8% 27.6% 24.6% 26.1%
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10. 栄養指導食堂、レストラン　等
（1）JISS（栄養指導食堂レストラン「R3」）

（2）JISS（喫茶室「New Spirit」）

※セットメニューには職員の利用も含む。

　区分　　　　　　　 　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

朝食 ( 食 ) 380 1,059 929 762 727 504 582 710 718 542 812 572 8,297 

昼食 ( 食 ) 713 1,386 1,931 1,522 1,340 799 1,030 1,356 1,507 1,318 2,296 1,419 16,617 

内 ) アスリート食 ( 食 ) 547 1,140 1,538 1,195 963 546 855 882 1,058 955 1,419 1,115 12,213 

内 ) セットメニュー ( 食 ) 166 246 393 327 377 253 175 474 449 363 877 304 4,404 

夕食 ( 食 ) 300 844 895 731 727 471 532 706 724 505 283 629 7,347 

内 ) アスリート食 ( 食 ) 291 827 873 712 707 462 532 679 714 485 266 610 7,158 

内 ) セットメニュー ( 食 ) 9 17 22 19 20 9 0 27 10 20 17 19 189 

合計 ( 食 ) 1,393 3,289 3,755 3,015 2,794 1,774 2,144 2,772 2,949 2,365 3,391 2,620 32,261 

　区分　　　　　　　 　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

朝食 ( 食 ) 3,626 5,811 5,662 5,519 5,267 4,663 4,141 4,377 6,026 3,939 5,190 4,665 58,886 

昼食 ( 食 ) 3,302 6,030 6,064 5,282 5,242 4,487 3,705 4,277 5,707 4,002 10,068 4,401 62,567 

内 ) アスリート食 ( 食 ) 3,115 5,785 5,695 5,130 4,965 4,288 3,435 4,045 5,478 3,763 4,786 4,145 54,630 

内 ) セットメニュー ( 食 ) 187 245 369 152 277 199 270 232 229 239 5,282 256 7,937 

夕食 ( 食 ) 3,628 6,743 6,310 5,956 5,449 4,678 4,055 4,266 6,345 4,267 263 4,530 56,490 

内 ) アスリート食 ( 食 ) 3,610 6,711 6,233 5,919 5,416 4,652 4,038 4,211 6,316 4,214 229 4,501 56,050 

内 ) セットメニュー ( 食 ) 18 32 77 37 33 26 17 55 29 53 34 29 440 

合計 ( 食 ) 10,556 18,584 18,036 16,757 15,958 13,828 11,901 12,920 18,078 12,208 15,521 13,596 177,943 

　区分　　　 　　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用人数（人） 618 255 1,009 1,027 821 1,004 1,162 781 975 830 752 868 10,102 

11. イースト見学

（3）アスリートヴィレッジ（SAKURA Dining）

（4）味の素 NTC・イースト

　区分　　　 　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

朝食 ( 食 ) 1,141 1,089 910 1,164 920 854 857 785 890 904 1,080 1,016 11,610 
昼食 ( 食 ) 1,570 1,949 1,107 1,817 1,373 1,322 1,377 1,014 1,119 1,514 1,461 1,509 17,132 
夕食 ( 食 ) 1,263 1,408 997 1,488 1,039 997 1,004 815 902 1,059 1,068 1,176 13,216 

合計 ( 食 ) 3,974 4,446 3,014 4,469 3,332 3,173 3,238 2,614 2,911 3,477 3,609 3,701 41,958 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

開催回数 ( 回 ) 25 63 70 52 60 44 46 19 45 36 38 36 534 
参加者数 ( 人 ) 183 725 680 338 650 353 510 293 540 394 322 206 5,194 
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12. スポーツクリニック
（1）メディカルチェック

（2）診療・リハビリテーション

（3）診療・リハビリテーション　JISS スポーツクリニック EAST

（4）クライオセラピー

　区分　　　 　　　　　　　　　　     月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

オリンピック競技
実施日数 ( 日 ) 15 14 15 8 8 9 13 10 7 6 14 7 126 

実施件数 ( 件 ) 160 198 163 55 68 103 134 61 70 31 117 52 1,212 

パラリンピック競技
実施日数 ( 日 ) 1 5 5 5 2 0 1 0 0 0 0 0 19 

実施件数 ( 件 ) 2 27 15 20 4 0 1 0 0 0 0 0 69 
内）夏季競技種目実施件数 ( 件 ) 138 221 162 60 35 23 22 28 62 31 117 52 951 
内）冬季競技種目実施件数 ( 件 ) 24 4 16 15 37 80 113 33 8 0 0 0 330 
実施件数合計 ( 件 ) 162 225 178 75 72 103 135 61 70 31 117 52 1,281 

　区分　　　 　　　　　　　　　　　  月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

診療日数 ( 日 ) 21 20 21 22 20 20 22 18 20 19 18 21 242 
内科 ( 件 ) 130 134 114 119 136 167 203 180 178 116 140 150 1,767 
心療内科 ( 件 ) 8 11 13 16 14 10 19 15 16 19 18 13 172 
整形外科 ( 件 ) 336 376 371 399 308 314 354 267 284 280 292 335 3,916 
歯科 ( 件 ) 72 103 103 95 84 65 76 58 76 76 55 55 918 
婦人科 ( 件 ) 67 79 64 72 49 57 59 54 66 56 50 64 737 
皮膚科 ( 件 ) 27 21 34 35 35 36 19 27 34 23 26 26 343 
脳神経外科 ( 件 ) 7 8 6 14 8 10 17 5 10 8 7 7 107 
小計 ( 件 ) 647 732 705 750 634 659 747 606 664 578 588 650 7,960 

内 ) オリ利用件数 596 670 659 677 587 577 673 515 589 527 533 575 7,178 
内 ) パラ利用件数 50 58 44 71 47 73 57 58 53 43 52 72 678 

内 ) その他利用件数 1 4 2 2 0 9 17 33 22 8 3 3 104 
栄養 ( 件 ) 6 6 6 9 8 6 6 2 6 6 4 7 72 

内 ) オリ利用件数 5 6 6 9 8 6 6 2 6 6 4 7 71 
内 ) パラ利用件数 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

心理カウンセリング ( 件 ) 17 20 20 24 14 21 15 17 22 22 17 11 220 
内 ) オリ利用件数 16 20 15 21 13 19 15 14 18 20 13 10 194 
内 ) パラ利用件数 1 0 5 3 1 2 0 3 4 2 4 1 26 

内 ) その他利用件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
リハビリ ( 件 ) 679 737 867 865 641 623 823 606 647 680 647 878 8,693 

内 ) オリ利用件数 563 647 779 778 599 566 757 556 591 597 590 809 7,832 

内 ) パラ利用件数 116 90 88 87 42 57 66 50 56 83 57 69 861 
合計 ( 件 ) 1,349 1,495 1,598 1,648 1,297 1,309 1,591 1,231 1,339 1,286 1,256 1,546 16,945 

　区分　　　 　　　　　　　　　　　  月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

診療日数 ( 日 ) 4 4 14 11 15 15 17 10 10 9 8 9 126 
心療内科 ( 件 ) 1 0 7 5 5 9 12 8 14 6 10 10 87 
眼科 ( 件 ) - - - - - 1 2 1 2 1 2 3 12 
小計 ( 件 ) 1 0 7 5 5 10 14 9 16 7 12 13 99 

内 ) オリ利用件数 1 0 6 5 5 9 12 8 12 6 9 10 83 
内 ) パラ利用件数 0 0 1 0 0 1 2 1 4 1 3 3 16 

内 ) その他利用件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
心理カウンセリング ( 件 ) 4 8 15 13 19 11 16 8 8 9 7 2 120 

内 ) オリ利用件数 4 6 13 12 16 8 12 6 5 7 6 2 97 
内 ) パラ利用件数 0 2 2 1 3 3 4 2 3 2 1 0 23 

内 ) その他利用件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
リハビリ ( 件 ) 0 0 19 8 19 20 15 3 0 4 0 0 88 

内 ) オリ利用件数 0 0 0 0 9 7 0 0 0 0 0 0 16 

内 ) パラ利用件数 0 0 19 8 10 13 15 3 0 4 0 0 72 
合計 ( 件 ) 5 8 41 26 43 41 45 20 24 20 19 15 307 

　区分　　　 　　　　　　　　　　　  月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

クライオセラピー ( 件 ) 2 4 1 0 0 1 0 0 1 0 1 1 11 
内 ) オリ利用件数 2 4 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 10 

内 ) パラ利用件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

※クリニックで 1 人が 1 日 2 科受診した場合は 2 件でカウントしている。

※クリニックで 1 人が 1 日 2 科受診した場合は 2 件でカウントしている。
※ 2025 年 4 月～ JISS スポーツクリニック EAST 診療開始
※ 2025 年 9 月～眼科診療開始

表中は全て、小数点以下第二位を四捨五入
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1.  背景・目的
　HPSC はスポーツ医・科学研究事業及びスポー
ツ医・科学支援事業をはじめとする各事業の成果
を広く国民に還元することによって、スポーツの
振興に寄与することを目的に、様々な機会におい
て HPSC が取り組むスポーツ医・科学、情報によ
る研究・支援の成果を発信している。
　また、HPSC/JISS スタッフがスポーツ庁の設置
する委員会委員に就任するなどして、スポーツ庁
の施策や事業に関し、HPSC の取組や成果に関す
る情報提供、助言等を行うことにより、HPSC の
知見の還元を図った。

2. 実施概要
（1）展示会での広報活動
　HPSC が推進するハイパフォーマンススポーツ
研究と親和性の高い展示会である「Japan Sports 
Week」や「SPORTEC」や大阪・関西万博でのス
ポーツ庁主催イベント「Sports Future Lab ～
スポーツがつくる未来～」、「文部科学省情報ひ
ろば」等にて、研究成果や JSC/HPSC が発行した
書籍等を紹介・展示するブースやミニセミナーを
実施した。

12 その他事業

（1）　普及啓発活動等

（2） SNS を活用した情報発信
　ウェブサイト更新情報をはじめ、イベント開催
告知や HPSC 刊行物の発行情報等の発信を HPSC
の X アカウントにて 138 回行った。

（3） プロモーション動画の制作
　HPSC の役割や魅力を広く周知するため、新た
なプロモーション動画を制作し、ウェブサイト上
で公開した。

写真 1　Japan Sports Week 出展ブース

写真 4　文部科学省情報ひろば

写真 5　HPSC プロモーション動画

写真 3　大阪・関西万博でのスポーツ庁主催イベント
　　　　「Sports Future Lab ～スポーツがつくる未来～」
　　　　出展ブース

写真 2　SPORTEC ミニセミナーの様子
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委員会等 被委嘱者

スポーツ審議会スポーツ基本計画部会（第3期） 久木留 毅（HPSC センター長、JISS 所長）、能瀬 さやか
（JISS スポーツ医学研究部門）

スポーツ×宇宙に関する検討会 久木留 毅（HPSC センター長、JISS 所長）

大学スポーツ構想会議 久木留 毅（HPSC センター長、JISS 所長）

運動・スポーツ中の安全確保対策に関する検討会 中嶋 耕平（JISS 副所長・JISS スポーツ医学研究部門長）、
能瀬 さやか（JISS スポーツ医学研究部門）

（文責　連携・協働推進部）

（4）　アスリートにおけるトータルコンディショニング
　に関するポジションペーパー
　Total Conditioning Research Project NEXT
の取組と連携し、HPSC が策定した立場表明
の一つとして、「アスリートにおけるトータル
コンディショニングに関するポジションペーパー」
を HPSC ウェブサイトで公開するとともに、プレ
スリリース、X アカウントでの情報発信を行った。

3. スポーツ庁の事業への協力
　「スポーツ審議会スポーツ基本計画部会」、「スポー
ツ×宇宙に関する検討会」をはじめ、スポーツ庁
が設置する委員会等に HPSC/JISS スタッフが委員
として参画すること等により、スポーツ庁が推進
する施策や事業に対し、情報提供、助言等を行い、
ハイパフォーマンス領域のみならずライフパフォー
マンス領域においても HPSC の知見の還元を図っ
た。
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1. JISS スポーツクリニック EAST 運用開始
　  に伴うパラアスリート支援の拡充
　2025 年 4 月から心療内科医 1 名と臨床心理士 1 名が
常勤となった。JISS スポーツクリニック及びスポー
ツクリニック EAST（EAST）において、心療内科外
来（週 3 回のうち EAST 2 回）と心理カウンセリング

（週 4 回のうち EAST 2 回）を実施し、プライバシーに
配慮した個別相談に対応している。
　アスリートリハビリテーションは、理学療法士 2 名

（常勤 1 名、非常勤 1 名）の体制で、EAST におけるパ
ラアスリートの対応件数を増加させた。
　2025 年 7 月から月 2 回、眼科外来及び視覚 MDF

（Medical Diagnostics Form；医学的診断書）作成外
来を新設、クラス分けに必要な MDF 作成を開始し、
視覚障がいアスリートの病状・視機能評価のため、各
種検査機器が整備された（写真）。
　EAST は、味の素 NTC・イーストを拠点とするパラ
アスリートやアントラージュが利用しやすい環境であ
る。加えて、視覚障がいアスリートの MDF を作成で
きる医療機関は限られていることから、本外来開設の
意義は大きい。

2.　パラアスリートへの各種支援
（1）総合型サポート：パラアルペンスキー
　パラアルペンスキー競技では、2023 年度から総合型
サポート体制を導入した。雪上競技の特性や障がいへ
の配慮など、検討すべき事項は多岐にわたるが、選手
のコンディション管理、フィジカルトレーニング支援、
映像分析、栄養サポート、心理サポートなど、各分野
のサポートスタッフが相互に関わりながら連携を図り、
各選手の個別課題に応じた支援を展開した。
　特に座位選手のトレーニングメニューやコンディ
ション管理は、先行研究や参考事例が少ないため、こ
れまで JISS でのオリンピックを含む他競技の事例を参
考に検討・検証を行い、支援を実施した。
　2025 － 2026 年のパラリンピックシーズンには、こ
れまでの取組を基に支援内容を精緻化・一部見直しし、
競技力向上に資する体制の強化を図った。

（2）医科学支援 /「HPSC ネットワークを通じた医・
　科学、情報サポートの展開」事業（NW 事業）：
　パラノルディックスキー
　2025年度 NW 事業では、パラノルディックスキー選
手を対象としたフィットネスチェック（FC）を、連携

（2）　パラリンピック競技関連の活動

機関である北海道立総合体育センターにて 6 月と 11 月
の 2 回実施した。6 月は立位男子選手 2 名及び座位男
子選手 1 名の計 3 名、11 月にはこれら 3 名に立位女子
選手 1 名が加わり計
4名が対象であった。
　同施設でのFCは
2023年から継続して
実施しており、選手
の体力特性把握やト
レーニング計画立案
に重要な役割を果た
している。
　これまではHPSC スタッフ中心に準備から測定、後
処理まで担ってきたが、2025 年度は連携機関のスタッフ
及び FC スペシャリストが主体となって業務を遂行し
た点が大きな特徴である。これにより、地域のスタッフ
がパラアスリートの FC を受け入れ、適切に運用でき
る体制整備が進んでいることが確認された。
　本件は地域主導による医科学支援体制構築が進展し
ている好事例であり、今後のパラアスリート支援の発
展に寄与するものと期待される。

（3）ミラノ・コルティナ 2026 パラリンピックでの
　ウェルフェアオフィサー（WO）としての活動
　2021年、IOC及び国際パラリンピック委員会（IPC）
は北京 2022 大会以降の大会において、WO のアクレ
ディテーションを設定することとした。これを受け、
JOC は北京 2022 大会から、JPC は今大会から初めて
WO を派遣した。
　WO は選手団全員のメンタルヘルスを守る役割を担
い、選手に加えコーチやスタッフ等のアントラージュ
も支援対象である。大会約 1 カ月半前から広報、事前
アンケート、希望者への心理サポート等の活動を実施
した。選手からは不眠、食事・環境への不安、大舞台
での不安や緊張等の相談が寄せられ、WO は“こころ
のトリアージ”機能を果たし、専門家への紹介や情報
提供も行った。一方、アントラージュからは、懸念事
項の相談や、大会中の円滑な連携に向けた事前情報共
有があった。
　大会期間中はメディカルチームの一員としてコルティ
ナの選手村に駐在し、選手団の状況把握と迅速な対
応体制を整えた。プライバシーに配慮した個室を設
置、また、他 2 拠点の選手団へはオンラインで対応し、
LINE でのテキスト支援も併用した。

3. パラアスリートを対象とした研究活動の実施
　2025 年度も「研究の柱」をはじめ、様々な研究活動
が行われ、論文採択や学会発表のみならず、シンポジ
ウム、講演会や講習会、書籍の形で成果報告及び情報
発信がなされた。
　なお 2019 年度以降、何らかの成果発表により毎年
受賞者がいる状況である。

　　 （文責　半谷　美夏、　山口　達也、笹代　純平、
　　　　　　  先崎　陽子、　関口　邦子、袴田　智子、
　　　　　　飯塚　哲司、　元永　恵子）

写真 1　診療の様子

写真 2　測定の様子
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１．概要
　1964 年東京オリンピックの成果と理念を背景と
して、国民がスポーツに親しみ、健康な心身を培
う契機として制定された「スポーツの日」において、
本中央記念行事は、日常生活の中で主体的に運動・
スポーツに親しむことの重要性を広く啓発するこ
とを目的として毎年開催している。
　2025年度においては、2024年度に引き続き「meet 
your “new”」をテーマに掲げ、自分に合ったスポ
ーツとの出会いやトップアスリートとの交流、普
段触れる機会の少ない環境での体験等を通じて、
参加者のスポーツへの関心を高めるとともに、今
後の実施につながるきっかけづくりを図った。

2. 実施内容
開催日：2025 年 10 月 13 日（月）
主　催：スポーツ庁、JSC、JSPO、JOC、公益財
　　　　団法人日本レクリエーション協会、JPSA　
　本行事では、多様な参加者がスポーツに親しむ
機会を提供する観点から、各種プログラムを実施
した。
　開会行事として紙風船エクササイズを実施した
ほか、オリンピック・パラリンピック競技の体験
教室（射撃、卓球、フェンシング）、子どもの発達
段階に応じた動きを習得する「アクティブ・チャイ
ルド・プログラム」、多様なレクリエーション競
技を体験できる「レッツ・チャレンジ！おもしろ
スポーツ」、登山に関する知識や安全技術を学ぶ

「安全登山教室」等を実施した。
　また、JSC と Sport Singapore との MOU を活
用した「スクエアステップ・エクササイズ」では、
オンラインにより HPSC 会場とシンガポール会
場、地方会場（北海道中川町、三重県志摩市、福
岡県福岡市）を接続して実施したほか、ローイン
グマシンを活用したバーチャルスポーツプログラ
ムにより、新たな形態のスポーツ体験を提供した。
さらに、スポーツ栄養に関する知識を学ぶ「勝ち
飯教室」を実施した。
　事前申込による味の素 NTC・イースト会場では、
午前・午後合わせて 16 プログラムを実施し、小・
中学生の親子延べ 449 組 998 名が参加した。シン
ガポール会場では 150 名、地方会場では合計 94
名が参加した。
　施設自由見学では、味の素 NTC・ウエストに
おいてトップアスリートのトレーニング環境を見
学できる機会を提供し、延べ 1,416 名が参加した。
また、事前申込不要のフリープログラムでは、
JISS 陸上競技実験場において音響 XR 技術を活用
した新たな観戦体験やパラスポーツ体験等を実施
し、延べ 1,015 名が参加した。

（3）　「スポーツの日」中央記念行事 / スポーツ祭り 2025

3. 効果検証
　本行事では、参加者の満足度に加え、スポーツ
に関する意識や行動の変化を把握する観点から、
スポーツ行動変容ステージ（無関心期、関心期、
準備期、実行期・維持期）に基づくアンケート調
査を、行事前・行事直後・行事 3 か月後の 3 時点
で実施した。
　行事直後の調査では、回答者 221名のうち203 名

（91.8％）が満足と回答しており、本行事が参加者に
とって一定の満足度を有するものであったことが
確認された。
　一方、3 時点全てに回答した 177 名を対象に行
動変容ステージの変化を比較したところ、参加者
全体としては有意な変化は確認されなかった。
　ただし、参加形態別にみると、午前・午後の両
方のプログラムに参加したグループにおいては、
行事前と比較して行事 3 か月後に行動変容ステー
ジが高まる傾向が見られた（p = 0.041）。
　これらの結果から、本行事は参加者の満足度向
上やスポーツへの関心喚起には一定の効果が認め
られる一方で、参加者全体の行動変容にまで結び
つく効果については限定的である可能性が示唆さ
れた。また、複数のプログラムに参加するなど関
与の程度が高い場合には、行動変容につながる可
能性も考えられる。
　今後に向けては、こうした結果も踏まえ、参加
者の関与のあり方や参加後の行動との関係、さら
に実施方法やプログラム構成等について、引き続
き検討していくことが考えられる。

（文責　総合企画部）

写真　スクエアステップ・エクササイズ
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1. 目的
　アジアスポーツ科学会議（ACSS）は、日本（JISS）、
中国（CISS）、韓国（KISS）の 3 か国間における
情報交換、協力体制の構築及び研究内容の共有を
目的として、2 年に 1 度（オリンピック開催年以外）
持ち回りで開催されている国際会議である 。各機
関の知見を共有することで、アジアにおけるスポー
ツ科学の更なる発展と連携強化を目指している 。

2.　概要
日　時：2025 年 11 月 4 日 ( 火 ) ～ 11 月 6 日 ( 木 ) 
場　所：韓国 済州島（Hotel WE JEJU） 
参加者：石毛勇介、加藤聡志、來海郁（以上、
　　　　スポーツ科学研究部門）、後藤和海
　　　　（スポーツ医学研究部門）、橋本真一、
　　　　三澤健太（以上、事務部）

　ACSS は今回で 13 回目を迎え、KISS が担当し
た。COVID-19 の影響による中止を経て、6 年ぶり
の開催となった。今回のテーマは「Beyond Limits: 
Rethinking Performance Through Sports-Tech 
Hybrid」であり、JISSからは 6 名、CISS からは 5 名、
そのほか主催の KISS 及びドイツやスイスからの
招待講演者を含む約50名が参加した。
　JISS からは以下の 4 名が、冬季競技を中心とし
た研究・支援の成果について発表を行った 。

　

　

（4）　第 13 回アジアスポーツ科学会議

　会場では、風洞実験棟の利用やカーリングシミュ
レーションの実践的な活用方法について、他国の
研究者から活発な質問が寄せられた。また、CISS
からは競歩選手の血糖とペースの関係性やウエイ
トリフティングの科学的支援システム等の知見が
共有された。KISS からはボッチャ、フィギュア
スケート、スピードスケート等の競技を対象とし
たバイオメカニクス、心理、AI 分析等幅広い研究・
支援の成果が発表された。その他招待講演者から
は、持久系トレーニングや高所トレーニングに関
する世界の最新の知見が共有された。

　11 月 5 日に行われた代表者会議では、JISS の
石毛副所長、CISS の Hong Yuan 副所長、KISS の
Kang Young Song 所長らが出席。今後の 3 機関間
の継続的なコンタクトや、次回日本開催に向けた
連携について協議が行われた 。

3. まとめ
　今回の ACSS は、各国の研究動向を把握すると
ともに、3 機関のネットワークを再構築する有意義
な機会となった 。次回 2027 年度は、JISS がホス
トとなり日本で開催される予定である。今回の参
加で得られた知見をもとに、次回の成功に向けた
準備を進めていく。

（文責　事務部事業推進課）

写真 1　JISS からの発表者

写真 2　3 機関の代表者（右から JISS,KISS,CISS）

写真 3　参加者全員による集合写真氏名 タイトル

石毛 勇介 JISS における冬季競技を対象とした支援
と研究

後藤 和海 冬季競技におけるスポーツ外傷と課題

來海 郁 スキージャンプ選手の風洞トレーニングと
その三次元モーションキャプチャー

加藤 聡志 カーリングにおける戦術分析のためのス
トーンシミュレーション
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ポーツ精神医学 , 22: A23, 2025.
16）  高井 恵理 . 女性アスリートと栄養 . 産婦人科の実際 , 74(8): 787-791, 2025.
17）  高井 恵理 . エネルギー代謝への影響と対策（特集 REDs とは何か？）. 臨床スポーツ医学 , 42(10): 1102-1104, 2025.
18）  谷村 祐子 . 運動習慣のある人は腸内細菌叢の多様性が高い . ヘルシスト , 291(49): 14-17, 2025.
19）  玉井 伸典 . ストレングス＆コンディショニングにおける鍼通電療法の有効性 . 日本東洋医学系物理療法学会誌 , 50(2): 41-48, 

2025.
20）  壷倉 花 , 山下 大地 , Adrian J Washif, Laursen Paul, Rønnestad Bent, Halson Shona, Pyne David, Guro Solli, 山岸 卓樹 , 

Mujika Iñigo. レジリエントなアスリートサポートシステムの構築による個別パフォーマンスの最適化（特集 ハイパフォー
マンススポーツ・カンファレンス特別セミナー特集）. Journal of High Performance Sport, 13: 21-36, 2026.

21）  中村 宏美 . 子どものフィジカルリテラシーに関する家庭環境調査（特集 子どものフィジカルリテラシーを考える）. 子ども　　　
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と発達発育 , 23(2): 100-105, 2025.
22）  �中村 真理子 . LEA による身体への影響と対策―心血管系機能への影響と対策―（特集 REDs とは何か？）. 臨床スポーツ医

学 , 42(10): 1126-1129, 2025.
23）  中村 有紀 . 睡眠への影響と対策（特集 REDs とは何か？）. 臨床スポーツ医学 , 42(10): 1122-1125, 2025.
24）  能瀬 さやか . 女性の低体重 / 低栄養症候群と骨密度 . 医学のあゆみ , 296(12): 1058-1061, 2026.
25）  能瀬 さやか . 女性アスリートを支援する組織とその役割 . 産婦人科の実際 , 74(8): 743-748, 2025.
26）  能瀬 さやか . 女性アスリートの無月経、月経随伴症状への対策 . 小児科診療 , 89(3): 287-294, 2026.
27）  能瀬 さやか . 成長期のスポーツの問題点 : 月経異常 . 小児内科 , 58(1): 76-80, 2026.
28）  能瀬 さやか . 女性アスリートのコンディショニング 性ホルモンとスポーツ外傷・障害の関連に着目して . 日本臨床スポーツ

医学会誌 , 33(2): 207-209, 2025.
29）  能瀬 さやか . 若年女性診療に必要な基礎知識 : 女性アスリートの健康 . 臨床婦人科産科 , 80(1): 130-134, 2026.
30） 能瀬 さやか . 第 18 回女性アスリートの月経サポートについて . 日本スポーツ協会 Sport Japan, 84: 62-63, 2026.
31）  能瀬 さやか . パラ女性アスリート（連載 パラリンピックとスポーツ医学 第 10 回）. 臨床スポーツ医学 , 42(10): 1146-1150, 

2025.
32）  能瀬 さやか . REDs とは（特集 REDs とは何か？）. 臨床スポーツ医学 , 42(10): 1068-1072, 2025.
33）  能瀬 さやか . 女性の低体重 / 低栄養と骨粗鬆症 . 臨床栄養 , 147(3): 306-310, 2025.
34） 半谷 美夏 . 謎になりやすい腰痛と低侵襲手術療法など Bertolotti 症候群（特集 謎の腰痛）. 臨床スポーツ医学 , 42(11): 1242-

1245, 2025.
35）  半谷 美夏 , 三上 幸夫 , 草野 修輔 . パラスポーツの医学的支援 メディカルチェックとアンチ・ドーピング活動（連載 パラリ

ンピックとスポーツ医学 第 8 回）. 臨床スポーツ医学 , 42(8): 924-928, 2025.
36）   Henderson Frederick, 壷倉 花 , 山下 大地 , 関口 泰樹 , 玉川 康平 , Buchheit Martin, McCall Alan, Impellizzeri Franco, 山

岸 卓樹 , Mujika Iñigo. パフォーマンス最適化のためのトレーニング負荷管理（特集 ハイパフォーマンススポーツ・カンファレ
ンス特別セミナー特集）. Journal of High Performance Sport, 13: 37-53, 2026.

37）  星川 雅子 , 三ツ山 晃弘 . スポーツにおける睡眠 - アスリートの睡眠を知る―国立スポーツ科学センターにおける睡眠研究と
歯科におけるナイトガード作製数 . 睡眠口腔医学 , 12( 総会特別号 ): 46, 2025.

38）  牧野 瑞輝 . 陸上競技走幅跳競技者におけるトレーニング手段としての短助走跳躍の意義を探る . コーチング学研究 , 38(2): 
223-225, 2025.

39）  松林 武生 , 景行 崇文 , 後藤 晴彦 , 小泉 潤 , 牧野 瑞輝 , 庄司 一眞 , 志賀 充 . 2025 年シーズンにおける七種競技選手のパフォー
マンス分析 . 陸上競技研究紀要 , 21: 212-216, 2026.

40）  松林 武生 , 景行 崇文 , 後藤 晴彦 , 小泉 潤 , 牧野 瑞輝 , 庄司 一眞 , 志賀 充 . 2025 年シーズンにおける十種競技選手のパフォー
マンス分析 . 陸上競技研究紀要 , 21: 204-211, 2026.

41）  松林 武生 , 山岸 卓樹 , 景行 崇文 , 後藤 晴彦 , 門馬 怜子 , 谷村 祐子 , 大石 益代 , 袴田 智子 . パラアスリートに対する低酸素
トレーニングの実践と課題：個人特性および競技特性に応じたサポートの可能性（特集 ハイパフォーマンスとライフパフォー
マンス向上のための高地・低酸素トレーニング）. トレーニング科学 , 38(1): 25-32, 2026.

42）  村田 宗紀 , 山下 大地 , 稲葉 優希 , 中本 浩揮 , 渡邉 諒 . 動作解析（モーションキャプチャ）を用いた動きの指導法 . 体育の科
学 , 76(2): 84-90, 2026.

43）  山口 達也 , 山本 宏明 , 北原 亜加利 , 丸尾 享司 , 矢野 郁明 , 髙木 俊輔 , 高畑 圭輔 , 永井 宏 , 新井 清美 , 栗林 千聡 , 武田 大
輔 , 柄木田 健太 , 江田 香織 , 室伏 由佳 , 坂 房和 , 友利 杏奈 , 田中ウルヴェ 京 , 髙澤 祐治 . アスリートのメンタルとは？（特
集 スポーツと心）. 臨床スポーツ医学 , 42(12): 1282-1289, 2025.

44）  山口 達也 . トップアスリートのオーバートレーニング症候群と周辺病理 . スポーツ精神医学 , 22: 31-36, 2025.
45）  山口 達也 . ADHD アスリートへの薬剤選択と治療戦略 . 臨床精神薬理 , 28(8): 873-878, 2025.
46）  山口 達也 . パリオリンピック 2024 におけるメンタルヘルス総合支援活動 ウェルフェアオフィサー、スポーツ精神科医として . 

スポーツ精神医学 , 22(1): A18, 2025.
47）  山﨑 和也 , 壷倉 花 , 山下 大地 , Spiering Barry, Tous-Fajardo Julio, Burke Louise, Balague Gloria, Buchheit Martin, 

Sandbakk Øyvind, 山岸 卓樹 , Mujika Iñigo. コロナ禍で得た教訓 : ハイパフォーマンススポーツアスリートのディトレーニング
とリトレーニング（特集 ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンス特別セミナー特集）. Journal of High Performance 
Sport, 13: 3-20, 2026.

48）  山下 大地 . 筋力・筋パワー・筋持久力向上のプログラミング（特集 骨格筋を極める ; 骨格筋のコンディショニングを極める）. 
臨床スポーツ医学 , 42(8): 884-888, 2025.

49）  山中 亮 , 髙橋 恭平 , 小林 海 , 大沼 勇人 , 岩崎 領 , 後藤 晴彦 , 小泉 潤 , 松林 武生 . 2025 年度競技会における男女 400m 走の
レース分析 . 陸上競技研究紀要 , 21: 95-101, 2026.

50）  和久貴洋 , 花岡裕吉 , 久保田潤 . 社会課題解決時代における地方スポーツ政策の再定位―戦略性・論理性・参照性・国際性・
連携性からの検討―. 体育・スポーツ政策研究 , 35(1): 19-29, 2026.

3.　書籍等出版物
1）  青柳 壮志 . 頭頚部・脊椎の外傷・障害予防とリハビリテーション . 髙澤 祐治 , 小松 孝行（編）, スポーツ運動医学 , 文光堂 , 

110-120, 2025. 12.
2）   桶谷 敏之 . 第 11 章スポーツ・インテグリティ . スポーツ白書 2026 ～スポーツの新たな価値創造への挑戦～ , 笹川スポーツ財

団 , 263-266, 273-275, 2026. 3.
3）   亀井 明子 . 第 1 章スポーツと身体 ４アスリートの身体（求められる体型）. 川野 因 , 田中 茂穂 , 目加田 優子 , 柳沢 香絵（編）, 

スポーツ栄養の食事計画 : 理論と競技特性にあわせた実践 , 建帛社 , 21-26, 2025. 9.
4）  衣笠 泰介 . 第 10 章ハイパフォーマンススポーツ . スポーツ白書 2026 ～スポーツの新たな価値創造への挑戦～ , 笹川スポーツ

財団 , 240-243, 2026. 3.
5）   久木留 毅 . 第 10 章ハイパフォーマンススポーツ . スポーツ白書 2026 ～スポーツの新たな価値創造への挑戦～ , 笹川スポーツ

財団 , 256-258, 2026. 3.
6）  久保田 潤 . 第 10 章ハイパフォーマンススポーツ . スポーツ白書 2026 ～スポーツの新たな価値創造への挑戦～ , 笹川スポーツ

財団 , 251-253, 2026. 3.
7）   清水 和弘 . トータルコンディショニング概論 . 公認スポーツファーマシスト認定講習テキスト , 日本スポーツフェアネス推進

機構 , 80-82, 2025. 7.
8）   中村 有紀 . 第 10 章ハイパフォーマンススポーツ . スポーツ白書 2026 ～スポーツの新たな価値創造への挑戦～ , 笹川スポーツ

財団 , 249-251, 2026. 3.
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9）   日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセンター国立スポーツ科学センター（編）, アスリート支援ハンドブッ
ク , 大修館書店 , 2025. 4.

10）  日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセンター国立スポーツ科学センター（編）, 国立スポーツ科学センター
メディカルチェックハンドブック , 文光堂 , 2025. 10.

11）  野口 順子 . 第 10 章ハイパフォーマンススポーツ . スポーツ白書 2026 ～スポーツの新たな価値創造への挑戦～ , 笹川スポーツ
財団 , 254-256, 2026. 3.

12）  能瀬 さやか . 第Ⅳ症ランニングと健康 女性ランナーにおける相対的エネルギー不足 . ランニング学会（編）, ランニング学事
典 , 朝倉書店 , 310-311, 2025. 10.

13）  能瀬 さやか . 月経随伴症状 . 学校保健の動向 , 丸善出版 , 261, 2025. 11.
14）  能瀬 さやか . 女性とスポーツ医学 . 髙澤 祐治 , 小松 孝行（編）, スポーツ運動医学 , 文光堂 , 254-260, 2025. 12.
15）  能瀬 さやか . コラム：女性アスリート外来 . 沢井 史穂 , 須永 美歌子（編）, 女性のライフステージと運動・スポーツ , 朝倉書

店 , 102, 2026. 3.
16）  能瀬 さやか . 第 1 章水泳コーチ基礎理論 1-7 女性アスリートの医・科学 . 水泳連盟（編）, 公認水泳コーチ用 水泳コーチ教本 

第 4 版 , 大修館書店 , 74-85, 2026. 3.
17）  萩原 正大 . 第 10 章ハイパフォーマンススポーツ . スポーツ白書 2026 ～スポーツの新たな価値創造への挑戦～ , 笹川スポーツ

財団 , 246-249, 2026. 3.
18）  Female Athletes Research Support Team (FARST). 白井 克佳 , 能瀬 さやか , 柏木 由美子 , 川邊 莉香 , 田中 祐 , 中村 有紀 , 和

田 朝子（監）, 女性アスリート FARST ガイド［ベーシック編］女性アスリートのコンディショニングのための基礎知識 , 日
本スポーツ振興センター ハイパフォーマンススポーツセンター , 2025. 12.

19）  半谷 美夏 . 第 1 章水泳コーチ基礎理論 1-6 水泳の医学 . 日本水泳連盟（編）, 公認水泳コーチ用 水泳コーチ教本 第 4 版 , 大修
館書店 , 50-54, 63-65, 2026. 3.

20）  藤原昌 . 第 10 章ハイパフォーマンススポーツ . スポーツ白書 2026 ～スポーツの新たな価値創造への挑戦～ , 笹川スポーツ財団 , 
243-244, 2026. 3.

21）  藤原昌 , 夏見円 . 第 10 章ハイパフォーマンススポーツ . スポーツ白書 2026 ～スポーツの新たな価値創造への挑戦～ , 笹川スポー
ツ財団 , 245-246, 2026. 3.

22）  三浦 佳祐 . 第 3 章飛込 3-4 飛込のトレーニング . 日本水泳連盟（編）, 公認水泳コーチ用 水泳コーチ教本 第 4 版 , 大修館書店 , 
168-174, 2026. 3.

23）  元永 恵子 . 第 2 部実践編－競技特性にあわせた食事計画―12. ブラインドサッカー . 川野 因 , 田中 茂穂 , 目加田 優子 , 柳沢 香
絵（編）, スポーツ栄養の食事計画：理論と競技特性にあわせた実践 , 建帛社 , 159-165, 2025. 9.

24）  山口 達也 . スポーツとメンタルヘルス . 髙澤 祐治 , 小松 孝行（編）, スポーツ運動医学 , 文光堂 , 279-287, 2025. 12.
25）  山田 悦子 . 第 1 部第 6 章国際開発・国際協力におけるスポーツの意義 . 遠藤 利明（監）, 日本スポーツ政策推進機構（編）, ス

ポーツの可能性を問う , ベースボール・マガジン社 , 130-145, 2025. 12.
26）  横澤 俊治 . 8.2 ランニングサイクルの成り立ち , 8.4 ランニングにおける関節運動 , 8.7 筋収縮の様式 . ランニング学会（編）, 

ランニング学事典 , 朝倉書店 , 256-257, 260-261, 266-267, 2025. 10.
27）  吉田 拓矢 , 図子 あまね . 第 1 部 : 実践的予測スキル⑦プライオメトリックトレーニングの評価と実践～予測を伴う先取り動作

やプレセットの重要性～ . 小野　誠司 , 木塚 朝博（編）, 運動技能につながる予測スキル , 杏林書院 , 60-69, 2026. 2.

4.	 報告書
　1）  稲川 祥史 , 宮﨑 大地 , 山本 悠介 , 三浦 智和 . 映像サポートの基礎 . HPSC ネットワークの構築事業 HPSC パッケージ 映像・

情報技術分野 , 1, 2025.
2）    大坪 香菜子 , 柄木田 健太 , 近藤 みどり , 齊藤 千波 , 立谷 泰久 , 髙橋 由衣 , 冨永 哲志 , 本郷 由貴 . アスリートのためのメン

タルトレーニング（基礎編）トピック①「経験を言葉にして整理する」. HPSC ネットワークの構築事業 HPSC パッケージ 心
理分野 , 2025.

3）   大坪 香菜子 , 柄木田 健太 , 近藤 みどり , 齊藤 千波 , 立谷 泰久 , 髙橋 由衣 , 冨永 哲志 , 本郷 由貴 . アスリートのためのメンタ
ルトレーニング（基礎編）トピック②「自分の特徴を客観的に理解する」. HPSC ネットワークの構築事業 HPSC パッケージ 
心理分野 , 2025.

4）    大坪 香菜子 , 柄木田 健太 , 近藤 みどり , 齊藤 千波 , 立谷 泰久 , 髙橋 由衣 , 冨永 哲志 , 本郷 由貴 . アスリートのためのメンタ
ルトレーニング（基礎編）トピック③「身体を通して心を整える」. HPSC ネットワークの構築事業 HPSC パッケージ 心理分
野 , 2025.

5）   大坪 香菜子 , 柄木田 健太 , 近藤 みどり , 齊藤 千波 , 立谷 泰久 , 髙橋 由衣 , 冨永 哲志 , 本郷 由貴 . アスリートのためのメンタ
ルトレーニング（共通部分）トピック⓪「メンタルトレーニングとは」. HPSC ネットワークの構築事業 HPSC パッケージ 心
理分野 , 2025.

6）   大坪 香菜子 , 柄木田 健太 , 近藤 みどり , 齊藤 千波 , 立谷 泰久 , 髙橋 由衣 , 冨永 哲志 , 本郷 由貴 . チームビルディング . 
HPSC ネットワークの構築事業 HPSC パッケージ 心理分野 , 2025.

7）   加藤 英人 , 屋良慣汰 , 田村 尚之 . ストレングス＆コンディショニングに必要な情報の整理と活用 . HPSC ネットワークの構築
事業 HPSC パッケージ S&C 分野 , 1-121, 2025.

8）   加藤 英人 , 屋良慣汰 , 田村 尚之 . トレーニングの基礎 . HPSC ネットワークの構築事業 HPSC パッケージ S&C 分野 , 1-106, 
2025.

9）   木村 裕也 . アカデミー事業 : エリートアスリート強化部門，コーチ養成部門 . 令和 6 年度 スピードスケート科学・情報事業報
告書 , 6: 48-51, 2025.

10） 木村 裕也 . チームパシュート競技隊列滑走のダイナミックな空力解析 . 令和 6 年度 スピードスケート科学・情報事業報告書 , 
6: 55-60, 2025.

11）  木村 裕也 . 情報事業 報告 : 成果発表 . 令和 6 年度 スピードスケート科学・情報事業報告書 , 6: 37-37, 2025.
12）  半谷 美夏 , 武田 秀樹 , 友利 杏奈 , 小松 孝行 , 佐藤 正裕 , 庄子 理絵 , 三ツ山 晃弘 . 医務関係，本部関係報告 . 第 33 回オリンピッ

ク競技大会（2024 / パリ）TEAM JAPAN 報告書 , 376-395, 2025.

 5.	 講演・特別講演・シンポジウム等
1）   Goto Kazumi. SAFE the meniscus: Suture-first, anatomic, failure-aware, evidence-based. The Meniscus Asian Summit 

2025, 2025. 12.
2）   Hoshikawa Masako, Iwata Risa. Heat and time-zone adaptation strategies: The JISS approach toward LA2028. ASPC  
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3. 書籍等出版物

XIV International Forum on Elite Sport 2025, 2025. 10.
3）   Ishige Yusuke. Support and research for winter sports at the Japan Institute of Sports Sciences. Asian Conference 

on Sport Science 2025, 2025. 11.
4）   Kato Satoshi, Aihara Shimpei. Stone simulation for tactical analysis in curling. Asian Conference on Sport Science 

2025, 2025. 11.
5）   Kukidome Takeshi, Cook Natalie OAM, Sakakibara Saya. Building a golden legacy: unlocking the benefits of major 

sporting events.  World Expo 2025 – Osaka, Panel speaker event – 23 April 2025, 2025. 4.
6）   Kukidome Takeshi, Chun-Wei Su, Rosemond Emily. From high performance to life performance: Advancing through 

innovation, research, and collaboration case studies: Australia, Singapore and Japan’s initiatives. Virtual Sports 
Forum Plus, 2026. 3.

7）  Nakao Gakuto, Kodesho Taiki, Yamagata Kazuma, Watanabe Kota, Ohsaki Yuki, Katayose Masaki, Taniguchi 
Keigo. Applied ultrasound shear wave elastography for skeletal muscle mechanical stress assessment and clinical 
applications. The 20th Congress of World Federation for Ultrasound in Medicine and Biology 2025, 2025. 6.

8）   Nishida Yusuke. Symposium: What are the key topics in knee ultrasound? - Ultrasound diagnosis and treatment for 
adult anterior knee pain. JSOA2025, 2025. 9.

9）   Ozaki Hiroki. Beyond quantity: Value-driven data strategy for elite athlete empowerment. 15th International 
Symposium on Computer Science in Sport, 2025. 9.

10） Tachiya Yasuhisa. Psychological support and research on “Resilience” at the host Olympic Games in Japan. 
International Society of Sport Psychology 16th World Congress, 2025. 12.

1）   相原 伸平 . スポーツ情報学の転換点：IPSJ スポーツ情報学研究会が拓く未来 . 第 11 回日本スポーツパフォーマンス学会大
会 , 2025. 7

2）    相原 伸平 . データと AI で拓くカーリング競技支援 . 日本学術会議 公開シンポジウム , 2025. 6.
3）   相原 伸平 . 競技現場を支えるスポーツ AI の現在地―映像トラッキングと戦術解析による実践的支援―. 東京体育学会第 17

回学会大会 , 2026. 3.
4）    安藤 良介 . 競技スポーツにおける医科学サポートの最前線 . 日本アプライドスポーツ科学会第 5 回大会 , 2026. 1.
5）    飯塚 太郎 , 窪 康之 , 尾崎 宏樹 . HPSC によるスポーツ医・科学サポートの方向性 ―中央競技団体（NF）が策定する選手発掘・

育成・強化の中長期戦略を軸として―. ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンス 2025, 2025. 12.
6）    稲葉 優希 . シンポジウム「四肢の協調動作メカニズム」. 第 31 回日本バイオメカニクス学会大会 , 2025. 12.
7）   桶谷 敏之 , 竹澤 美郁 , 中村 宏美 , 堀田 裕二 , 平塚 卓也 . スポーツ団体ガバナンス強化に関する施策の評価の在り方 . 日本

体育・スポーツ政策学会第 35 回大会 , 2025. 12.
8）   尾崎 宏樹 . オリンピック本番直前のコンディショニング JSC サポート拠点の取り組みについて . 2025 年度 JOC ナショナル

コーチアカデミー , 2025. 7.
9）  柏木 由美子 . JISS メディカルチェック時の面談～女性アスリートの課題とサポート～ . ハイパフォーマンススポーツ・カン

ファレンス 2025, 2025. 12.
10）  亀井 明子 . ハイパフォーマンススポーツセンター内栄養評価システムにおける事例 . 第 72 回日本栄養改善学会学術総会 , 

2025. 9.
11）  亀井 明子 . 国際総合大会でのスポーツ栄養士活動と栄養士間の連携―パリ 2024 大会より―. 日本スポーツ栄養学会第 11 回

大会 , 2025. 8.
12）  衣笠 泰介 . 「HPSC × Science Tokyo」 ハイパフォーマンスの知からライフパフォーマンスの実装へ . 東京科学大学 VI シ

ンポジウム 「心身を育む未来型スポーツ環境の整備」, 2026. 2.
13）  衣笠 泰介 . スポーツ埼玉の未来を考える会 シンポジウム「ハイパフォーマンスからライフパフォーマンスへ～スポーツで

人生をもっと豊かに～」. スポーツ埼玉の未来を考える会 , 2026. 1.
14）  衣笠 泰介 . 日本における長期育成モデルの現在地 . 第 1 回全日本柔道連盟・学術団体連携「柔道を考える．柔道から考える」

カンファレンス , 2026. 2.
15）  衣笠 泰介 , 徳武 岳 . ハイパフォーマンスディレクターのための HPSC リカバリー機能見学ツアー . ハイパフォーマンスス

ポーツ・カンファレンス 2025, 2025. 12.
16）  久木留 毅 . 国内外におけるスポーツ・インテグリティをめぐる今日的課題 . 身体運動文化学会 創立 30 周年記念大会 , 2025. 

12.
17）  久木留 毅 , 永友 洋司 , 山崎 一彦 . 世界で勝つために必要なトータルコンディショニング 〜ハイパフォーマンスディレクター

対談〜 . Japan Sports Week 2025, 2025. 6.
18）  久木留 毅 , 加隈 基嗣 , 静間 佳代子 , 坂本 麻美 , 藪内 あゆみ , 池田 瑞紀 , 小清水 孝子 . ハイパフォーマンススポーツセンター

（HPSC）が取り組む 地域タレント発掘・育成プログラムの課題と可能性について . 日本スポーツ栄養学会第 11 回大会 , 
2025. 8.

19）  久木留 毅 , 菊 幸一 , 室伏 由佳 , 出雲 輝彦 , 田原 陽介 . 「国際競技力の向上を通じた豊かな社会の実現」ハイパフォーマン
ススポーツセンターの役割と機能 日本の国際競技力向上 . 日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大会 , 2025. 8.

20）  久木留 毅 , 杉田 正明 , 平松 竜司 . トータルコンディショニングの知見を如何にして展開していくか―ハイパフォーマンス
からライフパフォーマンスへ―. SPORTEC 2025, 2025. 8.

21）  久木留 毅 , 大杉 住子 , 来田 享子 , 齋藤 健司 . スポーツ政策における政策形成過程のあり方―スポーツ政策の合理性とは . 
日本体育・スポーツ政策学会第 35 回大会 , 2025. 12.

22）  久木留 毅 , 大杉 住子 , 和気 秀文 , 髙橋 英幸 , 伊坂 忠夫 , 家光 素行 . 「ハイパフォーマンスアスリートの国際競技力向上に
向けた研究と実践」ハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）が 大学と連携する意義 . 第 79 回日本体力医学会大会 , 
2025. 9.

23）  久木留 毅 , 津下 一代 , 中村 宇一 , 鈴川 仁人 , 工藤 和俊 , 島田 信男 . ライフパフォーマンスを高めるスポーツ医学（Ⅰ）ラ
イフパフォーマンスとはなにか？ . 第 36 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2025. 11.

24）  清水 和弘 . アスリートにおけるトータルコンディショニング . 第 50 回日本運動療法学会学術集会 , 2025. 7.
25）  清水 和弘 . アスリートにおけるトータルコンディショニング . 第 79 回日本体力医学会大会 , 2025. 9.
26）  清水 和弘 . ハイパフォーマンススポーツのライフパフォーマンス向上への汎用可能性を探る . 日本体育・スポーツ・健康学

会第 75 回大会 , 2025. 8.
27）  高井 恵理 . 事例から考えるスポーツ栄養マネジメントの実際と工夫～無月経からの回復を目的とした事例～ . 日本スポーツ

栄養学会第 11 回大会 , 2025. 8.
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28）  田中 彩乃 . 「ラグビー選手の外傷予防に向けての視点と対応―外傷発生機転に基づいたスポーツ動作、機能の捉え方―」女子  
ラグビー選手における動作特性を考慮した外傷予防 . 日本スポーツ整形外科学会 2025, 2025. 9.

29）   田中 喜晃 . 実験室環境下におけるヒトを対象とした 時間栄養学的評価方法 . 第 12 回日本時間栄養学会学術大会 , 2025. 9.
30） 谷村 祐子 . アスリートのトータルコンディショニングを支えるハイパフォーマンススポーツ研究：腸内細菌叢を用いたコン

ディショニング研究 . 第 79 回日本体力医学会大会 , 2025. 9.
31）  冨永 哲志 , 大坪 香菜子 , 奥野 真由 , 千葉 陽子 . HPSC とスポーツ心理学会との連携・協働の在り方を考える―Psychological 

Support Specialist 会議に向けて―. 日本スポーツ心理学会第 52 回大会 , 2025. 9.
32） 中村 宏美 . 会員企画セッション：スポーツ団体ガバナンス強化に関する施策の評価の在り方「報告③ 自己説明 ･ 公表の有効性

をどのように検証するか -JISS 研究の紹介」. 日本体育・スポーツ政策学会第 35 回大会 , 2025. 12.
33） 西田 雄亮 . 体外衝撃波治療 Extracorporeal Shock Wave Therapy: ESWT（シンポジウム「整形外科の積極的保存治療」）. 

第 36 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2025. 11.
34）  能瀬 さやか . スポーツに参加する女性の健康課題とその治療 ～月経困難症の治療から無月経の対応まで～ . 第 249 回熊本産科

婦人科学会総会・学術集会 , 2025. 7.
35）  能瀬 さやか . スポーツに取り組む子供たちの今と未来の健康を守るために . 第 69 回滋賀県学校保健・安全研究大会 , 2025. 10.
36）  能瀬 さやか . スポーツに励む女子児童生徒の健康課題とその解決に向けて . 日本学校保健会文部科学省補助事業研修会 , 2025. 

7.
37）  能瀬 さやか . スポーツに励む女子児童生徒の健康課題とその対応 . 第 72 回福井県養護教諭研究協議会 , 2025. 6.
38）  能瀬 さやか . 若年の「痩せすぎ」「運動不足」と将来の不健康リスク . 第 15 回運動器抗加齢医学研究会 , 2025. 12.
39）  能瀬 さやか . 若年期の痩せがもたらす健康への影響 . 第 15 回運動器抗加齢医学研究会 , 2025. 12.
40）  能瀬 さやか . 女性アスリート ～ TOKYO2020 以降何が変わったのか？～ . 日本女性医学学会女性のヘルスケア研修会 , 2026. 

3.
41）  能瀬 さやか . 女性アスリートが抱える医学的課題と支援状況 . 第 43 回日本受精着床学会総会・学術集会 , 2025. 8.
42）  能瀬 さやか . 女性アスリートにおける健康課題とその対策 . 石川県スポーツドクター協議会記念講演会 , 2025. 6.
43）  能瀬 さやか . 女性アスリート支援に関する情報提供 . ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンス 2025, 2025. 12.
44）  能瀬 さやか . 女性のヘルスケアとスポーツ . 第 11 回新潟女性医学研究会 , 2025. 4.
45）  能瀬 さやか . 妊娠期・産後のスポーツ実施に向けた支援・研究の現状 . 第 36 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2025. 11.
46）  能瀬 さやか . 婦人科・スポーツの視点からみた相対的エネルギー不足と健康への影響 . 第 44 回日本臨床運動療法学会学術集会 , 

2025. 9.
47）  浜野 純 . アスリートの食事と口腔疾患の予防 . 日本スポーツ歯科医学会第 36 回総会・学術大会 , 2025. 12.
48）  半谷 美夏 . アスリートにおける胸腰椎移行部の障害の特徴と対応 . 日本スポーツ整形外科学会 2025, 2025. 9.
49）  半谷 美夏 . トップアスリートの分離症 . 第 2 回日本脊椎スポーツ研究会 , 2025. 11.
50）  半谷 美夏 . 学術委員会 競技スポーツ部会 大会医療小員会企画「国内大会における医療救護体制 について」．国内最高峰レベ

ルの大会における医療救護体制アンケートの概要 . 第 36 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2025. 11.
51）  半谷 美夏 . 国立スポーツ科学センター（JISS） 医学研究部門 スポーツ医学のさまざまな最前線フィールドの「今」 ～病院だけじゃ

ない、サポート現場との連携 . 2025 筑波スポーツ医学セミナー（SMIT）, 2025. 8.
52）  廣松 千愛 . 持久性競技者の糖質摂取および運動のタイミングが血糖値に及ぼす影響 . 第 12 回日本時間栄養学会学術大会 , 2025. 

9.
53）  星川 雅子 . アスリートの睡眠と時差調整 . 第 36 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2025. 11.
54）  星川 雅子 , 三ツ山 晃弘 . 国立スポーツ科学センターにおける睡眠研究と歯科におけるナイトガード作製数 . 第 24 回日本睡眠

歯科学会 総会・学術集会 , 2025. 10.
55）  三ツ山 晃弘 . 若手研究者の集い . 日本スポーツ歯科医学会第 36 回総会・学術大会 , 2025. 12.
56）  妙圓園 香苗 . オリンピック選手のサポートについて 〜 JISS 総合型サポート・バドミントン～ . 日本スポーツ栄養学会第 11 回

大会 , 2025. 8.
57）  元永 恵子 . ハイパフォーマンススポーツセンター栄養グループの取り組み . 第 73 回宮崎県スポーツ学会 , 2025. 10.
58）  元永 恵子 . パラアスリートと多職種連携：日本スポーツ栄養学会合同シンポジウム 多職種連携から見た新たなアスリートサポー

ト . 第 36 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2025. 11.
59）  山岸 卓樹 . パフォーマンス最適化のためのトレーニング負荷管理 . 第 36 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2025. 11.
60）  山岸 卓樹 . 高強度インターバルトレーニングにおける最小量の探求 . ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンス：特別セ

ミナー 2026「ハイパフォーマンススポーツにおけるトレーニング負荷・適応・意思決定」, 2026. 2.
61）  山岸 卓樹 . 高強度インターバルトレーニングの最新知見 ～トレーニング効果を生みだす最小量について～ . 第 22 回乳酸研究

会 , 2026. 2.
62）  山岸 卓樹 . 高強度インターバルトレーニングの理論と実践 . 第 38 回日本トレーニング科学会大会 , 2025. 11.
63）  Yamashita Shuhei. The current landscape of talent identification and development for para athletes in Japan. 日本アダプ

テッド体育・スポーツ学会第 30 回大会 , 2025. 12.
64）  山下 修平 , 安井 博志 , 魚住 稿 . ハイパフォーマンスディレクターと考えるアスリート育成パスウェイの構築・活用 . ハイパフォー

マンススポーツ・カンファレンス 2025, 2025. 12.
65）  山下 大地 . フォースプレートを用いた コンディション評価と応用 . 第 38 回日本トレーニング科学会大会 , 2025. 11.

6.	 学会発表
1）  Akiyama Kei, Okunuki Takumi, Kumai Tsukasa, Hirose Norikazu. Clinical case study: Elite female soccer player with 

medial tibial stress syndrome. 2025 American College of Sports Medicine Annual Meeting, 2025. 5.
2）   Aoyagi Masashi, Komatsu Takayuki, Someya Yuki, Nagao Masashi, Kubota Atsushi, Tanigawa Aoi, Iriguchi Kai, 

Kishimoto Kohei, Nagato Shunsuke, Nakamura Akira, Nakayama Kazunaga, Sakaguchi Masanori, Takazawa Yuji. 
Recent trends in bone stress injuries in long-distance runners. 2025 ASICS SMA Conference, 2025. 10.

3）   Chen Guanyu, Aihara Shimpei, Takegawa Yoshinari. Real-time curling trajectory prediction via attention-enhanced 
sequential modeling and multi-dimensional feature fusion. IEEE International Workshop on Sport,Technology and 
Research 2025, 2025. 10.

4）  Chiba Rintaro, Tamura Yasumasa, Aihara Shimpei, Yamamoto Masahito. Input encoding and data construction 
strategies for accurate expected score distribution prediction in digital curling. IEEE International Workshop on 
Sport,Technology and Research 2025, 2025. 10.
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5）  Fukushima Kazutaka, Nakayama Haruo, Tomori Anna, Hangai Mika, Nakajima Kohei, Sasadai Junpei, Otomo Mana, 
Sasai Hiroyuki, Kiyohara Kosuke, Nakata Yoshio. Descriptive epidemiology of sports-related concussion amoung 
adolescents in Japan, 2012-2020: A retrospective analysis of insurance registry data. Aspetar World Conference 
2025, 2025. 10.

6）  Garcia Johan, Slawinski Jean, Précar Camille, Doro Victor, Yamashita Daichi, Brocherie Franck. Effect of 
deceleration intensity during repeated sprints on muscle stiffness and damage kinetics. The 30th Annual Congress 
of the European College of Sport Science, 2025. 7.

7）   Hara Riku, Aihara Shimpei, Ito Takeshi. Monocular camera-based system for estimating sweep positions and 
orientation to enhance curling strategy. IEEE International Workshop on Sport,Technology and Research 2025, 
2025. 10.

8）  Hatano Kei, Goto Haruhiko, Koizumi Jun, Matsubayashi Takeo. Assessment of oxygen uptake kinetics measured 
using the mixing chamber method during incremental exercise. The 30th Annual Congress of the European 
College of Sport Science, 2025. 7.

9）   Hayashida Takumi, Kawamura Akihiro, Aihara Shimpei, Kurazume Ryo. Experimental validation of bolt type force 
sensor in speed climbing. The 30th Annual Congress of the European College of Sport Science, 2025. 7.

10） Hikawa Kohei, Takahashi Saeko, Shimizu Reia, Higashihara Ayako, Nakajima Kohei. Sex differences in physical 
characteristics of previous MT-5 elite soccer player. 8th AFC Medical Conference, 2025. 7.

11） Iriguchi Kai, Shojiro Nozu, Togashi Ishin, Aoyagi Masashi, Uchino Sayuri, Takazawa Yuji. Relationship between 
medial longitudinal arch and ground reaction forces in long-distance runners during running. The 30th Annual 
Congress of the European College of Sport Science, 2025. 7.

12） Iwata Risa, Nakamura Mariko, Tamai Shinsuke, Kodesho Taiki, Takahashi Saeko, Sasadai Jumpei, Shimizu Reia, 
Shoji Rie, Fukami Kazuya, Nakajima Kohei. Exploring a novel passive heat acclimation method using CO₂ water 
baths. The 30th Annual Congress of the European College of Sport Science, 2025. 7.

13） Kawabe Rika, Ogura-Nose Sayaka, Nakamura Mariko, Tanaka Ayano, Soejima Yori, Takai Eri, Kondo Midori, Shirai 
Katsuyoshi. Female athlete support project in Japan High Performance Sport Center; Reflecting on achievements 
from after Tokyo 2020 to Paris 2024 Olympic and Paralympic Games. The 2025 Female Athlete Conference, 2025. 6.
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104） �波多野 慶 , 松林 武生 , 柚木 孝敬 . 間欠的な低酸素曝露が足関節底屈力に及ぼす影響 . 第 33 回日本運動生理学会 , 2025. 7.
105） 波多野 慶 , 松林 武生 , 柚木 孝敬 . 間欠的な高二酸化炭素曝露が足関節底屈力に及ぼす影響 . 第 79 回日本体力医学会大会 , 

2025. 9.
106） 花井 菜々子 , 藤枝 砂月 , 本郷 由貴 , 浅野 憲一 . デルファイ法を用いた有効な自助・親切方略の検討 . 第 25 回日本認知療法・

認知行動療法学会 , 2025. 11.
107） 花岡 祐吉 , 中村 有紀 , 清水 和弘 , 衣笠 泰介 , 田中 喜晃 , 白井 克佳 , 久木留 毅 . トータルコンディショニングに関する実

態調査～パリ 2024 大会に出場した中央競技団体（NF）へのアンケート調査より～ . 第 36 回日本臨床スポーツ医学会学術
集会 , 2025. 11.

108） 浜野 純 , 田畑 泉 . 女性高校生陸上長距離選手における拾骨折の危険因子 - トレーニングの量と強度の観点から . 第 79 回日
本体力医学会大会 , 2025. 9.

109） 林田 拓実 , 河村 晃宏 , 相原 伸平 , 倉爪 亮 . 歪みゲージを用いたボルト型力覚センサの開発―キャリブレーション手法と配
線方式の改良―. ロボティクス・メカトロニクス講演会 2025, 2025. 6.

110） 原 流空 , 相原 伸平 , 伊藤 毅志 . カーリング戦略の高度化に向けた単眼カメラベースのスウィープ位置推定システム . 
Sports Informatics and Technology 2025, 2025. 7.

111） 原 流空 , 相原 伸平 , 伊藤 毅志 . 単眼映像解析によるスウィープ動作推定システム . カーリング科学シンポジウム 2026, 
2026. 3.

112） 東中 友哉 , 波多野 慶 , 小泉 潤 , 沼津 直樹 , 星川 雅子 , 横澤 俊治 , 山下 大地 , 松林 武生 . 走幅跳選手と短距離選手の筋発
達の特徴 . 第 38 回日本トレーニング科学会大会 , 2025. 11.

113） 東中 友哉 , 波多野 慶 , 小泉 潤 , 沼津 直樹 , 星川 雅子 , 横澤 俊治 , 山下 大地 , 松林 武生 . 走幅跳選手と短距離選手の大腿
部および体幹部の筋発達の特徴 . 第 38 回日本トレーニング科学会大会 , 2025. 11.

114） 樋川 幸平 , 大山 貴裕 , 田中 彩乃 , 小田 桂吾 , 大石 徹 , 米村 仁洋 , 川道 幸司 , 梶尾 安正 , 田中 哲平 , 中嶋 耕平 . レスリン
グ選手における意識消失を伴う脳振盪の実態―横断的アンケート調査―. 第 36 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2025. 
11.

115） 樋川 幸平 , 高橋 佐江子 , 半谷 美夏 , 金子 知広 , 東原 綾子 , 清水 怜有 , 中嶋 耕平 . エリート女性アスリートにおける競技
特性と内反膝アライメントの関連性～メディカルチェックデータを用いた競技間比較～ . 第 36 回日本臨床スポーツ医学会
学術集会 , 2025. 11.

116） 廣松 千愛 , 海老 久美子 , 後藤 一成 . 試合期における大学生女子一流陸上長距離選手の夜間の間質液中グルコース濃度と糖
質摂取量および利用可能エネルギーとの関連 . 日本スポーツ栄養学会第 11 回大会 , 2025. 8.

117） 廣松 千愛 , 水野 凛 , 後藤 一成 . 大学生女子陸上長距離選手における 4 週間にわたる糖質摂取量の増加が夜間の間質液中グ
ルコース濃度に及ぼす影響 . 第 79 回日本体力医学会大会 , 2025. 9.

118） 福岡 秀哉 , 越野 裕太 , 小松崎 美帆 , 石田 知也 , 遠山 晴一 , 寒川 美奈 . 特異的ウォームアップの実施が筋温および筋収縮
特性に与える経時的効果 . 第 12 回日本スポーツ理学療法学会学術大会 , 2025. 11.

119） 福嶋 一剛 , 中嶋 耕平 , 中田 由夫 . 運動部活動中の中高生における脳振盪の月別発生数の変化 : 災害共済給付データによる
分析 . 第 79 回日本体力医学会大会 , 2025. 9.

120） 藤本 大地 , 桝井 文人 , 相原 伸平 , 柳 等 , プタシンスキ ミハウ . カーリングストーンの個体差が挙動に及ぼす影響の定量
的分析 . Sports Informatics and Technology 2025, 2025. 7.

121） 古川 萌乃 , 曽根 忠瑛 , 相原 伸平 , 桝井 文人 , 河村 隆 . カーリングのスウィープ動作とブラシパッドの評価に関する研究 . 
第 26 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 , 2025. 12.

122） 古橋 侑季 , 上岡 優二郎 , 村冨 浩太朗 , 吉田 拓矢 , 谷川 聡 , 前村 公彦 . 大学生ラグビー選手におけるリバウンドジャンプ
パフォーマンスに注意方略が及ぼす影響～ポジションの違いに着目して～ . 日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大会 , 
2025. 8.

123） 古厩 蓮 , 秋山 圭 , 黒澤 舞水 . 大学女子サッカーにおけるスポーツ外傷・障害および疾病調査 ～期分けごとの発生に着目し
て～ . 第 14 回日本アスレティックトレーニング学会学術大会 , 2025. 9.

124） 本郷 由貴 , 冨永 哲志 , 大西 壮流 , 立谷 泰久 , 柄木田 健太 . パリ 2024 大会におけるアスリートの精神的健康と SNS 上の誹
謗中傷との関連の検討 . 日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大会 , 2025. 8.

125） 本郷 由貴 , 高井 秀明 . 自己批判はアスリートの足かせか，それとも推進力か？―メンタルヘルスと主観的パフォーマンス
に着目して―. 日本スポーツ心理学会第 52 回大会 , 2025. 9.

126） 本郷 由貴 , 高井 秀明 , 中嶋 耕平 , 浅野 憲一 . 大学生アスリートのメンタルヘルス―うつ・不安の性差を可視化する―. 第
36 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2025. 11.

127） 本間 洋樹 , 山岸 卓樹 , 白木 駿佑 , 山下 大地 , 安藤 良介 . 反復スプリントトレーニングがバドミントン選手の体力および試
合中の累積加速度負荷に及ぼす影響 . NSCA ジャパン S&C カンファレンス 2025, 2026. 2.

128） 前田 亮真 , 相澤 清晴 , 白井 圭佑 , 亀甲 博貴 , 森 信介 , 品川 明穂 , 元永 恵子 , 亀井 明子 , 山肩 洋子 . 栄養士の補助を前提
とした食事画像からの食材推定を介した栄養推定モデルの開発 . 映像情報メディア学会 ヒューマンインフォメーション研
究会 , 2025. 6.

129） 槙尾 栞 , 染谷 由希 , 内野 小百合 , 青柳 壮志 , 奈良岡 佑南 , 小松 孝行 , 高澤 祐治 . 女子大学生アスリートにおける月経周
期異常および月経随伴症状の実態 . 第 36 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2025. 11.

130） 松井 駿斗 , 植松 倫理 , 景行 崇文 , 木越 清信 . 棒高跳びにおける跳躍を成立させる技術的要因―成功試技と失敗試技の比較
から―. 日本陸上競技学会第 24 回学会大会 , 2025. 11.

131） 松田 知華 , 土橋 康平 , 中村 真理子 , 能瀬 さやか , 亀本 佳世子 , 後藤 一成 , 須永 美歌子 . 月経周期が運動誘発性低血糖に
及ぼす影響 . 第 79 回日本体力医学会大会 , 2025. 9.

132） 三浦 智和 , 永尾 雄一 . 一流競技者のスキージャンプ技術改善時におけるビデオフィードバックシステムの貢献度評価 .  
Sports Informatics and Technology 2025, 2025. 8.

133） 三ツ山 晃弘 , 田邊 元 , 上野 俊明 . 2025 トリノ冬季 FISU ゲームズ日本代表選手の歯科外傷既往とマウスガード使用状況 . 
第 15 回日本外傷歯学会東日本地方会総会・学術大会 , 2025. 5.

134） 三ツ山 晃弘 , 豊島 由佳子 , 須坂 美咲 , 松葉 千鶴 , 上野 俊明 . 第 15 回東京オリンピック記念体力測定における歯科メディ
カルチェックについて . 日本スポーツ歯科医学会第 36 回総会・学術大会 , 2025. 12.
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135） 村上 貴聡 , 阿部 成雄 , 立谷 泰久 . 審判員における非言語的コミュニケーションスキルの検討 . 日本スポーツ心理学会第
52 回大会 , 2025. 9.

136） 森 遥菜 , 陳 冠宇 , 齊藤 良輝 , 相原 伸平 , 桝井 文人 , 竹川 佳成 . icHandle: タブレットストーンおよび可動式ハンドルデ
バイスを統合したカーリングストーン挙動情報提示システム . 第 3 回スポーツ情報学研究発表会 , 2025. 11.

137） 山口 真未 , 小野寺 峻一 , 萩原 正大 , 原村 未来 , 山下 修平 , 友利 杏奈 , 白井 克佳 . 福岡県タレント発掘事業からトップ
アスリートに至った選手におけるアスリート選抜時の要件と過去の競技経験の特徴 . 日本体育・スポーツ・健康学会第
75 回大会 , 2025. 8.

138） 山口 真未 , 小野寺 峻一 , 山下 修平 . 地域タレント発掘育成事業出身の五輪メダリストに対するインタビュー調査 : アス
リート育成パスウェイに着目して . 日本コーチング学会第 37 回学会大会 , 2026. 3.

139） 山﨑 和也 , 田中 修二 , 西川 直人 , 寶崎 加那絵 , 古川 美幸 , 高橋 佐江子 , 山下 大地 . 膝前十字靭帯再建術後選手におけ
る膝関節等速性筋力とカウンタームーブメントジャンプ指標の関係 . 第 14 回日本アスレティックトレーニング学会学術
大会 , 2025. 9.

140） 山下 修平 , 萩原 正大 , 小野寺 峻一 , 山口 真未 , 友利 杏奈 , 白井 克佳 . 中央競技団体におけるアスリート育成パスウェ
イモデルの活用実態に関する研究 . 日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大会 , 2025. 8.

141） 山元 康平 , 白木 駿佑 , 梶谷 亮輔 , 村冨 浩太朗 . Wattbike Pro を用いた陸上競技 400m 走競技者の無酸素性能力の評価 . 
NSCA ジャパン S&C カンファレンス 2025, 2026. 2.

142） 山本 雅人 , 田村 康将 , 相原 伸平 . The Grand Slam of Curling におけるルール変更の影響 . カーリング科学シンポジウ
ム 2026, 2026. 3.

143） 山本 悠介 , 清水 潤 , 岩田 理沙 , 尾崎 宏樹 . スノーボードビッグエア競技を対象としたリモートでの競技パフォーマンス
およびコンディションの評価のためのシステム構築と実装 . Sports Informatics and Technology 2025, 2025. 8.

144） 柚木 孝敬 , 古内 まりな , 波多野 慶 , 松浦 亮太 . 呼気終末 CO2 分圧の増加が低強度サイクリング中のケイデンスに及ぼ
す影響 . 第 79 回日本体力医学会大会 , 2025. 9.

145） 吉田 拓矢 , 古橋 侑季 , 田井 楓 , 図子 あまね , 前村 公彦 , 谷川 聡 . 見本映像と自己観察映像フィードバックを組み合わ
せたプライオメトリックトレーニングがドロップジャンプのパフォーマンスに与える即時効果と学習効果 . 日本コーチン
グ学会第 37 回学会大会 , 2026. 3.

146） 吉田 颯平 , 飯坂 千尋 , 潟沼 美紀 , 相馬 そのみ , 高橋 玄 , 田久保 祐生 , 中西 瞳俐 , 村松 良祐 , 森田 理央 , 山中 将治 , 
片山 大輝 , 齊藤 良輝 , 森 遥菜 , 陳 冠宇 , 片桐 諒祐 , 千葉 麟太郎 , 曽根 忠瑛 , 相原 伸平 , 姜 南圭 , 竹川 佳成 . ミライノカーリ
ング：ストーンの投擲とブラシによるスウィープでプレイするカーリング体験システム . 第 3 回スポーツ情報学研究発表
会 , 2025. 11.

147） 米津 貴久 , 神庭 睦実 , 原村 未来 , 袴田 智子 , 尾崎 宏樹 . アスリートを対象とした体脂肪率の特徴―BIA と DXA の測定
誤差に関するメタ解析―. 第 38 回日本トレーニング科学会大会 , 2025. 11.

148） 米津 貴久 , 原村 未来 , 神庭 睦実 , 袴田 智子 , 尾崎 宏樹 . アスリートの体脂肪率評価における DXA 法を基準とした BIA
法の誤差特性 . スポーツ医・科学サポート研究会 第 4 回研究会 , 2026. 3.

 7.	 講習会・研修会
1）  Matsubayashi Takeo. Enhancing para athlete performance through sports science. 2025 7th International Para 

Sports Science Seminar, 2025. 11.

1）   秋山 圭 . ラクロスにおけるパフォーマンスの向上 - 自己効力感を高めてあげよう -. 日本ラクロス協会医科学委員会 第 2
回医科学セミナー , 2025. 7.

2）    飯塚 太郎 . 強化戦略プランを軸としたスポーツ医・科学等サポートの充実 . JISS-NF 栄養会議 , 2025. 11.
3）    石毛 勇介 . アスリートの体力評価 . 令和 7 年度日本スポーツ協会公認スポーツドクター養成講習会 , 2026. 2.
4）   稲川 祥史 . HPSC パッケージ「映像サポートの基礎」「JISS Air」研修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC

パッケージ , 2025. 10. 東京 .
5）   稲川 祥史 . 強化現場における映像・情報技術の活用のための第一歩「HPSC の映像・情報技術に関する取組み・NF 支援」. 

令和 7 年度 JPC ハイパフォーマンス研修会 第 4 回勉強会 , 2026. 1.
6）   稲川 祥史 , 宮﨑 大地 . HPSC パッケージ「JISS Air」「JISS strobo」研修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業

HPSC パッケージ , 2025. 4. 栃木 .
7）   稲川 祥史 , 宮﨑 大地 . HPSC パッケージ「映像サポートの基礎」「JISS Air」「JISS strobo」研修プログラム . HPSC ネット

ワークの展開事業 HPSC パッケージ , 2025. 10. 栃木 .
8）   稲川 祥史 , 宮﨑 大地 . HPSC パッケージ「JISS Air」研修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ , 

2025. 11. 東京 .
9）  稲川 祥史 , 宮﨑 大地 . HPSC パッケージ「映像サポートの基礎」「JISS Air」「JISS strobo」研修プログラム . HPSC ネット

ワークの展開事業 HPSC パッケージ , 2026. 1. 宮崎 .
10）  稲川 祥史 , 宮﨑 大地 . HPSC パッケージ「映像サポートの基礎」「JISS Air」「JISS strobo」研修プログラム . HPSC ネット

ワークの展開事業 HPSC パッケージ , 2026. 1. 高知 .
11）  稲川 祥史 , 宮﨑 大地 , 山本 悠介 . HPSC パッケージ「JISS Air」「JISS strobo」研修プログラム . HPSC ネットワークの

展開事業 HPSC パッケージ , 2025. 4. 新潟 .
12）  稲川 祥史 , 宮﨑 大地 , 山本 悠介 . HPSC パッケージ「JISS Air」「JISS strobo」研修プログラム . HPSC ネットワークの

展開事業 HPSC パッケージ , 2025. 9. 京都 .
13）  稲川 祥史 , 宮﨑 大地 , 山本 悠介 . HPSC パッケージ「映像サポートの基礎」「JISS Air」「JISS strobo」研修プログラム . 

HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ , 2025. 10. 京都 .
14）  稲川 祥史 , 山本 悠介 . HPSC パッケージ「JISS Air」「JISS strobo」研修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業

HPSC パッケージ , 2025. 5. 栃木 .
15） 稲川 祥史 , 山本 悠介 . HPSC パッケージ「映像サポートの基礎」「JISS Air」「JISS strobo」研修プログラム . HPSC ネット

ワークの展開事業 HPSC パッケージ , 2025. 9. 山口 .
16）  江夏 直子 . アスリートのための食事の基本ジュニア版（基礎編・実践編）. HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 
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栄養分野 , 2025. 5. 東京 .
17）  江夏 直子 . アスリートのための遠征時の食事 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 2025. 5. 東京 .
18）  江夏 直子 , 近藤 知佳 . アスリートのための食事の基本 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 2025. 

10. 東京 .
19）  江夏 直子 , 松田 侑未子 . アスリートのための遠征時の食事 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 

2025. 10. 東京 .
20）  江夏 直子 , 松田 侑未子 . アスリートのための遠征時の食事 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 

2026. 3. 東京 .
21）  大坪 香菜子 . キックオフミーティング「スポーツにおけるチームと自分の役割」. 埼玉ライオンズ 講習会 , 2025. 5.
22）  大坪 香菜子 . 秋田県タレント発掘事業 わか杉っ子プロジェクト 共通プログラム②（小学生）. 秋田県タレント発掘事業（秋

田県スポーツ科学センター）, 2025. 6.
23）  大坪 香菜子 . 秋田県タレント発掘事業 わか杉っ子プロジェクト 共通プログラム②（中高生）. 秋田県タレント発掘事業（秋

田県スポーツ科学センター）, 2025. 6.
24)  大坪 香菜子 . キックオフミーティング②「チーム内のコミュニケーションとキャプテンの在り方」. 埼玉ライオンズ 講習

会 , 2025. 7.
25）  大坪 香菜子 . アスリートのためのメンタルトレーニング「目標設定」. 日本パラフェンシング協会心理講習会 , 2025. 8.
26）  大坪 香菜子 . 心理プログラム①「自己分析から目標設定、モチベーションへつなげる」. 埼玉ライオンズ 講習会 , 2025. 9.
27）  大坪 香菜子 . 心理プログラム②「いつもと違う環境での実力発揮と集中力」. 埼玉ライオンズ 講習会 , 2025. 12.
28）  大坪 香菜子 . 心理プログラム③「緊張のコントロールとリラクセーション」. 埼玉ライオンズ 講習会 , 2026. 1.
29）  大坪 香菜子 , 齊藤 千波 , 立谷 泰久 , 冨永 哲志 . HPSC パッケージ「アスリートのためのメンタルトレーニング応用編」研

修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ , 2025. 6. 東京 .
30）  大坪 香菜子 , 齊藤 千波 , 立谷 泰久 , 冨永 哲志 . HPSC パッケージ「アスリートのためのメンタルトレーニング基礎編」研

修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ , 2025. 6. 東京 .
31）  大坪 香菜子 , 齊藤 千波 , 立谷 泰久 , 冨永 哲志 . HPSC パッケージ「アスリートのためのメンタルトレーニング応用編」研

修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ , 2025. 11. 東京 .
32）  大坪 香菜子 , 齊藤 千波 , 立谷 泰久 , 冨永 哲志 . HPSC パッケージ「アスリートのためのメンタルトレーニング基礎編」研

修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ , 2025. 11. 東京 .
33）  大坪 香菜子 , 齊藤 千波 , 立谷 泰久 , 冨永 哲志 , 水野 寛太 . HPSC パッケージ「チームビルディング」研修プログラム . 

HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ , 2026. 2. 東京 .
34）  小野寺 峻一 . スポーツ競技団体におけるアスリート育成に関する課題 . いわき FC スポーツサイエンスラボオンラインセミ

ナー講演 , 2025. 11.
35）  勝田 隆 , 和久 貴洋 , 山下 修平 . 共通科目Ⅳ講習会（第 1 会場）. 令和 7 年度日本スポーツ協会公認コーチ 4・上級教師養成

講習会 , 2025. 9.
36） 加藤 英人 , 屋良 慣汰 . HPSC パッケージ「トレーニングの基礎編」研修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC

パッケージ , 2025. 11. 和歌山 .
37）  加藤 英人 , 屋良 慣汰 . HPSC パッケージ「トレーニングの基礎編」研修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC

パッケージ , 2025. 12. 栃木 .
38） 加藤 英人 , 屋良慣汰 . HPSC パッケージ「S&C の情報の整理と活用」、「トレーニングの基礎」. HPSC ネットワークの展開

事業 HPSC パッケージ S&C 分野 , 2026. 3. 大阪 .
39） 加藤 英人 , 屋良慣汰 . HPSC パッケージ「S&C の情報の整理と活用」、「トレーニングの基礎」. HPSC ネットワークの展開

事業 HPSC パッケージ S&C 分野 , 2026. 3. 京都 .
40）  上東 悦子 . アンチ・ドーピングについて . 令和 7 年度日本スポーツ協会 公認日本スポーツ栄養士養成講習会 , 2025. 10.
41）  上東 悦子 . 禁止表と TUE 申請の考え方 . 令和 7 年度女性アスリート診療・サポートのための講習会（スポーツドクター向

け）, 2025. 11.
42）  上東 悦子 . アンチ・ドーピングのルールの基本（禁止表 と TUE を中心に）. 令和 7 年度女性アスリート診療・サポートの

ための講習会（産婦人科医向け）, 2026. 2.
43）  亀井 明子 . スポーツ現場における食環境整備 . 令和 6 年度日本スポーツ協会 公認スポーツ栄養士養成講習会 専門科目＜中

期＞講習会 , 2025. 6.
44）  亀井 明子 . 「運動と栄養・食事・飲料」. 第 50 回スポーツ医学研修会 , 2025. 9.
45）  衣笠 泰介 . LTAD: 長期的視点を持ってハイパフォーマンスまでの / からのパスウェイを考える . 日本バスケットボール協

会 2025 年度 S 級コーチ養成講習会 , 2025. 6.
46）  衣笠 泰介 . アスリート育成パスウェイの理論と実践 . 令和 7 年度 JOC ナショナルコーチアカデミー , 2025. 7.
47）  衣笠 泰介 . 競技パフォーマンス構造モデル～基礎編 . 2025 年度 JWTA 公認コーチ資格講習会（A 級）, 2026. 1.
48）  衣笠 泰介 . 競技パフォーマンス構造モデル～応用編 . 2025 年度 JWTA 公認コーチ資格講習会（A 級）, 2026. 3.
49）  衣笠 泰介 , 笹代 純平 . パラアスリートにおけるトータルコンディショニング . 第 14 回日本アスレティックトレーニング学

会学術大会 , 2025. 9.
50）  衣笠 泰介 , 野口 順子 . 日本におけるアスリート・ウェルビーイングの実態と支援状況 . 西が丘フォーラム「ハイパフォー

マンス×メンタルヘルス支援の最前線」, 2025. 6.
51）  木村 裕也 . スポーツ科学 : スポーツバイオメカニクスⅡ . 2025 年度 日本スケート連盟スピードスケートエリートアカデミー

講義 , 2025. 9.
52）  木村 裕也 . スポーツ科学 : 測定評価演習Ⅱ . 2025 年度 日本スケート連盟スピードスケートエリートアカデミー講義 , 2025. 

9.
53）  木村 裕也 . 情報処理演習 : コーチングスキル①（資料作成 :Excel）. 2025 年度 日本スケート連盟スピードスケートコーチ

ライセンスカリキュラム , 2025. 11.
54）  金原 聖 , 稲川 祥史 , 宮﨑 大地 . 映像サポート入門 Ⅱ 〜実技から学ぶ撮影テクニック〜 . ハイパフォーマンススポーツの

ための映像・IT アカデミー DiTS2025 BASIC 春 , 2025. 5.
55）  久木留 毅 . 2025 高度競技マネジメント―目標を達成するために必要なこと―. 群馬県令和 7 年度スポーツセミナー事業 , 
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2025. 12.
56）  久木留 毅 , 和久 貴洋 , 山下 修平 . 共通科目Ⅳ講習会（第 2 会場）. 令和 7 年度日本スポーツ協会公認コーチ 4・上級教師

養成講習会 , 2025. 10.
57）  久保田 潤 . e スポーツの現状について . 第 36 回 JTA カンファレンス 2026, 2026. 3.
58）  近藤 知佳 . アスリートのための食事の基本 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 2025. 5. 東京 .
59）  近藤 知佳 . アスリートのための貧血予防 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 2025. 5. 東京 .
60）  近藤 知佳 . アスリートのための水分摂取・脱水対策 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 2025. 

5. 東京 .
61）  近藤 知佳 , 江夏 直子 . アスリートのための食事の基本ジュニア版（基礎編・実践編）. HPSC ネットワークの展開事業 

HPSC パッケージ 栄養分野 , 2025. 10. 東京 .
62）  近藤 知佳 , 江夏 直子 . アスリートのための水分摂取・脱水対策 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養

分野 , 2025. 10. 東京 .
63）  近藤 知佳 , 松田 侑未子 . アスリートのための貧血予防 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 

2025. 10. 東京 .
64）  近藤 知佳 , 松田 侑未子 . アスリートのための食事の基本 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 

2026. 2. 東京 .
65）  近藤 知佳 , 松田 侑未子 . アスリートのための食事の基本ジュニア版（基礎編・実践編）. HPSC ネットワークの展開事業 

HPSC パッケージ 栄養分野 , 2026. 2. 東京 .
66）  近藤 知佳 , 松田 侑未子 . アスリートのための貧血予防 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 

2026. 2. 東京 .
67）  近藤 知佳 , 松田 侑未子 . アスリートのための水分摂取・脱水対策 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄

養分野 , 2026. 2. 東京 .
68）  近藤 知佳 , 松田 侑未子 . アスリートのためのウエイトコントロール . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 

栄養分野 , 2026. 2. 東京 .
69）  近藤 知佳 , 松田 侑未子 . アスリートのための食事の基本 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 

2026. 3. 東京 .
70）  近藤 知佳 , 松田 侑未子 . アスリートのための食事の基本ジュニア版（基礎編・実践編）. HPSC ネットワークの展開事業 

HPSC パッケージ 栄養分野 , 2026. 3. 東京 .
71）  近藤 知佳 , 松田 侑未子 . アスリートのための貧血予防 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 

2026. 3. 東京 .
72）  近藤 知佳 , 松田 侑未子 . アスリートのための水分摂取・脱水対策 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄

養分野 , 2026. 3. 東京 .
73）  清水 和弘 . スポーツと免疫 . SFS3.0, 2025. 4.
74）  清水 和弘 . コンディショニングの活用 . 第 98 回日本産業衛生学会 , 2025. 5.
75）  清水 和弘 . 運動と免疫 . 健康運動指導士更新必修講座 , 2025. 7.
76）  清水 和弘 . 運動と免疫 . 健康運動指導士更新必修講座 , 2025. 9.
77）  清水 和弘 . コンディショニングの活用 . コンディショニングフォーラム 2025, 2025. 10.
78）  清水 和弘 . 運動と免疫 . 健康運動指導士更新必修講座 , 2025. 10.
79）  清水 和弘 . アスリートにおけるトータルコンディショニング . 2025 年度公認スポーツ栄養士更新研修 , 2025. 11.
80）  清水 和弘 . トータルコンディショニングの考え方と アスリートが備えるべき セルフコンディショニングの力について . 

コンディショニング会議 in 青森 , 2025. 12.
81）  清水 和弘 . トータルコンディショニングについて . ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンス 2025, 2025. 12.
82）  清水 和弘 . 課題に応じたコンディショニング―免疫機能の重要性―. NSCA ジャパン S&C カンファレンス 2025 ―プレカ

ンファレンス―, 2026. 2.
83）  清水 和弘 . コンディショニングの考え方 . コンディショニングサポーター第 4 回 Working Group, 2026. 3.
84）  清水 和弘 . アスリートにおけるトータルコンディショニングの概念とセルフコンディショニングについて . 令和 7 年度

JSPO サイエンスカフェ , 2026. 3.
85）  清水 潤 , 山本 悠介 , 稲川 祥史 , 宮﨑 大地 , 田丸 博朗 . ゼロから学ぶ Python プログラミング入門 . ハイパフォーマンスス

ポーツのための映像・IT アカデミー DiTS2025 プログラミング BASIC, 2025. 11.
86）  清水 潤 , 山本 悠介 , 稲川 祥史 , 宮﨑 大地 , 田丸 博朗 . 実践で学ぶ Web スクレイピング . ハイパフォーマンススポーツの

ための映像・IT アカデミー DiTS2025 プログラミング ADVANCE, 2025. 11.
87）  白井 克佳 . パリ 2024 の振返りとロス 2028 以降に向けた動き . 令和 7 年度九州各県競技スポーツ連絡協議会 , 2025. 7.
88）  白井 克佳 . 中央競技団体の強化および地方の競技力向上 . 熊本県令和 7 年度 競技力向上対策研修会 , 2025. 11.
89）  白井 克佳 . トータルコンディショニングと インテリジェント・アスリート . 長崎県令和７年度インテリジェント・アスリー

ト育成事業 , 2025. 11.
90）  高井 恵理 . 女性アスリートの栄養指導～実践と課題～ . 令和 7 年度女性アスリート診療・サポートのための講習会（スポー

ツドクター向け）, 2025. 11.
91）  高井 恵理 . 女性アスリートの栄養指導～実践と課題～ . 令和 7 年度女性アスリート診療・サポートのための講習会（産婦

人科医向け）, 2026. 2.
92）  立谷 泰久 . スポーツ相談の実際 . 令和（2025）7 年度公認スポーツプログラマー養成講習会 , 2026. 1.
93）  冨永 哲志 . アスリートのためのメンタルトレーニング「メンタルトレーニングとは」「いつもと違う環境で実力を発揮す

るために」. スポーツ医・科学支援事業・講習会 ( ウェイトリフティング・高校・大学生）, 2026. 1.
94）  永尾 雄一 . ゲーム分析講座 〜ゲーム分析の計画からフィードバックまで〜 . ハイパフォーマンススポーツのための映像・

IT アカデミー DiTS2025 ADVANCE 春 , 2025. 5.
95）  永尾 雄一 . モチベーションビデオ作成講座 〜編集技術の実践活用〜 . ハイパフォーマンススポーツのための映像・IT ア

カデミー DiTS2025 ADVANCE 春 , 2025. 5.
96）  永尾 雄一 . ゲーム分析 〜スマホアプリを使った簡易ゲーム分析〜 . ハイパフォーマンススポーツのための映像・IT アカ
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デミー DiTS2025 BASIC 春 , 2025. 5.
97）  永尾 雄一 . 医・科学サポート論ー情報戦略 情報戦略活動の環境づくり . 令和 7 年度 JOC ナショナルコーチアカデミー , 

2025. 9.
98）  永尾 雄一 . スポーツ映像編集講座 〜編集基礎技術の習得〜 . ハイパフォーマンススポーツのための映像・IT アカデミー 

DiTS2025 ADVANCE 冬 , 2025. 12.
99）  永尾 雄一 . モチベーションビデオ作成講座 〜編集技術の実践活用〜 . ハイパフォーマンススポーツのための映像・IT アカ

デミー DiTS2025 ADVANCE 冬 , 2025. 12.
100） 永尾 雄一 . ゲーム分析 〜スマホアプリを使った簡易ゲーム分析〜 . ハイパフォーマンススポーツのための映像・IT アカデ

ミー DiTS2025 BASIC 冬 , 2025. 12.
101） 永尾 雄一 . オリンピック・パラリンピック論 . 日本大学文理学部体育学科講義 , 2025. 12.
102） 永尾 雄一 , 稲川 祥史 , 宮﨑 大地 . 映像サポート入門 Ⅱ 〜実技から学ぶ撮影テクニック〜 . ハイパフォーマンススポーツの

ための映像・IT アカデミー DiTS2025 BASIC 冬 , 2025. 12.
103） 中村 真理子 . 月経周期とコンディショニング . 令和 7 年度女性アスリート診療のための講習会（産婦人科医向け）, 2026. 2.
104） 中村 有紀 . 『思春期』における医科学サポート . 千葉県アスレティックトレーナー協議会 AT カンファレンス 2025, 2025. 4.
105） 能瀬 さやか . 女性アスリートの健康課題と WHP の紹介 . 島根トップコーチ育成事業ブラッシュアップセミナー , 2025. 5.
106） 能瀬 さやか . 女性アスリートのコンディショニング（ラグビー選手の傾向を踏まえて）. YOKOHAMA TKM 講習会 , 

2025. 6.
107） 能瀬 さやか . 女性とスポーツ . パラスポーツコーチ養成講習会 , 2025. 6.
108） 能瀬 さやか . 女性アスリートのコンディショニング . 新潟経営大学女子大学生アスリート講習会 , 2025. 6.
109） 能瀬 さやか . 女性アスリート特有の健康課題とその対応 . 東京都教育委員会部活動指導者実技講習会 , 2025. 6.
110） 能瀬 さやか . 女性アスリートのコンディショニング . 日本トップリーグ連携機構研修（バレーボール SV リーグ）, 2025. 6.
111） 能瀬 さやか . 女性アスリートのコンディショニング . ひろしまスポーツアカデミー , 2025. 7.
112） 能瀬 さやか . 思春期女子とスポーツ . 日本家族計画協会思春期保健セミナー , 2025. 7.
113） 能瀬 さやか . 女性アスリートの健康課題と対策 . WOMEN'S CONDITIONING SUMMIT, 2025. 8.
114） 能瀬 さやか . 思春期女性とスポーツ . 第 93 回思春期保健セミナー , 2025. 8.
115） 能瀬 さやか . 女性アスリートのコンディショニングについて . JKA 新人研修会 , 2025. 9.
116） 能瀬 さやか . 女性アスリートの身体を正しく知る（医学）. スポーツを止めるな 1252 プロジェクト , 2025. 9.
117） 能瀬 さやか . 骨密度検診の有用性 . 第 34 回プラスウェルネスセミナー , 2025. 10.
118） 能瀬 さやか . 女性スポーツ医学 . 日本スポーツ協会女性スポーツサポート研修会 , 2025. 10.
119） 能瀬 さやか . 女性アスリートのコンディショニング . 日本デフバドミントン協会 , 2025. 10.
120） 能瀬 さやか . 競技団体における女性アスリート支援の現状 . 日本パラリンピック委員会ハイパフォーマンス研修会 第 4 回

勉強会 × 女性スポーツ委員会連携セミナー , 2025. 10.
121） 能瀬 さやか . スポーツに参加する女性の健康課題とその対策 . 日本医師会認定健康スポーツ医再研修会 , 2025. 10.
122） 能瀬 さやか . 女性アスリートの婦人科疾患に対する治療と最新トピックス . 女性アスリート健康支援委員会女性アスリート

診療・サポートのための講習会 , 2025. 11.
123） 能瀬 さやか . 女性アスリート支援に役立つ情報提供 . 女性アスリート健康支援委員会女性アスリート診療・サポートのため

の講習会 , 2025. 11.
124） 能瀬 さやか . Radiofrequency Echographic Multi-Spectrometry （REMS）法を用いた骨密度評価と今後の応用 . 第 36 回日

本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2025. 11.
125） 能瀬 さやか . Women’s Health Project for Japanese Swimmers （WHP）～生涯、健康にスポーツを行うために～ . 日本水

泳連盟 , 2025. 11.
126） 能瀬 さやか . 女性スポーツ医学 . 日本水泳連盟水泳コーチ研修会３, 2025. 11.
127） 能瀬 さやか . 女性特有の問題 . 日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー養成講習会 , 2025. 12.
128） 能瀬 さやか . 女性とスポーツ . 日本パラスポーツ協会公認上級パラスポーツ指導員養成講習会 , 2025. 12.
129） 能瀬 さやか . アンチ・ドーピングの基礎知識 . 日本女子プロゴルフ協会 新人セミナー , 2025. 12.
130） 能瀬 さやか . コンディショニングのための月経対策 . 日本女子プロゴルフ協会新人セミナー , 2025. 12.
131） 能瀬 さやか . 女性アスリートのコンディショニングを支える . encounter 女性アスリートケアサポート , 2026. 1.
132） 能瀬 さやか . 女性アスリートのコンディショニング ～産婦人科の課題と指導現場での対応～ . 第 33 回三重県スポーツ医・

科学セミナー兼三重県スポーツ指導者研修会 , 2026. 1.
133） 能瀬 さやか . 女子テニス選手のコンディショニング ～産婦人科医の視点から～ . 第 57 回テニスメディカルセミナー , 2026. 

1.
134） 能瀬 さやか . 女性アスリートのコンディションを支える～婦人科医の立場から～ . SAPIENS/ Why Body 医学×現場×パ

フォーマンスで考える女性アスリートの今 , 2026. 2.
135） 能瀬 さやか . 女性アスリートの婦人科疾患に対する治療と最新トピックス . 女性アスリート健康支援委員会女性アスリート

診療・サポートのための講習会 , 2026. 2.
136） 能瀬 さやか . 女子サッカー選手のコンディショニングとサポートの実際 . 日本サッカー協会第 78 回サッカードクターセミ

ナー , 2026. 2.
137） 能瀬 さやか . 20 代の無月経について . 三井住友海上 からだにいいことセミナー for アスリート , 2026. 3.
138） 能瀬 さやか . 各団体における女性アスリート支援の現状 . 日本オリンピック委員会国際女性デー記念 , 2026. 3.
139） 能瀬 さやか . 女性スポーツ医学 . 日本スポーツ協会女性スポーツサポート研修会 , 2026. 3.
140） 能瀬さやか . Women’s Health Project for Japanese Swimmers （WHP）～生涯、健康にスポーツを行うために～ . 東京都

水泳協会 第三回指導者資格更新研修会 , 2026. 3.
141） 半谷 美夏 . 選手団本部医務の役割 ～ Chief Team Doctor / 整形外科医の立場より〜 . 第 15 回順天堂スポーツフォーラム , 

2025. 5.
142） 半谷 美夏 . トレーニングと外傷・障害予防 / 復帰（外科）. 第 57 回公認トレーニング指導士養成講習会 , 2025. 6.
143） 半谷 美夏 . 運動のためのメディカルチェック―整形外科系 . 第 52 回スポーツ医学研修会 , 2025. 9.
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144） �半谷 美夏 . スポーツ医学基礎（整形外科）. 2025 年度スポーツ栄養ベーシック＜オンライン＞講習会 , 2025. 12.
145） 半谷 美夏 . アスリートをサポートする上で注意すべきあれこれ . 第 33 回秋田県スポーツ医学研究会 , 2026. 2.
146） 星川 雅子 . 睡眠とスポーツ . 東京都体育協会 令和 7 年度 トップアスリート発掘・育成事業 , 2025. 6.
147） 星川 雅子 . コンディショニング―主に睡眠の視点から―. 令和 7 年度公認パラスポーツトレーナー養成講習会 , 2025. 8.
148） 松田 侑未子 . アスリートのための試合期の食事 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 2025. 5. 東

京 .
149） 松田 侑未子 . アスリートのためのウエイトコントロール . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 

2025. 5. 東京 .
150） 松田 侑未子 , 江夏 直子 . アスリートのための試合期の食事 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 

2025. 10. 東京 .
151） 松田 侑未子 , 近藤 知佳 . アスリートのためのウエイトコントロール . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄

養分野 , 2025. 10. 東京 .
152） 松田 侑未子 , 近藤 知佳 . アスリートのための試合期の食事 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 

2026. 2. 東京 .
153） 松田 侑未子 , 近藤 知佳 . アスリートのための遠征時の食事 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 

2026. 2. 東京 .
154） 松田 侑未子 , 近藤 知佳 . アスリートのための試合期の食事 . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄養分野 , 

2026. 3. 東京 .
155） 松田 侑未子 , 近藤 知佳 . アスリートのためのウエイトコントロール . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ 栄

養分野 , 2026. 3. 東京 .
156） 松林 武生 . スポーツ映像解析を支える技術開発 : 国立スポーツ科学センター発のカメラキャリブレーション手法 . ハイパフォー

マンススポーツ・カンファレンス 2025, 2025. 12.
157） 三浦 佳祐 . フォースプレートを活用した神経 - 筋系の評価と S&C 介入の実際 - トップアスリートを対象とした事例 -. 

NSCA ジャパン 南関東地域ディレクターセミナー , 2025. 5.
158） 三浦 佳祐 . メディカルコンディショニング（トレーナーの知識）飛込 . 2025 年度 公認水泳コーチ 4 養成専門科目講習会 , 

2025. 11.
159） 三浦 智和 . トップアスリート支援における医療情報の管理と活用 . NOBORI PHR ユーザ会（第 2 回）, 2025. 7.
160） 宮﨑 大地 , 稲川 祥史 . HPSC パッケージ「JISS Air」研修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ , 

2025. 4. 東京 .
161） 宮﨑 大地 , 稲川 祥史 . HPSC パッケージ「JISS Air」研修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ , 

2026. 1. 長野 .
162） 宮﨑 大地 , 稲川 祥史 . HPSC パッケージ「JISS Air」研修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC パッケージ , 

2026. 2. 東京 .
163） 宮﨑 大地 , 稲川 祥史 , 山本 悠介 . HPSC パッケージ「JISS Air」研修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業 HPSC

パッケージ , 2025. 10. 東京 .
164） 宮﨑 大地 , 山本 悠介 . HPSC パッケージ「JISS Air」「JISS strobo」研修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業

HPSC パッケージ , 2025. 10. 大阪 .
165） 宮﨑 大地 , 山本 悠介 . HPSC パッケージ「JISS Air」「JISS strobo」研修プログラム . HPSC ネットワークの展開事業

HPSC パッケージ , 2025. 10. 和歌山 .
166） 元永 恵子 . スポーツ医学 障がい者スポーツ . 令和 7 年度日本スポーツ協会公認スポーツ栄養士養成講習会専門科目＜後期

＞講習会 , 2025. 10.
167） 元永 恵子 . 車いすアスリートの栄養と食事 ～パラアスリートを支える現場から～ . とちぎスポーツ医科学センター主催ト

レーニング講習会 2025, 2025. 11.
168） 山口 達也 . アスリートのメンタルヘルス . 令和 7 年度日本スポーツ協会スポーツドクター研修会 , 2025. 7.
169） 山口 達也 . メンタルヘルスと運動 . 令和 7 年度日本スポーツ協会公認スポーツドクター養成講習会 , 2025. 10.
170） 山下 大地 . 医・科学サポート論 トレーニング . JOC ナショナルコーチアカデミー , 2025. 9.
171） 山本 悠介 . スポーツ情報処理 II. 日本スケート連盟スピードスケートエリートアカデミー講義 , 2025. 8.

 8.	  受賞
1）   Nakaichi Naoto, Sugimoto Dai, Numa Daisuke, Kotani Ryosuke, Nakamura Hayato, Akiyama Kei, Hirose Norikazu.  

2026 Sports Health T. David Sick Award. Sports Health, Associations of sport participation and training volume 
with overuse injuries in Japanese male youth soccer players: Implications for early sport specialization , 2026. 3.

2）   Uchizawa Akiko, Kondo Emi, Enomoto Yasushi, Yajima Katsuhiko, Tamai Shinsuke, Watanabe Koichi, Ito Ai, Kosugi 
Miki, Higaki Yasuki, Sagayama Hiroyuki. First Prize, Best Poster Award at RACMEM 2025. Recent Advances & 
Controversies in the Measurement of Energy Metabolism （RACMEM）, Resting and sleeping metabolic rate are 
suppressed with increased running distance, independent of menstrual status, 2025. 10.

1）  相原 伸平 . SIT2025 優秀講演賞 . Sports Informatics and Technology 2025, モバイル端末を用いたリアルタイム映像解析
に基づくカーリング競技者支援ツールの開発 , 2025. 8.

2）   落合 祐太 , 辻 歩 , 相原 伸平 , 岩田 浩康 . SIT2025 データスタジアム賞 . Sports Informatics and Technology 2025, ブラ
インドサッカー競技における移動を伴う自己位置の相対的定位能力に関する研究 , 2025. 8.

3）   翁長 舞 , 加藤 聡志 , 大橋 智志 , 相原 伸平 . 優秀発表 . 日本体育測定評価学会 , テニスサーブにおける単眼映像上のラケッ
ト挙動推定―深層学習と用具構造の統合的手法―, 2026. 2.

4）   小泉 潤 , 山岸 卓樹 , 白木 駿佑 , 緒方 博紀 , ヘンダーソン フレデリック , 山下 大地 , 安藤 良介 . 若手研究奨励賞 . 第 38 回
日本トレーニング科学会大会 , 慣性センサーを用いたバスケットボール試合中における外的負荷の評価と体力特性の関連 , 
2025. 11.

5）   小出所 大樹 , 山形 一真 , 中尾 学人 , 片寄 正樹 , 谷口 圭吾 . 2024 年度日本スポーツ理学療法学会奨励賞 . 日本スポーツ
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理 学 療 法 学 会 , Effect of tasks on intramuscular regional differences in rectus femoris elasticity during isometric 
contraction: An ultrasound shear wave elastography study, 2025. 11.

6）   後藤 和海 . Outstanding Young Investigator Award. 日本スポーツ整形外科学会 , 2025. 9.
7） 　齋藤 良輝 , 相原 伸平 , 吉田 雄大 , 大田 穂 , 渡邉 拓貴 , 竹川 佳成 . 優秀発表 . 日本体育測定評価学会 , 投球動作の個別指

導支援システムに向けた骨格時系列解析と LLM を用いたフィードバック生成手法の提案 , 2026. 2.
8） 　佐々木 陽一朗 , 吉田 拓矢 , 小野 響也 , 有田 祐二 , 鍋山 隆弘 , 谷川 聡 . 奨励賞 . 日本コーチング学会 , 大学剣道選手の跳

躍能力と面打ちにおける打突時間との関係性について , 2026. 3.
9） 　白木 駿佑 ,  木村 裕也 ,  窪 康之 . 優秀発表賞 . 日本コーチング学会 , エリート競泳競技者におけるストレングストレーニ

ングによるスタートパフォーマンスの改善 , 2026. 3.
10）  曽根 忠瑛 , 片桐 諒祐 , 河村 隆 , 相原 伸平 . 第 3 回スポーツ情報学研究発表会 優秀発表賞 . 情報処理学会 , カーリング技能

と氷面状態を評価可能なスマートシューズの開発 : スライダ内蔵センサによる滑走時の基礎計測 , 2025. 11.
11）  仲道 智郎 , 河村 晃宏 , 相原 伸平 , 倉爪 亮 . SI2025 優秀講演賞 . 計測自動制御学会 , スポーツクライミングの動作・力情

報可視化システム ClimbViS 開発 , 2025. 12.
12）  林 陵平 , 吉田 拓矢 , 苅山 靖 . 学会賞 . 日本陸上競技学会 , 第 24 回日本陸上競技学会大会 , 2025. 11.
13） 本郷 由貴 . 第 52 回学会大会優秀発表賞 . 日本スポーツ心理学会 , 自己批判はアスリートの足かせか，それとも推進力か？

―メンタルヘルスと主観的パフォーマンスに着目して―, 2025. 10.
14） 松井 駿斗 , 植松 倫理 , 景行 崇文 , 木越 清信 . 日本陸上競技学会第 24 回大会 最優秀発表賞（ポスター発表の部）. 日本陸

上競技学会 , 棒高跳びにおける跳躍を成立させる技術的要因―成功試技と失敗試技の比較から―, 2025. 11.
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